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1998年8月の大洪水の中、美しく映える校舎

竣工式に集まった村人と子どもたち

出来上がった学校

支柱のためのワイヤーを組む（手作業）

コンクリートに入れるレンガを砕く
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北東アジアのイメージ (ERINAのパンフレットから）

韓国／釜山港東アジアのハプポートとして躍進している

ロシア／沿海地方ナジモフ岬物流拠点と豊かな海岸線が同居する

中国／ハルピン市街ロシア建築の面影と近代化の波が交錯する

北朝鮮／羅先市経済貿易地帯の中にも静かな民家がたたずむ
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レタワーズ

4東京ディズニーランド／シンデレラ城

5東京ディズニーシー／メデイテレーニアンハーバーからのプロメテウス火山を望む
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1 プラハのアトリエのバツォウスカー

2 CD-ROM「アルファベット」の"0"の画面

3 パツォウスカーの絵本は世界中で翻訳出版されている

4 フランクフルト ・ブックフェア会場
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名古屋港水族館外観

アンダーウォーターピュー（世界最大の水中観察窓）

メインプールスタンド

くじらの博物館

ベルーガのプール



タイの専門家による講議

キリスト教大聖堂

ホー ・チミン市内の交通事情

船上から見たハロン湾

ペンタイン市場
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はじめに

21世紀に入り、交通網の整備、余暇時間の増加、ライフスタイルの変化、

経済活動の国際化、情報通信技術の進展などを要因として、人・物・金・情

報などの動きが、国境や国家を越えて世界中でかつてない規模とスピードで

増加・加速する、という大交流時代が到来しつつあります。

そして、まちづくりにおいても、今までのように、 一都市あるいは限られ

た地域で考えるだけでなく、広域化・国際化への対応という視点抜きには考

えられない時代になってきました。

そこで、今回は、この新しい時代にふさわしいまちづくりを考える、とい

う視点から、「世界に誇る交流都市」と題して広域交流について特集すること

としました。

ひとことに交流といっても、その①主体、 ②範囲、 ③目的、 ④方法等によ

りその態様は様々であり、また、それぞれの要素が重なり合って 1つの交流

の形をなすものです。広域交流も地理的な範囲による分類に過ぎず、その中

身としては、 ①個人交流・組織交流、 ②地域間交流・国際交流、 ③経済交流 ・

文化交流・学術交流、④移動交流・情報交流など多種多様であり、色々な交

流の形があります。

今回のアーバン・アドバンスでは、それらの交流について様々な話題を実

例も交えながら取り上げてみました。交流をキーワードに、 21世紀のまちづ

くり、都市のあり方・役割について考えてみたいと思います。



交流と連携によるまちづくり

東京大学先端科学技術研究センター教授大：西i 隆：

1 自立と交流

「地域の自立」と「地域間の交流と連携」は、

ともに、今後の地域のあり方を論ずる上で、鍵

となる言葉とされる。これらを地方自治体によ

る地域政策に即して考えてみると、片や自立、

片や依存につながる交流・連携というように、

一見正反対のことのようだが、両者が両立しな

ければならない状況が日本には現存する。

自立は、主として地方分権改革が90年代後半

に一定の前進を遂げたことによ って使われるよ

うになった語である。分権は地方自治体の自己

決定権の枠組みを膨らませ、自立の前提条件を

作るのはいうまでもないが、同時に、これまで

通達や補助金、あるいは多分に補助金化された

地方交付税によって、中央政府主導で地方自治

体の施策が実施されてきた時代と比べれば、分

権化により自治体の存在感を増すにつれ、政策

立案や財政的マネージメントの能力が問われる

ことになり、自治体は試練に晒されることにな

る。ことに、国と地方で、ともに財政赤字が膨

らみ、かつ交付税会計にも赤字が累積している

現在、歳出削減による財政再建は避けられない

から、中央からの財政支援や、交付税による地

方間の財政力調整が縮小しつつ、結果として自

立が促されることになる。このように、補助金

や交付税で支えられてきた地方行財政が限界を

迎えたことが、国の父性的保護の時代から、地

域の自己責任の時代への転換を促し、自立とい

うキーワードの必要を高めた。

一方、交流・連携も社会的背景をもって登場

した言葉である。とくに人口減少社会への移行

がこうした言葉を必要と した。日本の総人口は

間もなくピークに達し、その後の40年間に2,800

万人減というような急速の人口減少社会が訪れ

るとされる。もちろん、すでに地方の町村など

では人口減少社会がとっくに始まっているので

あるが、総人口が減少し始めれば、都市、ある

いは大都市でも人口が減少する可能性が高い。

これは、人口増加予想を前提として、土地開発、

交通などの施設整備を進めるという日本の戦後

に典型的だった開発型の地域政策が、完全に根

拠を失うことを意味しているばかりでなく、こ

れまで人口増加を地域の発展の第一義的な指標

としてきたことを思えば、地域が衰退過程に入

ることを意味することになりかねない。これに

対処するのが、交流 ・連携である。つまり、出

生率の低下によ ってもたらされる人口減少社会

は、他国の例や日本人の意識などを窺うと、そ

う簡単に食い止められるものではない。そこで、

むしろ地域間の連携を強め、交流を深めること

によ って、定住人口は減少しても、交流人口が

増加し、そのことで地域が活性化している状態

を作り出そうという狙いが生まれるのである。

自立と交流 ・連携は対立した含意を持つ一方

大西 隆
9,.予,.M.. 閂9`_
愛媛嗅生まれ。長岡技術科学大学、アジアエ
科大学、東京大学工学部、同工学系研究科勤
務などを経て、 1998年から東京大学先端科学
技術研究センター教授。国連大学高等研究所
教授を兼任。専門は都市計画、国土計画。
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で、補完的な関係にもある。すなわち、地域の

自己決定権を高め、個性的な行財政や地域活動

をより積極的に進めるためには、自立が重視さ

れるべきだが、人口減少社会の到来が避けられ

ない状況の中で、他地域との交流 ・連携による

活性化維持策を併用する必要があるという補完

的関係が重要となるのである。もちろん、交流・

連携には、人口が減るから他地域の力を借りる

（互いに借り合う）という消極的な意味ばかりで

はなく、いつの時代にも、広域的な活動によっ

て交流・連携を進めることは、地域内に収まら

ないエネルギーのほとばしりとして地域活性化

に向けた積極的な意味があることはいうまでも

ない。

地域としては、中途半端な状態にとどまって

いる分権改革をさらに進め、条例制定権を活用

してまさに自立的な政策を実施していくことが

必要であるし、同時に国から地方への財源移譲

を進め、支出に見合う自主財瀕を確保すること

が自立を目指す上で必要である。しかし、地方

の多くの自治体にとってはこの過程で、権限は

強まるものの、実質的な財政規模は現在より縮

小する可能性が高い。したがって、財政と人口

の縮小を補う交流・連携による活性の維持は自

立と並行して進めれるべき重要な政策の柱とな

る。

自立と交流 ・連携は、もちろん、自治体の活

動に限定されるのではなく、広く企業活動や

NPOの活動にも関係する。企業やNPO等では、

もともと自治体のように活動地域が限定されて

いないから、それぞれの目的で広域的な活動を

実施し、さらに他企業や組織との広域的なネッ

トワークを生かした活動も行ってきている。し

たがって、交流・連携は企業やNPOがこれま

で行ってきたような行政区域にとらわれない活

動を、自治体も加わって促進することを求めて

いるともいえよう 。

12 

2 多様な広域交流

さて、交流を本題に話を進めよう。ここでは、

交流を、通勤通学、買い物などの日常活動によっ

て形成される生活圏域を越えて、広域的に人々

が触れ合うことと考えよう 。触れ合うとは、移

動して対面することだけでなく、インタ ーネッ

トや電子メールなどで通信することも含めた方

がいいだろう。交流は、通常、 「目的」を持って

行われ、何らかの「手段」を通じて実施され、

何らかの「効果」を生む。これらに即して交流

論を展開してみよう 。

交流は、基本的には、移動手段によって他の

地域へ出かけること（つまり旅行）によって成

立すると考えると（情報通信を手段とする交流

も旅行を補完する形で行われることが少なくな

い）、まず旅行の目的が重要となる。国内の旅行

を目的別に整理すると、およそ半分が観光レク

リエーション旅行 (54%、交通公社、 2001年）

である。これに次ぐのが帰省や家事（冠婚葬祭

などの）旅行 (20%、同）で、これらは個人負

担による旅行である。法人負担による出張旅行

は12％であり、さらに組織や会社の団体旅行が

それぞれ5％前後となる。また海外からの来客

は年間500万人に達すると見込まれるが、その

54％程度が観光目的で、 27％が商用である。こ

れを見ても交流の中心に据えられるのが観光で

あることがよく分かる。しかし、同時に国内出

張や海外からの商用旅行など、仕事を通じた交

流も大きなシェアを持つ。したがって、 地域で

交流促進を考える際に、観光地としての魅力づ

くりと同時に、商用旅行の目的地としての魅力

を高めていくことも重要な視点となる。とくに、

商用旅行の場合には、観光目的が合わせて企図

された複合目的によって促進されることが少な

くない。典型的にはコンベンション目的の旅行

であろう。同伴者用のプログラムでは地域の観

光地めぐりや文化的触れ合いがセッ トされてい



るし、会議の前後に開催地地域を観光したり、

近くの観光地に足を伸ばす人も少なくない。む

しろ、そうした観光プログラムをうまく組み得

ることが、コンベンションヘの参加者を増やす

条件とされ、開催場所の選定においても重要な

考慮事項となる。

ともあれ、国内旅行、海外来客ともに50％以

上が観光目的であるから、交流の目的で代表的

なものは観光ということになる。観光は旅行し

て見聞することとも定義できるように、日常的

な世界から離れて名所旧跡を訪れたり、人々の

生活に触れることであり、そこでは、経済的な

利益などの具体的な狙いはもたない。旅行が特

定の狙いによって行われれば、それは商用、調

査、療養など、狙いに応じて命名されることに

なる。いわば、観光は好奇心を満たすために行

われる旅行であり、交流である。日本では、経

済成長とともに、観光の大衆化が進み、さらに

行き先は海外に及ぶ。近年では毎年1600万人が

海外旅行に出かけ、その多くが観光目的である。

また国内旅行では、職場等の慰安旅行中心の形

態から、次第に家族旅行中心にシフトしてきた

とされ、 1泊2日の宴会観光旅行や旅行会社の

企画するパック旅行から、個性的なコース設定

が進み、観光が多様化してきたとされる（梅川、

2001年）。

加えて、最近では、都市観光も注目され、そ

こでは「地域を磨くことが『観光＝外部との人

の交流』が盛んになることにつながる。逆にみ

ると、地域全体に人がきてもらうことで地域が

磨かれる、そこに賑わいが生まれ」るという都

市（地域）の発展と観光の発展の相乗的な関係

が存在する（後藤、 2001年）。都市観光では、古

くからの観光名所の維持だけではなく、新たに

観光目的となる資源を発掘したり、創造するこ

とが重視される。しかも、この場合の観光資源

は、歴史的遺産や名所だけではなく、都市のも

つ文化の総体が、外部の人の好奇心を満足させ

交流と連携によるまちづくり

る可能性を持つという意味で、多様でありうる。

例えば、京都では、平安京以来の社寺仏閣や史

跡を資源とするだけではなく、街中に多数現存

する町屋を再評価し、町屋の件まいを生かした

レストランや商店づくりを奨励して古都の雰囲

気を市井の営みから味わってもらう試みで成功

を収めたとされる。欧州旅行では、多くの日本

人が、様式美の町を散策するだけでも楽しめる

という都市観光を体験してきた。そうした視点

をもっと日本の都市にも生かそうとするなら

ば、都市を構成する建築物のデザインに様式＝

型を導入して、美しく、しかも調和感や統一感

のある町並みを形成するなどの個性的な都市美

を創造する工夫が不可欠になる。

3 コンベンション型の交流

コンベンション目的の交流では、観光と併せ

た複合的な目的が企図されることが少なくな

ぃ。 ドイツではメ ッセ（商品展示市）が盛んで、

多くの都市がメッセ会場を持ち、開催時には欧

州各地やさらに遠くから集客する。メッセと都

市観光の組み合わせがポピュラーな交流スタイ

ルになる。両者の関係は、メッセの実績がなく

ても観光地としての魅力でメッセを誘致した

り、観光資源が多少乏しくてもメッセを開催す

れば、否応なく都市観光にも向かってくれると

いうような相互依存的な場合もある。しかし、

多くの都市がメッセ誘致にしのぎを削っている

ことを考えれば、観光地としても、メッセ開催

の運営においても他の都市に勝らなければ大イ

ベントを開催しつづけることはできない。その

意味では、まさにメッセを通じて都市観光の資

源が磨かれ、それがメ ッセの来客を増加させる

という相乗的な関係にならなければ生き残れな

い。

日本では、 ドイツにおけるほどメッセ型のコ

ンベンションは定着していない。しかし、それ

13 
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だけに将来の可能性を持つともいえる。メッセ

型、つまり商品展示型でなくても、フェースツー

フェースで意見や情報を交換するのは、人間活

動の最も基本である。

日本でコンベンションの発達が遅れた理由は、

中央政府主導の意思決定システムに慣れてきた

からといえるかもしれない。コンベンションの

事務局を担う ような業界団体などは、それが全

国組織であれば、東京の霞ヶ関付近に事務所を

構え、役所からの天下り幹部を擁して、役所の

手足となって活動してきた。業界団体の意思決

定も自立的なものではなく、政府の動向に左右

されてきた。しかし、規制緩和改革、分権改革

などが進むにつれ、業界団体の役割も、中央政

府とのパイプ役から、まさに業界内部の情報交

換や合意形成という役割のウエイトが増してい

く。事務所の場所は全国組織であれば、首都が

便利かもしれないが、コンベンション＝構成企

業による会議の比重が高まり 、参加者、頻度、

日数が増加していく可能性がある。つまり、分

権化や規制緩和など社会変化に伴って、人々が

より自立的に集って、意見交換することの必要

性は商まるのである。それにつれて、団体事務

局の仕事は、政府や関連団体の情報収集だけで

はなく、会員の交流や合意形成に重点が移って

いくであろう 。

コンベンションの開催場所は、会議の規模に

応じて収容可能な会議場や宿泊施設があるかど

うかで自ずから決まる。つまり収容能力による

階級別でそれぞれの階級内の都市が競争関係に

立つことになる。しかし、日本では、コンベン

ションをより長く、頻繁に行う習慣をつけるよ

うに促していくこと、つまりコンベンション産

業のパイを膨らませることが、コンベンション

をめぐる都市間の競合よりも当面の大きな課題

であるといえよう 。

筆者は、アメリカに本部がある ULI(Urban 

Land Institute)日本委員会に関わってきた。
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ULIは中規模移譲の不動産開発業者を主たるメ

ンバーとする組織（会員16,000人）で、毎年米

国の主要都市で年次大会を開催するが、5,000人

ほどが参集する参加率の高さを誇る。しかし、

恐らくこの程度の参加率はアメリカのこの種の

組織ではそう特別なものではないのであろう。

多様なプログラムを工夫して、知識の吸収、情

報交換、経験紹介、知己の拡大などの機会を提

供する事務局の活動は、アメ リカの公益法人組

織のレベルの高さを示している。それと同時に、

単に政府から政策動向や法律解釈を聞くなら

もっと簡便な方法があるのだろうから、コンベ

ンションで語られるべき内容が豊富なことが、

コンベンションの発達に不可欠なことを改めて

感ずる。

4 交流の手段と効果

「『交流人口』による地域社会の活性化方策の

調査検討報告書」（国土庁、 1995)では、交流は

「その土地を訪れる、訪れないにかかわらず、地

域に影響を与えるかかわり」と定義されている。

HPなどを通じて地域を紹介し、そのことで地域

の物産販売が促進されたというような例では、

直接地域を訪れてはいないものの、地域にプラ

スの影響がもたらされたことになる。あるいは、

電子メイルでの情報交換によって、地域にとっ

て貴重な情報が得られ、地域の活性化につなが

れば、それも重要な交流の成果となる。このよ

うに地域のバーチャルな存在や情報通信手段に

よる交流を含めることで、交流概念は格段に拡

張されるが、その基本が交通手段によって地域

を訪れる「旅行」であることは言うまでもない。

交流を単に地域の物産が売れることや、遠隔か

らの地域へのアドバイスに留めずに、 より深く

地域を知ってもらうことを通じた人と地域との

関わりとするには、情報通信手段による交流は、

いわば交流の導入部や、つなぎの部分であり、



節目で地域を訪れてもらうことが不可欠とな

る。

したがって、交流の手段としては、旅行つま

り交通による来訪が基本であり、どれほどの人

が、一定に時間距離帯、あるいは旅行費用帯に

住んでいるかが交流のポテンシャルを与える。

多くの都市が、高速交通体系の整備に熱心であ

り、高速道路、新幹線、空港などへのアクセス

の改善に取り組むのはこのためである。しかし、

交通には交流促進効果があると同時に、地域か

らの人材流出効果や、地域の環境変質効果と

いった負の効果があることも事実である。新幹

線ができると観光客が増えるというのは交流促

進効果であるが、ふるさとがいつでも帰れる場

所になることで、安心して大都市に住めるとい

う心理に至ることが人材流出につながる。また

同時に、高速道路や新幹線等の大規模なインフ

ラが地域に建設されることで、地域の景観が一

変するし、来訪者が増加すると、地域にホテル

などの建設ブームが起こり、地域の景観を情緒

のない、没個性的なものにしてしまうのも、日

本ではよく見られる現象である。これらは交流

手段の発達が交流を促進するだけでなく副次的

な影響を与え、その中には負の効果も含まれる

という例である。

交通手段の発達が地域に負の効果を与えると

いう点でとくに地方都市において考えるべきな

のは、自動車の位置付けである。日本の都市は、

自動車に蹂躙されてしまったところがある。こ

の点で、筆者はオランダの諸都市の交通政策が

日本の参考になると考えている。国民一人当た

り2台以上の自転車が保有されているという統

計が示すように、オランダは自転車王国である。

加えて、徒歩や路面電車も重要な足である。都

市部の幹線道路は、両側に幅の広い歩道があり、

自転車専用車線が取られ、中央には路面電車の

線路があり一般の車両は乗り入れ禁止となって

いる、線路と自転車専用車線の間にやっと自動

交流と連携によるまちづくり

車走行車線が確保されている。都市によっては

都心部には広い範囲で自動車乗り入れ禁止空間

が設けられ、ショッピングや散策を自動車の脅

威に合わずに楽しめるようになっている。この

ように歩行者専用空間を都心に設けるのはオラ

ンダの専売特許ではなく、ドイツをはじめとし

て、ヨーロッパ中央部で普及している手法であ

る。自動車で都心に向かうと、最後に袋小路に

差し掛かり、その付近に駐車場があって、車を

駐めて街に出るようになっている。一方で、都

市間には高速道路が整備され、多くの都市間交

通は高速道路によって支えられている。つまり、

自動車がその魅力を発揮して走れる空間と、徒

歩や自転車が主役であるべき空間とが区別さ

れ、各々で中心となるべき交通手段が選定され

ている。交流には速達性が大事だが、目的地に

到着したら、自動車の騒音、混雑、危険に晒さ

れず徒歩によって動くことが好ましい。日本の

都市は、こうしたメリハリに効いた交通体系を

整備するには至らず、結局交通が便利なればな

るほど、人間の居場所がなくなるという本末転

倒した状況から脱却できていない。

5 市民組織主導の交流

交流は、一面では、交流人口をどの都市が吸

収するかをめぐって、都市間の競争を招くが、

他方で、多くの都市が協調して交流の活発化に

取り組まなければ社会的に交流促進のムードが

沸かないという点で連携を必要とする。とくに

観光目的の交流では、日本の観光がまだ長期滞

在型には至っておらず、いくつかの観光地を訪

ね歩くという回遊型のそれが幅を利かせている

こともあって、連携が重要である。つまり、観

光地のネットワークによって、限られた旅程に、

できるだけ多くの観光スポットを含めて満足度

を高めようというのである。あるいはコンベン

ション型の交流でも、副次的に観光を伴うとい
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う意味では、観光目的の交流と同様の連携を必

要とする。

しかし、こうした観光地訪ね歩き方の交流だ

けではなく、地域により深く根ざした交流を指

向する動きも強まっている。それは旅行者であ

る国民の期待が、名所旧跡めぐりといった、単

なる観光資源の連携では満足せずに、次第に交

流を通じて地域の人と文化を深く理解しようと

する意識が強くなっていることと関連がある。

つまり、「地域の産業振興、地域住民の生きがい

づくり、生活環境整備などと結びついた観光と

いう方向が望ましい」（政策投資銀行、2001年）等

の指摘に見られるように、現実から切断された

歴史遺産を詣でることを観光の主流とするので

はなく、地域の個性的な産業、文化、くらしを

理解することを観光の目的とする動きが強く

なってきている。例えばグリーンツーリムがこ

れにあたる。農家の生活や生産活動を短期間と

はいえ体験することで、農業や農家に対する理

解を深めること自体が観光を構成している。都

市であれば、特産品や地場産業の生産工程を見

聞・体験したり、都市の歴史を学んだりするこ

とで日常的な観光より一歩深い地域との関わり

をつけることが好まれている。こうした動きは

交流時間をより長くし、交流の度合いをより深

いものにする。

このような、より深く地域の人と文化を理解

しようとするスタイルの観光を伴う交流では、

地域間の連携だけではなく、行政、企業、 NPO

等種々の地域の活動主体間の連携も重要性を増

す。ことにNPO等市民組織が連携の輪に加わる

ことで、交流は産業振興、観光業振興などを狙

いとした企業組織主導型から、より多様な市民

の関心に根ざしたそれへと発展していく可能性

がある。交流を支えるホスト役が、市民の中に

広がることによって、交流の多様性が生まれる

のである。やはり筆者の所属する日本都市計画

家協会という NPO組織は、毎年都市計画キャラ
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バンと称して、東京をはじめとする各地を拠点

に活動する都市計画の専門家が、キャラバン開

催地でそこのまちづくりを、その地域の参加者

と語り合うというスタイルの催しを企画してい

る。メインのイベントはキャラバン参加者が一

堂に会する日だが、先鋒隊は事前に地域での議

論を重ね、論点を整理したり、地域での議論の

ファシリテーターとして、地域の意見を引き出

す。いってみれば、他の地域から大勢が押しか

けて、まちづくりの節介を焼くという図式を通

し、特定のテーマでの深い交流が実現される。

まちづくりだけに、地元の自治体の役割を欠か

せないし、また地域の建設業界関係者などが中

心的な役割を果たすことはあるものの、それら

は、議論の発展のきっかけと捉えられ、むしろ

種々の市民組織との交流に重きが置かれてい

る。

市民組織が主体的な役割を果たすような交流

を、草の根型交流と呼ぶことにすれば、それは

参加や分権型システムの中で、市民組織が社会

的、政治的に重要な役割を果たすにつれ拡大す

る。同時に、さらにそうした動きを促すために

は、市民が気軽に集える空間が各所に設けられ

ることが好ましい。日本の都市には、人々が集

まる広場が未発達と指摘される。交通機関を乗

り換えるための交通広場はあるが、そこで人々

がたむろすれば、早く移動してくださいと警察

に注意されたりする。市民の税金で都市空間が

形成されながら、市民が自由に使える空間が少

ないというのば清けない。長きにわたったトッ

プダウンのシステムの中で、為政者が空間を管

理するという風習に慣れてしまって、広場や溜

まり場をうまくつく出す努力を怠ってきたのか

もしれないが、まさにそうした公衆の集う空間

が豊富にあることが交流促進の基礎を作る。幸

に各地で、再開発に伴う公開空地が作られたり、

鉄道駅の改築で駅前広場や自由通路が作られた

りしてきた。こうした空間を、通行帯としてだ



けではなく、語らいや、パフォーマンスの場と

しても活用すれば交流促進につながる。もちろ

ん、欧州の都市などでポピュラーな歩行者専用

や歩行者と公共交通のためのモールを作る都市

が出てくれば、交流の場としての都市のイメー

ジは一層膨らむことになろう 。
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交流に根ざした地域づくり

岐阜大学地域科学部教授↑ケ内 伝史

はじめに

21世紀は交流の時代であるといわれる。地域

づくりを考えるにあたって「交流」を重視すべ

きであるとの議論は、ずいぶん以前から行われ

てきた。しかし、実際に経済社会の大動揺の中

で、新世紀を迎えた今日、交流を促進し、その

上にゆとりあるゆたかな地域社会を構築するこ

との意義と展望を改めて追究 ・確認することが

大切であると考える。

新しい全国総合開発計画「21世紀の国土のグ

ランドデザイン」でも交流はキーワードとなっ

ているが、それは単に地域づくりのフレーム

ワークであった居住人口を交流人口に置きかえ

るといったことではない。新国土軸などの提案

もあるが、私は新しい全総において最も重要な

概念は「広域国際交流圏」だと思っている。そ

こには、成熟社会における交流の意義が主張さ

れるだけではなく、世界的に進展するグローバ

ル化の波と、地方分権化の観点も視野に納めら

れている。実際、いまや地域づくりに国家の果

たす役割は徐々に少なくなってきており、「国

土」という枠紐みを克服したところに、新しい

地域づくりの展望が開けると見ることもでき

る。全国総合開発計画自体が、ある意味では論

理矛盾であるとさえいえるのである。そして、

新しい地域概念を型づくるのが、交流の概念と

実態なのであろう 。

このように重要性が指摘される「交流」では

あるが、その交流と地域づくりの係わりについ

て、基本的なところから整理された議論は意外
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に少ないようである。ここでは、今日の我々日

本社会が、交流に根ざした地域づくりを必要と

している情況と、その地域づくりについての基

本的な配慮事項を整理しておくことにする。

1 成熟社会における「交流」の意義

成熟社会とは福祉の分野では高齢社会に到る

前の段階をいうのだそうであるが、ここでは今

日、われわれが直面している社会の実態を呼ん

でいる。そこでは、もちろん高齢化、少子化が

進展しているが、それに伴なって、経済成長も

安定化し低成長の時代に入り、それゆえにいわ

ゆる公共財源の逼迫が基調となる。一方では、

人々は質的にゆたかでゆとりのある生活を希求

するようになり価値観も多様化する。このよう

な情勢と高齢化の進展は公共財源の逼迫にもか

かわらず、高水準で一般的な福祉サービスを要

求することになるであろう 。年齢や障害のあり

なしにかかわらず、すべての人々が同じように

社会活動を行ないうるノーマライゼーションの

達成が目標とされる。

竹内伝史

＇月＂北重 4、 "-
1944年愛知県半田市生まれ
1969年名古屋大学大学院修土課程（土木工学
専攻）修了
運輸省航空局、名古屋大学工学部助手、中部

工業大学講師、中部大学工学部教授を経て
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都市計画 ・交通政策を担当、目下、社会基盤

整備論を研究

国土審議会特別委員、岐阜漿、名古屋市都市

計画審議会会長など
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2 1世紀の日本
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図1 21世紀日本の課題と交流

こういった成熟社会は、わが国でば情報化と

国際化の潮流と共に到来することとなった。国

際化とはボーダレス化とグローバル化を含意し

ており。成熟化した地域社会の運営は、国から

の干渉を離れ自立・分権化するとともに世界的

一般化（共通の課題をもつという意味で）の波

の中でグローバルネットワーキングが進むこと

になろう。地球環境問題は、それはそれで地域

づくりにとっての重大な制約条件であるが、こ

の世界的一般化の現れの一つともいえる。

成熟社会では人々はより生活環境を重視し、

物的・金銭的満足よりも、より精神的・文化的

な満足を指向するようになる。地域社会におけ

る文化の充実は、優れた個人の孤独な営為によ

るところもあるが、一般的には人々のコミュニ

ケーションの成熟の上にある。有形、無形を問

わず、文化財の育成を助けるのは、地域の人々

の理解と交流である。また、福祉の充実と高水

準化は、地域行政の出動と並んで、人々のゆと

りある生活に根ざした認識の深化と、ボラン

ティアなどの積極的行動化によってもたらされ

る。これらは、いずれも人々の交流の促進に依

拠しているといえよう。

また、人々のこういった価値観の変化は消費

性向の変動をもたらすことになろう。地球環境

問題への対応が、この傾向を助長することにな

る。これは、経済のグローバル化の影響を受け

て、すでに空洞化の進展が指摘されている「も

のづくり」主導のわが国の産業形態に変革を迫

ることになるはずである。新しい消費性向に対

応した新しい産業の創造は簡単に論じうるもの

でもないが、福祉サービスの拡充に伴なう産業
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化や、地域社会の文化を創造し充実させる文化

産業、そして従来の「ものづくり」産業の情報

付加価値化などが考えられる。これらは、いず

れも交流に根ざした産業群であるといえよう 。

こうして、図 lに示すように、成熟社会を迎え

た21世紀の日本が抱える数々の課題は、地域づ

くりにあたって大きなパラダイムの変革を迫っ

ている一方、いずれも交流に根ざした地域づく

りによって、克服していく道筋がみえてくるのである。

2 交流と地域社会の圏域構成

地域社会における交流の促進を図るのであれ

ば、まず交流の実態を分析することが必要であ

ろう 。交流は地域社会の住民相互間あるいは他

地域の住民との間に成立つものであるから、重

層構造を為している地域社会（コミュニティ）

に対応して把握することが便利である。また、

交流は地域社会の人々の社会経済的活動の結果

として生ずる。地域社会の重層圏域は、多くの

階層に分けて論じられるから、交流を地域づく

りとの関連で把えるにあたり、ここでは①生活

圏、 ②経済圏、 ③広域圏、④グローバル圏にお

図2 交流圏域の重層構造
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ける交流の4段階に分けて考えることにしよう

（図2参照）。

1)生活圏における交流

生活圏における交流とは、いわゆる一日生活

圏における交流である。コミュニティ論的に言

えば、町内会等がイメージされる近隣生活圏と

しばしば小学校区によって代表される一次生活

圏、そしていくつかの一次生活圏によって構成

される行政圏としての市町村までをも含むもの

である。この圏域内で、通勤と中高等教育学校

への通学を除く 一般の市民生活は完結する。

したがって、この規模での交流は住民相互間

の連帯感を高め、地域社会への帰属意識を促進

する。この交流の促進が行政や社会福祉団体等

による福祉サービスの補完・充実に役立つ面が

大きい。交流密度の高まりが、地域の人々の生

活を心ゆたかにし、「遠い親戚よりも近い他人」

の感覚が根付くような社会を構築したいもので

ある。このためには、基礎的コミュニティであ

る近隣社会を相互監視的なものから相互理解と

協力に培われたものに導いていく工夫ととも

に、安心して楽しめる屋外生活空間の確保のよ

うな対策が考えられねばならない。

また、この圏域における交流のたかまりが、

地域に文化水準の向上を促し、文化的消費需要

を拡大する。それは見方を変えれば生活・文化

の多様性に対する関心に繋がり、より広域での

交流へのニーズを喚起する。なお、地域の特性

にもよるが、より広域からの交流を直接に受け

入れるのも、この地域社会で在ることに留意し

なければならない。

2)経済圏における交流

この圏域は通勤と中高等教育学校への通学に

よって定義されることが多いが、中核的な都市

を中心に一応の経済活動が閉塞する都市圏・地

域である。各種定常的な経済活動や、週末の買



物、芸術・芸能の活動や観賞といったこのレベ

ルでの交流のたかまりが圏域内各地域の個性化

を推進し、地域間の機能分担と連携を促進する。

異なった物産やサービスの交換が経済の基本構

造であってみれば、この分担と連携が地域経済

の発展を促す事は疑いのないところである。ま

た、それが地域の文化水準や福祉水準の向上に

も繋がるであろう。施設入所タイプの福祉サー

ビスなどは、このレベルの交流に依って成立つ

側面が強い。

逆に地域づくりの観点からは、交流を促進す

るためには、圏域内各地域の個性化と機能分担

が鍵となる。また、これらの地域の連携を図る

ための交通施設など交流社会基盤の整備が大切

である。いわゆる中核都市のベッドタウンとな

ることも嫌ってはいけない。先に述べたように、

生活圏における交流もいまや新しい産業の礎と

なりうるのであり、そこでは住民は何よりの財

産である。そして、より大きい個性ある地域が

圏域内に生まれた時、その圏域はより広域の交

流を大々的に受け入れることができるのであ

る。

3)広域圏における交流

グローバル化の進展は、各地域経済の国際交

流を進めたのみならず、国家という枠組みの経

済的意義をより稀薄なものにしている。逆にい

えば、地域経済はグローバルネットワークに

乗って交流を推進するための、ひとまとまりの

圏域を構成することを必要としている。空港や

港湾などのいわゆる交流のゲートウェイも、東

京という国の中央に集約する必要はまったくな

いが、かといって各経済圏がすべてそれを用意

することも難しい。新しい全総でいうところの

広域国際交流圏は、こういった発想から出てき

たものと考えてよいであろう。いくつかの経済

圏を包摂し、世界的視点からはよく似た地理的・

社会的条件にある圏域を意図的に構成し、これ

交流に根ざした地域づくり

を単位としてグローバルな交流に参入しようと

するものである。

先に述べた経済圏で、いわゆる経済活動が完

結する。したがって広域圏内における各経済圏

の相互関係は前述のような機能分担関係ではな

い。経済圏はいずれも似通った経済構造を持つ

ことであろう。広域圏内における各地域の差違

は、地形や季候・風土の特性を中心にしたもの

となり、それらの異質性を求めての交流は、後

に述べるグローバルな交流と質的には変わらな

い。逆に言えば、この圏域における交流は、経

済力の面でも文化的ポテンシャルの面でも、そ

して交流社会基盤の整備能力の点からも、当該

圏域がグローバルな交流を受けいれるに足る単

位として成立し、十分な力を持ちうるための補

完機能を果たすことになる。交流の活発な圏域

ほど、より大きな交流を呼び込み、そして受け

入れる能力を持つことをあたらめて確認してお

く必要がある。

こうして、このレベルの地域づくりでは、圏

域内の交流よりも、むしろ圏域外との交流が重

視されることになる。グローバルな交流の受け

皿として、それを魅きつける地域づくりや、交

流基盤整備が必要である。そして、グローバル

な交流を促進・支援するための圏域内交流が考

えられねばならない。

4) グローバルな交流

ここで「グローバルな交流」には国外の交流

のみならず、国内の他の広域圏との交流も含ま

れることはすでに述べた。経済の国際化を受け

て、国境の意義はいよいよ薄くなりつつある。

個々の経済圏の物資の流出入にしても、WTOに

よる輸出入手続きの一般化によって、いわゆる

非関税障壁は解消に向い、輸出入と移出入の区

別はあいまい化しつつある。多少の関税の有無

よりも物産の異質性・希少性が貿易の判断に重

点を占めている。旅行についても、いまや費用
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は国内旅行の方が高いことすら多く、海外旅行

との垣根は言葉だけといってよいであろう 。見

知らぬ地域を訪れ、異質の自然や文化に触れる

こと、その未知と異質の程度のみが旅行を区分

する指標となってきたのではないか。このよう

に、グローバルな交流とは、上述の広域圏を越

えた交流の意であって、それは海外 • 国内を問

わないのである。

そして、具体的な交流を考えるについては、

アジア諸地域との交流が、今後ますます増加す

ることを重視すべきであろう 。アジアの経済発

展は極めて最近の停滞にもかかわらず、基本的

には相当に高い成長が見込まれるし、それに

伴って日本経済を中心としたブロ ック化も進む

であろう 。それは、アジア全域にわたって経済

の機能分担を促進し、原材料のみならず半成品

や完成品の流通を増進させる。また、ビジネス

マン （ウーマン）の交流のみならず、経済成長

を遂げたアジア諸地域の人々の観光旅行が大き

く増加するであろう 。これらは、これまで (20

世紀後半）われわれ日本人が経験してきた出て

いく国際化とは異なって、 受け入れる国際化で

あることに注意を要する。

すなわち、ここでいうグローバルな交流は、

それをわれわれの地域に受け入れる観点から考

えていく必要がある。地域づくりとの絡みで言

えば、アジアを中心とした世界各地からの人々

や物産 ・情報を、当該地域に受入れることを可

能にする交流基盤の整備を進め、その交流の成

果を新しい産業の創出を含む地域経済の発展

と、地域の人々の生活の向上に結びつけていく

ことを考えなくてはならない。そして、それは、

地域づくりの具体的課題としては、広域圏の課

題に吸収されることとなる。

3 交流のコンテンツと地域おこし

さて、地域における交流の促進を考えるとき、
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交流は次の 3要素によって成立っていることに

留意すべきであろう 。

①インフ ラ： 交流を支える社会基盤

②メデイア ：交流を運ぶ媒体

；人と物資と情報媒体がある。

③コンテンツ ：交流する実体 （内容）

；これこそ交流の実質である。

一般に地域づくりとの関連で交流を議論する

とき、議論は単刀直入にインフラの整備に向い

がちである。この場合、交流を運ぶメデイアの

多彩なこ とは暗黙の内に諒解されている。しか

し、コンテンツが議論されることは、意外に少

ない。実は交流の実質は何が交流の場において

交換・流通しているかという「内容」であって、

インフラと メデイアはコンテンツの交流を支え

ているに過ぎない。交流促進を論ずるには、ま

ず、交流すべき内容を議論することが大事なの

だ。なお、物資の流通がいわゆる「交流」の範

疇に入るとは考えない向きもあろう 。しかし、

経済を支える交流を論じるのであれば、 物資の

交流は是非議論されねばならない。ましてや今

日、付加価値物流なるテーマが話題となってお

り、物資は明らかに交流の媒体である。

実際、 地域おこしの議論の場でコンテンツが

論じられることは希れである。あるシンポジウ

ムでは4人のパネリストのうち、1人だけがこ

の点に触れた。ー地方の企業経営者であった彼

は、自身の企業経営のノウハウが異業種交流会

において評価されたのと同様に、別の地域での

地域間交流会でも意義があるのではないかと論

じた。他の3人は、交流が地域づくりに及ぽす

影響とか、交流社会基盤の整備を強調しただけ

であった。かくいう私も社会基盤整備論や交通

計画を専攻する土木技術者であって、コンテン

ツを論ずる能力を持たない。ここでは、ただ交

流コンテンツ論の重要性のみを指摘しておく 。

もっとも、このコンテンツは各地域において

考えるべきものであろう 。それぞれの地域の風



土と文化、そして経済 ・社会構造への深い造詣

と愛着に裏打ちされたコンテンツ論こそが力を

持つのではないか。また、地元のコンテンツ開

発の営みは地域おこしそのものである。外から

の一般論は、いわゆる金太郎飴現象を招きやす

い。また、より優れた交流コンテンツの開発は、

たしかに地域間競争の側面があるが、それは内

容によって競争されるべきであって、定型化し

た誤った先取り競争の結果は、逆に没個性化を

もたらす。地域の個性•特性に依拠した独自の

コンテンツの開発に期待したい。そして、究極

的には地域の人々の心がゆたかになる交流に結

びついていって欲しいものである。テレビを中

心とするマスメデイアの一般化・普遍化の波に

抗して、市民の文化的再武装をもたらすような

交流を展望したいものだ。

ともあれ交流のコンテンツに関する一般的な

研究がいますこし為されてもよいのではない

か。どのような交流が地域社会の人々の生活を

ゆたかにするのか。どの種の交流が産業化しや

すいのか。先に述べた交流の圏域段階に合せた

議論が必要であろう。例えば広域圏においては

受け入れる交流の一つとして観光商品の開発が

重要だ。観光は天然の風物などの素材が必要で

はあるが、かなりの程度、発堀と開発の努力に

懸っている。こういった具体的作業の仕様につ

いては、一般的な議論ができるはずである。議

論の積重ねの上に、より優れた交流のコンテン

ツは生まれてくるのであろう。

4 交流社会基盤整備

公共財源の逼迫と経済改革の波を受けて、公

共事業批判がはなやかである。社会資本整備に

対する逆風にもかかわらず、わが国の社会基盤

は、とくに生活基盤の状況は貧弱であり、今後

とも着実に必要な社会基盤の整備は続けられな

ければならない。社会基盤は一般に産業基盤と

交流に根ざした地域づくり

生活基盤に分けられる。わが国が20世紀後半に

鋭意整備に努めてきたのは産業基盤の方であっ

た。もちろん、個々のインフラが産業基盤か生

活基盤かに峻別できるものではないから、前者

の側面に力点がおかれていたと言うべきであろ

うか。したがって、今おおむね整備は終わった

と言いうる とすれば、それは産業基盤の方であ

ろう。生活基盤の方は、いまだに先進国の名に

恥るほどの程度である。

ところで、交流を支える社会基盤は生活基盤

の側面が強い。あるいは、生活基盤がそのまま

産業基盤としても活用される側面を持ってい

る。すなわち、交流社会基盤は21世紀のわが国

において、整備がより促進されねばならない社

会基盤なのである。以下には、その交流社会基

盤整備のあり方について短見を述べておこう。

交流社会基盤には

①交通路 ・情報路

②ゲー トウェイ

③交流拠点施設

の3種類がある。①は従来から交通施設と呼ば

れたものと情報インフラと呼ばれるものであっ

て、地域づくりとの関連でそれぞれ整備計画が

策定されてきた。しかし、交流基盤としての意

義を考えるならば、これらにも単にある地点か

らある地点まで交通を通すというトラフ ィック

機能の向上を企図するばかりではなく、地域と

交流するというアクセス機能への配慮がなされ

ねばならない。通られるばかりの道路ではなく、

地域に結びつく道が大切である。例えば自動車

専用高速道路よりもバイパス型の道路の方が沿

道地域との交流は促進される。また、 「道の駅」

の設置はこの観点から、大いに評価できよう。

交通路の整備が地域の結節核の創設に繋がるこ

とが大切であるし、生活交通が看過されてはな

らない。

②のゲー トウ ェイとは、地域が外に繋がる玄

23 
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凡 例

t 7王こ—□--地域連携軸
ロ 地域
ゲートウェイ

0 地域交流拠点

図3 交流社会基盤の体系

関機能を果たす社会基盤であって、交流の圏域

段階に合せて、その姿は変わってくる。上述の

「道の駅」は、地方の市町村 （生活圏）にと っ

てのゲートウェイであって、ここでドライバー

に地域の情報を提供するとともに地域への出入

口となる。また、地域物産の販売や地域情報提

供を通じて、地域の人々が通過する交通者と交

流する窓口ともなる。

幹線鉄道の主要駅や空港 ・港湾は、都市圏

（経済圏）にと ってのゲートウェイであるし、

国際空港 ・港湾は広域圏のゲートウェイとして

不可欠である。いずれも、域外から域内交通機

関に乗りかえる交通結節点としてのみならず、

当該圏域の地域総合案内所として情報拠点を併

設することが大切である。

広域国際交流圏としての中部圏整備に当っ

て、中部国際空港 （セントレア）の位置付けは、

まさにこのゲートウェイとしての複合交流拠点

であるし、中央新幹線や第2東名・名神高速道

の整備は、飽和しつつある東西交通路の補強 ・

拡充にほかならない。

③の交流拠点については、かねてよりその重

要性が指摘されつつ、 具体的な施設提案や計画
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論は体系的には為されていない。各地域の人々

相互の交流が行なわれる場と、地域の人々と外

来客との交流が行なわれる場が考えられるが、

かなりの場合両者は併合して用いられるのでは

ないか。また、先のゲートウェイに、この機能

が合せて発揮されることも多い。．．． 
この際、交通手段と交流のなじみのよしあし

について考えておくことも大切である。公共輸

送機関はどれだけでも外来客を運びこめ、それ

を一ヶ所に集中させることができるのに対し、

自動車で人々を集めるのには限度がある。大規

模な駐車場を用意したショ ッビングセンターで

も、買物客を一ヶ所に集めた交流の場を創り出

すのは、大変難しいことなのである。中心市街

地再生に向けて、駅前広場やバスターミナルが

重視される理由はここにある。

従来、経済圏に計画された総合物流拠点やク

ア・リゾートセンター、生活圏に配置される文

化センターやヘルスセンターなどが具体的な例

として挙げられるが、交流社会基盤の重要要素

として交流のコンテンツの開発と連携しつつ、

今後研究と開発が求められるところである。と

くに、広域圏における複合観光拠点のような広

域交流を促進する施設の研究・開発を期待した

いものである。

以上の交流社会基盤は、いずれも孤立して整

備されても意味をなさない。図3に概念図を示

したように、重層的・体系的に整備され、互い

に連携して機能発揮できるようにすることが肝

要である。そして最後に、地域の生活基盤の充

実が交流にと っての重要な社会基盤であること

を指摘しておきたい。人は誰しも、地域に住ま

う人々が、ゆたかで好い生活をしているとき、

その地域を訪ねてみたくなり 、その結果より楽

しさを感じるものだからである。地域の人々に

とって住みよいことが交流促進の、そして交流

に根ざした地域づく りの最良の方策であるとい

えよう 。



留学生と作った交流の架け橋

名古屋大学留学生センター木公浦まち子・三宅 政子・田中 京子

外国人留学生を受け入れることは、所属大学

だけでなく、留学生が暮らす地域の人々にも大

きな影響を与えます。名古屋で学んだ留学生が

そこでの出会いを契機に、日本人との交流の輪

を作り、名古屋を離れた後も引き続き、出身国

との架け橋になっている 3つの事例を紹介した

いと思います。

バングラデシュで学校再建

くはじめに＞

1997年11月20日、私はバングラデシュの農村

で「君が代」を聞いていました。日本の国旗と

バングラデシュの国旗がベンガルの風に揺れ、

目の前には3,500人あまりの村人や子どもたち

が目を輝かせていました。私はハイスク ールの

竣工式に出席していたのです。

く学校の流失＞

1995年夏、ダッカから南東約60キロにある村

デイギールパルでは、パドマ川という大きな川

の浸食と洪水で1902年に創設された学校が流さ

松浦まち子
隼誓心・卓・

1971年3月 東京女子大学文理学部卒業
1981年 1月～1986年2月 ジャカルタ・マニ

ラ駐在の夫に同行

1990年2月～1993年3月 名古屋大学経済学
部留学生専門教育教官（講師）

1993年4月 名古屋大学留学生相談主事（助
教授）現在に至る

調査報告書（共著）「留学生の教育・研究に関

わるコミュニケーションと人間関係」 2001.2 

ディギールパルの学校関係者と

れてしまいました。残ったトタン屋根の古い校

舎を移転して授業は再開されましたが、地域全

体が被害を受けたため校舎建設の目途はたって

いませんでした。それは名古屋大学で勉強して

いた留学生ナシル ・ウッデイン・ジョマダルさ

ん (Nさん）の母校でもありました。その 2年

前の1993年夏、彼は名古屋でアシャール・アロ

（ベンガル語で「希望の光」）という教育費支援

プログラムを作り、経済的事情で学校に通えな

いバングラデシュの子どもたちに日本から奨学

金を送る活動を開始しました。最初17名への支

援から始まったこの活動は名古屋を中心に拡大

し、1995年にはllO名の子どもたちが奨学金を得

て学校に通っていました。彼は国の発展や貧困

からの脱却のためには「何よりも教育が大切」

と考えていました。
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く学校の再建へ向けて＞

彼は、母校を再建するため多くの人々に募金

を訴えました。その頃、名古屋東ライオンズク

ラブが設立40周年記念の国際事業を探している

という情報が入り、早速、 Nさんと一緒にライ

オンズクラブヘ支援のお願いに行きました。少

しでも援助してもらえればという気持ちでした

が、ライオンズクラブは彼らの記念事業として

学校を再建することを約束してくれました。学

校をまるごと建ててくれるという夢のような話

でした。けれども、よく聞く話しですが、援助

してもお金がどこかへ消えてしまうという心配

もあり、内部の意見調整や手続きなどに時間が

必要でした。その間、日本からの支援を知った

現地の期待は高まり、 一方でライオンズクラブ

からは何も具体的行動が示されないという板挟

みの中で、私たちは「待つこと」しかできず、

時として砂上の楼閣を夢見ているのではないか

と不安にかられたこともありました。結局、正

式に支援が決定したのは約 1年後でした。ライ

オンズクラブがやっと進み始めた時、今度はバ

ングラデシュ側で思い通りに土地が買えない等

の問題が起きました。基本的コンセプトとして

日本側は学校を建設するが、そのための土地は

住民の自助努力で確保するという住民参加型を

理想としていました。この地域は雨期になると、

いたるところが数メートルの水で覆われ船で行

き来する土地柄ですから、かなりの高さまで土

盛りする必要もありました。土地の購入と土盛

りが住民の権力争いを含む人間関係が原因で、

遅々として進まない状況に私たちは頭が痛い思

いでしたが、「新しい学校」を想い描くことは楽

しく頑張る意欲を与えてくれました。

くいよいよ工事開始＞

1997年4月末、大学で新入留学生の受け入れ

を終えた私はバングラデシュヘ飛びました。そ

26 

こでNさんとともに建設 ・設計事務所を訪れ、

学校の設計図や建設計画の詳細を決め、建設会

社との契約も済ませました。限られた予算での

学校建設計画はとても慎重に進められました

が、バングラデシュ側で大変信頼できる人の協

力を得ることができたことは最大の成果でし

た。普段、 Nさんは現地にいないので、代わり

に工事を見てくれる人が必要だったのですがそ

の問題も解決しました。多くの人々に支えられ

て工事が始まりました。工事の無事を祈願する

儀式やコンクリートの流し込みの儀式が行われ

ました。

工事状況は毎月現地から報告と写真が送られ

てきました。不思議なことに学校建設工事と

いっても現場の光景は日本とまるで違っていま

した。工事用の車は資材を運んできたトラック

だけでした。雨期になると資材は船で運び込ま

れました。クレーン車もダンプカーもコンク

リートミキサー車もありませんでした。コンク

リートに混ぜる小石の代わりに人々は煉瓦を細

かく砕きました。支柱になる鉄のワイヤーは 1

本 1本まっすぐに延ばされました。すべて手作

業でした。 7月、名古屋東ライオンズクラブの

視察団が訪れ工事の進捗状況を直接見る機会が

あり工事は順調に進められました。

すべての期間を通じて、名古屋東ライオンズ

クラブと私、私と Nさん、 Nさんと現地の間で、

着工にあたりイスラムの祈りを捧げる人々



留学生と作った交流の架け橋

｀
 

雨期のレンガ運びは船で

何本も出来上がったコンクリートの柱

外壁の塗装

電話、FAXそして Eメールを使ってあらゆる報

告やコミュニケーションが図られました。資金

は5回に分けてライオンズクラブから入金され

ドルに替えて現地へ送金しました。

く新しい学校の役割＞

今、緑の田園地帯に白亜の学校が建っていま

す。 2階建てで赤い屋根がとてもきれいです。

数百人の子どもたちがその校舎で学んでいま

す。日本ではほとんどの子どもが高校へ進学し

ますが、バングラデシュではまだ就学率は低く、

その上ドロップアウトする子どもも多いと聞い

ています。一人でも多くの子どもが教育を受け

る機会を持ち、この学校で学んだ子どもたちが、

将来バングラデシュの国の発展に貢献してくれ

ることを願っています。

もう一つこの学校には重要な役割がありま

す。そしてそれは人々の期待以上の成果を上げ

ました。 1998年8月バングラデシュは10年ぶり

の大洪水でした。朝日新聞によれば「国土（北

海道の約 2倍）の四分の三が浸水し2,300万人

（人口約 1億2千万人）が被災、死者は800人前

後、 43万戸の家屋が流失または崩壊。確認され

ているだけで900近い避難所に35万人が避難し

た」とありました。デイギールパル地域ではこ

の学校がシェルターとしての機能を発揮し地域

住民の命を守ったのです。その時、人々はこの

学校建設の意義をあらためで悟ったといえま

す。この学校には100年の伝統を持つ名前があり

ますが、今、地域の人々は感謝を込めて「ジャ

パニスクール」と呼んでいるそうです。

学校全景
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くおわりに＞

名古屋東ライオンズクラブからの温かい支援

と多くの人々の善意ある協力がなければこの学

校は存在しなかったのは事実ですが、私には、

そのほかにも人の善意を何か目にみえない大き

な力が支えていたように思えてなりませんでし

た。この地域における21世紀の希望の光は、ノ

ンフォーマル教育や識字教育、女性の自立支援

の職業訓練などさまざまな「教育」の中にきら

きらと輝いています。 （松浦）

竣工式へ出かける名古屋東ライオンズクラブのメンバー
（ダッ カにて、持っているのは学校のキー）

バリ島の日本研究センター

くはじめに＞

日本経済新聞の調査によると、日本人が一番

行きたいと思っているリゾート地はインドネシ

アのバリ島です。実際、バリを訪れる観光客の

うち、数では日本人が最多という統計がありま

す。日本人観光客の大半は、バリ滞在中、日本

語のできるホテルのスタッフやガイ ドのお世話

になっています。したがって、観光が主要産業

であるバリにとって、日本語は、教育面だけで

なく経済面からも重要な外国語であるといえま

しょう。

く日本語教育＞

日本語のこのような重要性にも拘わらず、バ

リの大学には日本語学科があり ませんでした。

観光に従事する人々は、私立の語学学校や観光

専門学校で日本語を学んでいました。バリには

国立大学としてウダヤナ大学があり、そこでは

数十人の日本留学経験者が教員として教育・研

究に携わっています。これらの教員の中には、

名古屋大学、南山大学で学んだ人もいます。彼

等の努力が実り、 1998年に 2年制の日本語コー

ス(D2)、そして、1999年に 3年制の日本語コー

ス (D3)が設立されました。しかしながら、

学士号を授与する 4年制の日本語学科 (S1) 

については、日本語教育あるいは日本研究で修

子政宅
眸

碑

碑6

7

8

 

三

1
9
1
9
1
9e
-

島詈昴璽9-
青山学院大学文学部卒業
米国インディア大学大学院教育学研
究科修士課程修了。
フルブライト奨学生としてハワイ大
学の異文化カウンセリングコース修

了
1982~94年南山大学国際課（現国際教育セ
ンター）勤務

1994年より名古屋大学留学生センター勤務
現在海外留学ア ドバイザー （教授）
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士以上の学位保持者が教員として最低3名必要

なこともあり、未だ設置に至っていません。

く日本研究センターの設立＞

「日本」というと観光客の存在ばかりが目立つ

バリで、ウダヤナ大学の日本留学経験者を中心

として「日本研究センター」（インドネシア語で

Pusat Studi Jepang : PSJ)設立の構想が持ち上

がりました。名古屋大学農学研究科から博士の

学位を取得したウイラワン氏はこの計画の中心

的人物でした。家族と共に1990年から 5年間日

本で暮らしたウイラワン氏はバリと日本の交流

拠点として、このセンターの設置を強く希望し

ましたが、大学の現存施設のうち、センターと

して使用できるものがなく苦慮していました。

ウイラワン氏は1997年にバリを訪れた私にこ

の夢の実現に協力を求めました。私が1989年に

デンパサールに「バリ日本文化学院」という日

本語学校を設立したことを知っており、「名古

屋」という地縁だけを頼りに働きかけたのです。

私自身バリにおける日本語教育振興プロジェク

トの展望として、学院を S1設立までの橋渡し

と考えていましたので、学院の施設をウダヤナ

大学に無償提供することに同意しました。 1998

年にウダヤナ大学と正式な合意文書を交わし、

デンパサールに PSJがオープンしました。

日本研究センター

留学生と作った交流の架け橋

FDセミナー

く名古屋との交流＞

設立以来、 PSJでは東南アジアの研究者を対

象とした日本研究関連のシンポジウム、講演会、

ゼミ等の開催、と共に日本から研究者・学生の

受け入れ支援を行ってきました。2000年には南

山大学の4年生が卒業論文のフィールド研究と

してバリを訪れ、滞在期間中の宿舎の世話を含

めた全面的支援を受けました。

PS]ではその活動の一環として、地域の人々

を対象に日本語教育を行っています。日本語を

担当する教師は日本留学経験者ですが、日本語

教育の専門家ではありません。日本語教師のレ

ベルアップが必要です。この現状を知りました

ので、名古屋で日本語教育に携わる方々に協力

を求めました。 2000年秋に来名したウイラワン

氏もこれらの方々に会い、支援を依頼しました。

その結果、 3人がPSJの日本語教育フアカル

ティー・デイベロプメント (FD)セミナー実施

に対する協力を申し出てくださいました。南山

大学の佐藤恵美氏と架谷真知子氏、それに南山

大学から上智大学に移られた石田樹里氏でし

た。 2001年の夏休みを利用してバリヘ行き、旅

費・滞在費は自己負担するという計画でした。

セミナーの運営にあたったのは南山大学で学

び、現在ウダヤナ大学講師のセンドラ氏でした。

PSJの日本語教師だけでなく、高校や日本語

学校の教師およびD3の大学生を含む参加者を
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集めたセミナーが週 1回合計3回実施されまし

た。架谷氏に同行した柴垣弘子氏が茶道、花道、

書道を紹介したり、セミナー講師陣が日本食を

作ったりして、日本語教授法に加えて、日本文

化紹介セッションもありました。また、バリダ

ンスをセミナー講師陣が習う場面もあり、非常

に和やかな文化交流の場となりました。

9月にウダヤナ大学のD3コースから「みん

なの日本語」という日本語教材セットが欲しい

と依頼を受けましたので、友人に呼びかけ寄付

を募りました。FDセミナー講師が協力したこ

とは言うまでもありません。ちょうど名古屋大

学に研究のため滞在中のウイラワン氏に教科

書、インドネシア語で書かれた文法解説書、カ

セットテープ等の教材セットを寄付できまし

た。来年度からこの教材で教えることができる

という報告をD3担当教員より受け取っていま

す。

くこれから＞

人の交流は継続しなければなりません。バリ

から名古屋へは留学生が来ます。南山大学にバ

リの学生に奨学金を支給する基金があります

し、文部科学省、日本国際教育協会などの奨学

金も活用できます。課題は、名古屋からバリへ

の人の流れです。

第 1回の FDセミナーは日本からの講師が全

費用を自己負担することで実施できました。毎

夏、実施して欲しいという要望はありますが、

渡航費・滞在費を、毎年、講師が負担すること

はできません。このセミナーを継続的に資金援

助してくださる団体を探す必要があります。名

古屋を第 2の故郷と思う元留学生たちが作った

日本研究センターの活動を、名古屋市民が支援

することで、交流の輪を広げる契機にできれば

と思っています。 （三宅）

30 

ベトナムのH本語学習者に
辞書を送る

くはじめに＞

1999年10月に渡日した留学生チン ・アイン ・

チュンさんが日本語学習に取り組む並々ならぬ

真剣さはいろいろな場面で感じていましたが、

次の年の 6月彼が新聞記事を持って留学生相談

室に来た時、それが母国ベトナムの学習環境に

対する彼の思いに深く関わっていることがわか

りました。

ベトナムでは日本語の辞書がたいへん高価な

ため、日本語学習者の多くは辞書をコピーして

使うのだそうです。分厚く重い辞書はすぐぼろ

ぼろになり ます。チュンさんはそんな状態を自

分自身経験してきので、母校ハノイ貿易大学の

後輩たちが、そしていずれはベトナムの日本語

学習者皆がぜひ、辞書を 1冊ずつ持って日本語

の勉強ができるようにしたい、そう思って、来

日後古本屋を回って一冊200円とか500円とかで

日本語の辞書を集めてきたのだそうです。でも

一人の力ではとうてい追い付きそうにないの

で、身近な人に相談し、家庭に眠っている辞書

を寄付してほしいという投稿をしたところ、朝

日新聞の「声」欄に掲載されたのでした (2000

年6月2日）。

田中京子
9渇沿 9 

1981年上智大学外国語学部イスパニア語学

科卒業。
1982年～87年メキシコ在住。会社員や教員

として働く。
1991年 名古屋大学大学院文学研究科修了。

1991年より名古屋大学に勤務。現在、同大学

留学生センター留学生アドバイザー
（助教授）。



荷物の積み出しを前に、チュンさんと日立システムアンドサービス
（松、 日立物流（松、 日本ベトナム友好協会のt品力者の方々

く支援の輪＞

記事が掲載されてから、チュンさんへ、新聞

社へ、何十冊単位で辞書が送られ、 YWCA国際

交流会のメンバーや寮のチューターなどが仕分

けに手を貸してくれたり、名古屋YWCAの会長

自ら運搬を手伝ってくれたり、寄付者や支援者、

多くの方々の善意に圧倒される毎日でした。そ

の間、チュンさんも辞書の整理、ガソリンスタ

ンドでのアルバイト、授業のレポート、様々な

問い合わせ、時にはおしかり…と緊張状態が続

きました。辞書は毎日どんどん集って、すぐに

1,000冊を超えました。

日本ベトナム友好協会県連合会が中心となっ

て「ベトナムヘ辞書を送る会」が発足し、地域

ボランティアが寄付者への礼状送付を手伝い、

ベトナムに恋した中村さんという方は運搬第一

陣として辞書数箱を手荷物として運んで、ハノ

イ貿易大学の日本語学科主任グエン ・ビック ・

ハー先生に直接渡しました。そして、「日立シス

テムアンドサービス（桐」のボランティアクラブ

「ココナックラブ」が「日立物流（樹」の協力を得

て、辞書全部を海路ベトナムまで運んでくれる

留学生と作った交流の架け橋

ハノイ貿易大学の日本語室にも辞書が収められる

ことになりました。その他、私が知っているだ

けでも多くの方々から支援の手が差しのべられ

ました。見えないところにも大きな力があった

であろうことは想像に固くありません。 2000年

7月の暑い中、チュンさんの部屋に運搬関係者

が集まり、荷物に囲まれで打ち合わせをしまし

た。

そして 8月中旬に無事、1,500冊以上の辞書が

ベトナムの港に到着し、その先、ハー先生初め

学生たちの手でハノイ貿易大での受け入れに至

り、学生たちが辞書を 1冊ずつ持って勉強する

ことが実現しました。

く交流の広がり＞

学習環境の向上という成果に留まらず、チュ

ンさんの思いが出発点となり、あちこちで交流

チュンさん留学中に松井徹朗さんがチュンさんのご両親・弟さんを
訪ねる
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か‘血’

松井美智子さんとハノイ貿易大の学生達

が生まれ、発展しています。

岐阜県の松井徹朗さんは、チュンさんの情熱

に打たれて、ベトナムの若者たちへの支援と交

流を進める「チュン ・サポートの会」を発足さ

せました。既に二度奥様とベトナムを訪問し、

若者たちの日本語学習の手伝いもしながら交流

を深めているとのこと、「グルメと雑貨のベトナ

ムではなく、心豊かな人達とのふれあいをして

欲しいのです。旅行社のエージェントでもない

のに、友人、知人にベトナムヘの旅を勧めてい

ます…現在会員 6名です。少しづつ本物の仲間

を増やしたい」。その仲間が今は30名を越えてい

ます。

辞書を最初に手荷物として運んだ中村雅身さ

んは、それが縁でハノイが気に入って、ハノイ

に腰を落ち着けて住み始めたそうです。そして

サイゴンにある「日越ひろば」のハノイ版を立

ち上げ、カフェとライブラリーを兼ねだ情報交

換の場にするべく準備中とのことです。「人対人

で全てが始まり、決まる要素がまだ残るこの国

が今はとても心地良いです…この活動を通して

また新たな出会いが生まれることが大きな楽し

みです」と語っています。日越ひろばオープン

ももう間近な頃です。

先日はハノイ貿易大のハー先生の来日中、

チュンさんの思いを最初に受け止めて協力した

地域ボランティアの長谷部由美子さんと私と
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で、ハー先生を訪問しました。 1年前に共に活

動したことで、以前からの友人に会ったような

気持ちになりました。

目立たない、しかし大切な仕事を引き受けた

方たちが、私には見えないところでも、家庭で

社会でその活動を活かし広げているに違いあり

ません。

くこれから＞

2000年9月にベトナムヘ帰国したチュンさん

が 「チュン・サポートの会」の会誌にこんなこ

とを書いていました。「日本の若者たちは夢がな

いとよく言われるが、表面だけで判断できない

のではないか。自分が日本語や日本に対して

持っていた夢について考えてみると、日本の経

済発展の様子から豪華な生活が送れるようにな

るのではないか、と期待してしていた部分が強

い。物質的な願望を越えて本当に自分がやりた

いことをやるという日本の若者の生き方を達成

することができるように、ベトナムの青年が見

習うべきことがある。」（要約）

一人の留学生の真摯な思いから、日本に、ベ

トナムに、交流の輪が広がり、援助する／され

るという 一方的な視点を越えた人の繋がりや、

将来への夢が生まれています。多くの留学生は

留学先として東京や大阪の大学を希望するので

すが、チュンさんは名古屋に配属され、最初は

がっかりしたそうです。でも名古屋を去る時に

「名古屋に来られて本当によかった ！」 と言って

いました。後埜たちにも名古屋を強く勧めたい、

と言っています。

近い将来、母国と名古屋を拠点とした国際人

として羽ばたくチュンさんや後輩達の姿を見る

のが楽しみです。その頃には、既に生まれてい

る人と人の繋がりがより深いものとなり、また

新たな交流が育っていることを信じています。

（田中）



地域が発信する北東アジア交流

ERINA（環日本海経済研究所） 経済交流部部長代理 中木寸 i菱彦：

はじめに

日本海側の諸都市・地域では90年代から、環

日本海（または 「北東アジア」＊1)交流が活発

に行われ、多くの自治体が国際化施策の柱とし

ている。本稿では北東アジア交流の経緯と現状

を概観し、地方都市・地域が発信する北東アジ

ア交流が意味するところを多くの読者に読み

取ってもらえるよう、進めていきたい。

近年の環日本海交流の源流ともいえるのが、

新潟市にあった日本海圏経済研究会 （日海研）

である。1967年の勉強会に始まって100回を越え

るフォーラムを開催してきた日海研幹事 ・藤間

丈夫氏（故人）は、第2回環日本海新潟賞＊ 2授

賞式(1994年2月）の記念講演で、環日本海経

済圏の意味を次の 3点に要約している。

『第 1点は、日本における地方の復権と再生で

す。それは、表日本と裏日本の格差を是正し、

対岸との経済交流を進め、そして東京一極集中

を改めて地方分権体制に切り替えるという事で

す。この地方主導の機運は世界の潮流として、

順次対岸各国にも及んでいくと信じています。

第2点は、アジアに戻ることです。明治以来、

日本は全てのエネルギーを先進国入りに集中し

たのです。今こそアジアに復帰しアジアの一員

という自覚をしつかりと持ち、それをベースに

日米関係、日欧関係を進めて行くことでなけれ

ばならないのです。その上、日本はこのアジア

に対して、過ぐる時代、大変な過ちをおかして

しまいました。この過去の過ちという高いハー

ドルを何としても克服していかなければならな

いと思うのです。

第3点は、日本海が東西合流の海だという事

です。日本海は開かれた海です。西に向かって

は中国東北地区からモンゴル、ロシアを経由し

てヨーロ ッパに通じ、東に対しては、日本や太

平洋を渡ってアメリカにもつながっています。

このうち、ヨーロッパルートは最近、環日本海

の要衝として話題を集めている中朝口国境の図

1門江（トモンコウ TumenRiver)デルタを起点

としており、これがヨーロッパヘの最短距離で

もあることから、関係各国の強い期待を集めて

いる所です。このように日本海は西のヨーロッ

パと東のアメリカが合流する重要な海であり、

しかも経済のみならず、学術、環境、文化、芸

術、スポーツなど全てを含んだ世界の中の海と

して脚光を浴びることになるのです』。

藤間氏の指摘は現在にも通じる。一例として、

新潟を起点とする交通体系を見てみよう（図

l)。新潟と東京を結ぶ新幹線は 1日26往復して

いるが、日本海側を縦断する列車は 3~ 5往復
で所要時間も長く、商用などに支障をきたす状

況にある。一方ロシア、中国、韓国の対岸とは、

6都市と空路で結ばれている。東京一極集中さ

中村俊彦
駆印塁蜻ヨ"‘_
1954年新潟県生まれ／1978年中央大学法学部
卒業／広告代理店勤務などを経て1998年
ERINA入所／新潟青年会議所副理事長、にい
がた21の会事務局長、礫日本海総合研究機構
事務局次長などを歴任し北東アジア交流に携
わる。
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2往復／週 5往復／週 3往復／週 2往復／週 2往復／週

西安 上海 ソウル ハルビンウラジオストクハバロフスク

9(115分）

金沢 0 - ⇒もI~
(211分）

1 新1潟

23往復／日 ： 26往復／13：(98分） 、ヽ'17往復／日
ーク —空路

0-----0--
大阪 東京

ー一 JR

※便数は臨時便を除く．所要時間は新沿を起点とする最速のもの。 (JR時刻}J.2001年6月号・より作成）

図1 新潟を起点とする交通体系

れ、地方連携の道が遠く、対岸との北東アジア

交流に活路を見出すという、日本海側都市の図

式が見て取れる。

アジアに重心を置くという 2点目の指摘は、

日本海が東西合流の海だという 3点目の指摘と

ともに、 80年代まで東西冷戦下の「緊張の海」

と呼ばれた日本海に面する地域に共通する考え

方である。教科書問題、靖国神社参拝問題など

に揺れる日本外交の一方で、「平和の海」として

の環日本海交流を進める日本海地域の国際交流

が果たす役割は大きい。

政治・経済システム、文化、民族、言語など

が異なる多国間・多地域にまたがる北東アジア

交流の縮図とも言うべきプロジェクトが中朝ロ

国境の図何江地域開発であり、日本海地域は、

国をリードする形で北東アジア交流に携わって

いる。

北東アジアの概要

北東アジアの範囲は一般に、ロシア極東、中

国東北地方、朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）、

韓国、モンゴル、そして日本を指す（写真 l)。

およそ 3億人が住むこの地域をもう少し具体的

にイメージするには、さまざまな見方がある。

一つ目は、「北東アジア経済圏」という局地経

済圏の見方である。資源、労働力、技術、資本、
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写真1 北東アジアのイメージ

市場などの面で、持つ国（地域）と持たざる国（地

域）の差が大きく、このことが逆に相互補完性

を強め、相互交流を促進する。自然発生的経済

圏と称される所以である。

二つ目は、歴史をひも解いてイメージするア

プローチ。例えばおよそ1300年前、対岸の環日

本海地域に渤海国が建国され、平城京 ・平安京

との交流が図られた。歴史が流れ、民族の移動・

興亡が推移して近代に至ると、同じ地域を舞台

に満洲国が形成されるのである。

三つ目は、時代をさらに現代に移し、政治的

側面から北東アジアがとらえられる。ロシアと

の平和条約締結、北朝鮮との国交回復など、日

本の対北東アジア政治環境は整っていないが、

多国間経済協力によって北東アジア地域の安全

を保障する考え方は世界に広く認識されてお

り、図何江地域開発を進めるコンセプトに通じ

ている。

四つ目は、地域の後発性をバネにした地域発

展戦略のアプローチである。日本における地方

の復権と再生の考え方はすでに述べたが、同様

に、ロシア極東、中国東北、韓国東海岸はいず

れも中央の発展政策に乗り遅れた地域である。

いずれの地域にも、地方の復権と再生の願いが

共通している。



新潟の交流史と ERINAの発足

日本海側の地方都市は、地域発展を目指し、

どのようにして対岸交流を進めてきたのだろう

か。ロシアがシベリア鉄道を極東まで延伸し、

近代に入った日本が大陸への足掛かりを求め始

めた20世紀初頭から、新潟に例を取って駆け足

で見てみよう＊ 30

新潟港は1858年（安政5)、日米修好通商条約

により開港5港の一つに指定され、早くから海

外との窓口として期待された。しかし信濃川の

河口港のため水深が浅く、荷動きが振るわず、

しばらくはカムチャッカ、オホーツク方面の北

洋漁業の根拠地として賑わった。

1926年（大正15)、新潟港の近代化修築（北埠

頭、中央埠頭）が完成し、中断していた新潟～

ウラジオストク航路が復活すると、新潟は北朝

鮮との間の新しい日本海航路の獲得競争に乗り

出した。すでに北朝鮮航路で先行していた敦賀

港、伏木港に対抗し、 1931年（昭和 6)、新潟

県・市2万円、朝鮮総督府2万円の助成金によ

り、月 1回の新潟～元山 (Wonsan)～清津

(Chongjin）～新潟航路を開設。さらに激しい争

奪戦の末、 1935年 （昭和10)、北朝鮮との政府命

令航路を実現し、 1938年（昭和13)には、東京

～新潟～羅津～新京を結ぶ日満連絡幹線ルート

の閣議決定を得るに至った。

戦後も、新潟と北朝鮮と結びつきは深い。1959

年（昭和34)、新潟～元山間に、帰還船「万景峰

(Mangyongbong) 92号」の配船が始まり、日朝

間を結ぶ唯一の貨客船航路として現在まで幾多

の交流史を残してきた。交流の舞台となった新

潟市は1972年（昭和47)、北朝鮮と日本海沿岸都

市との貿易促進を呼びかけ、「日朝友好貿易促進

日本海沿岸都市会議」を設立、現在21市が参加

する同会議の代表幹事を務めている。一方、韓

国も1978年（昭和53)、新潟市に総領事館を開設。

地域が発信する北東アジア交流

翌1979年（昭和54) には新潟～ソウル間に定期

航空路が就航し、 1990年（平成2)、新潟県がソ

ウル事務所を現地に開設した。

ロシアと新潟との交流も、旧ソ連時代から密

接な関係にある。新潟市は1965年 （昭和40)、舞

鶴市に次いで＊ 4日本で2番目の友好提携をハバ

ロフスク市と締結。1970年（昭和45)に、「日ソ

沿岸市長会（1992年から日口沿岸市長会に改

称）」を設立し、現在も日本側27市の代表幹事を

務めている。さらに1973年（昭和48) には、新

潟～ハバロフスク間に定期航空路が就航した。

新潟市はウラジオストク市とも1991年（平成

3)、友好提携を締結し、 1992年（平成4)には

定期航空路を就航させている。

中国との交流では、新潟市近郊の亀田郷土地

改良区による農業技術協力＊ 5が特箪される。黒

龍江省三江平原を「21世紀には世界の食糧基地

になる」として、1979年 （昭和54)から湿田改

良などの技術指導を始め、その後、水利•発電

を目的とする龍頭橋ダムの建設が第4次円借款

プロジェク トに結実した。同年、新潟市とハル

ビン市が友好提携し、 1983年（昭和58) には、

新潟県と黒龍江省が友好県省提携に調印してい

る。新潟県はさらに中国東北地方との経済交流

の促進を図り、 1997年（平成9)、新潟県大連経

済事務所を開設。翌1998年（平成10)、新潟～ハ

ルビン間の定期航空路も開設された。

東西冷戦を乗り越えてつちかってきた対岸交

流に順風を吹き込んだのは、ベルリンの壁の崩

壊である。日本海は「緊張の海」から「平和の

海」に変わる。1990年 （平成2)、新潟県は新し

い環日本海時代の到来とともに、これからの環

日本海交流発展への期待を込めて「環日本海交

流圏フォーラム（現在の北東アジア経済会議）」

を開催。環日本海の拠点都市として、内外にそ

の意欲をアピールしはじめた。

こうした中で、 1993年（平成 5)、環日本海経

済研究所 (ERINA)が発足した。新潟の産官学
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が一体となって進めてきた「環日本海運動」を

背景に、新潟県がシンク＆ドゥタンクとして形

づくり、通産省（現・経済産業省）による財団

法人認可を受けた。基本財産は約36億円。最大

の特徴は、新潟県と東北6県、群馬県、長野県、

北陸の富山県、石川県など多数の自治体が出捐

者に名をつらねていることで、北東アジア経済

交流を専門分野にする全国区の研究所として、

国内外の地域の共生に寄与しようとしている。

地域発信の北東アジアプロジェク
卜

次に、北東アジアの主な開発プロジェクトを

具体的に見てみよう 。

多国間にわたる北東アジア経済協力を象徴す

るプロジェクトが、図何江地域開発である（図

2)。中国・北朝鮮・ロシアの 3国国境を流れる

図佃江流域を「北東アジアの香港」にしようと、

中国吉林省が1990年に提案。日本海に出入口を

持たない同省は蓮春（コンシュン Hunchun)市

に辺境経済合作区を建設し、ロシア・北朝鮮に

物流拠点を期待する一方、日本・韓国などの先

進国に投資協力を求めた。これに対して北朝鮮

は、図｛門江に接する羅津・先鋒（ラジン・ソン

ボン Rajin-Sonbong)を経済特区（「羅先経済貿

易地帯」）に指定し、中継貿易・加工貿易・国際

観光などによる外資誘致に乗り出す。ロシアも

また、沿海地方ハサン地区にあるザルビノ港・

ポシェット港を中継貿易基地とする構想を描く

ことになる。さらに、多国間協力支援と、冷戦

構造が残る地域の紛争予防の観点から、国連開

発計画 (UNDP)がこのプロジェクトを支持し

てUNDP図何江事務局を北京に設置するなど、

国際的な注目を集めることとなった。

新潟県がザルビノ港の開発可能性調査を行

い、新潟～羅津、秋田～ポシェット間に定期コ

ンテナ航路が就航し、鳥取県や島根県を含めて
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図2 図門江地域

吉林省との経済交流を進めるなど、日本では難

しい外交関係にあるこの地域に対し、地域主導

でプロジェクトの促進が図られている。

北東アジア地域を結ぶ国際天然ガスパイプラ

イン構想など、エネルギー開発も北東アジアの

戦略プロジェクトの一つとして注目される（図

3)。ロシアの石油・天然ガスの約90％はシベリ

アと極東地域に埋蔵していると言われている。

日本、韓国、そしてエネルギー輸入国に転じよ

うとしている中国の巨大な潜在的市場を念頭

に、極東シベリアのエネルギー開発を進めて北

東アジア諸国へ供給するさまざまなプロジェク

トが提案され、検討が続けられている。同時に

天然ガスは、クリーンなエネルギー源として、

北東アジアの環境問題にとっても開発が期待さ

れる。

国際パイプライン構想のように多国間にまた

がる大規模な国際協カプロジェクトがある 一

方、サハリン沖のエネルギー開発は、目と鼻の

先の北海道はもちろん、新潟の地域戦略にとっ

ても密接な関係がある。新潟は現在、日本の数

少ない国内ガスパイプライン幹線の起点となっ

ている。この利点を背景に、サハリンから北海

道を経由して日本国内に至るガスパイプライン

を新潟まで導入しようという構想がある。原発・

プルトニウム問題を抱える新潟のエネルギー政
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図3 国際パイプライン構想

策のオプションは、同時に、日本のエネルギー

政策と天然ガス需要の行方にもかかっている。

こうした北東アジアのプロジェクトを多国間

で論じ、政策提言し、経済交流の促進を期して

いるのが、新潟県・新潟市・ ERINAなどが主催

する「北東アジア経済会議」である（写真2)。

前述した「環日本海交流圏フォーラム」を前身

に毎年開かれ、 2001年の会議で12回を数えた。

会議で定期的に取り上げている運輸・物流、環

境、貿易•投資などの課題に加えて、 21世紀に

北東アジアが重要な役割を果たすであろうエネ

ルギーの問題、開発のための資金の問題、 IT時

代への対応など、テーマは広く深く山積してい

る。

この会議を恒常的に企画・運営し、政策提言

を関係各国・地域・国際機関で取りまとめてい

こうと、 2000年1月、「北東アジア経済会議組織

委員会」を立ち上げた。関係各国、国際機関の

主要メンバーで構成される組織委員会は、アジ

ア太平洋経済協力 (APEC) を生み出した民間

組織とも言える太平洋経済協力会議 (PECC)

のような役割を果たすことが期待されている。

地方発の ODAへ

以上に見てきたように、北東アジア交流は多

写真2 北東アジア経済会議2001イン新潟

国間協力という外交的要素が大きなウエートを

占めながら、地域発展戦略という地方の切実な

モチベーションが根底にある。

世界銀行の指摘では、今世紀のメガトレンド

は、グローバリゼーション・都市化・地方分権

化であり、今後中央政府の重要度は地方政府に

対して相対的に低下する。つまり国際関係とい

う面からとらえると、国際的に自立した地方自

治体をどの程度確立できるかが国力の差とな

る＊ 60

中国へのODAの中心をなす円借款を見ても、

従来、 5年おきに中央政府からのトップダウン

方式で決められていたものが、地域のプロジェ

クトを毎年ボトムアップしていく方式に移行し

ようとしている。地域の需要をその地域が発案

し、その地域が運営し、その地域が責任を持つ

という、地方分権の考え方が中国にも起こりつ

つある。

その事例は、北九州市と大連市の姉妹都市関

係から発展し、 ODAに結実した「大連環境モデ

ル都市事業」にすでに見ることができる。さら

にひるがえって、前述した黒龍江省龍頭橋ダム

への ODAを導いた亀田郷土地改良区を中心と

する新潟県の農業技術協力は、その先駆的事例

と言えよう。

日本と中国東北地方との経済交流を協議する

「日中経済協力会議」（主催／共催：日中東北開
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発協会、遼寧省、吉林省、黒龍江省、内モンゴ

ル自治区）では、こうした潮流をとらえ、地域

協力分科会を会議に設置し、地方発のODAを具

現化する試みが始められた。北東アジア地域自

治体連合などの自治体ベースの連携、北陸経済

連合会や東北経済連合会など経済団体ベースの

連携により、北東アジアとの交流を広域的に進

める動きも活発になっている。

一部農産品の対中国セーフガードの暫定発動

に見るように、地域によっては経済のグローバ

リゼーションが「痛み」を伴うケースも表面化

してきた。だからこそ、地域の国際経済戦略、

次世代への国際農業戦略などを真剣に打ち立て

る必要があると言えよう 。

日本は残念ながら、冷戦構造の枠組みから踏

み出せないまま、国家外交を中心とし、地方外

交が十分に機能していない。世界に誇れる交流

都市の経験に学び、地域発信の北東アジア交流

をさらに一歩進めなければならない。
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* 1 環日本海と北東アジアの呼び方の違いに
は様々な見方がある。本稿では、沿岸域か

内陸部を含むかの対象範囲の違い、日本海

という呼称を容れない韓国・北朝鮮を考慮

したユニバーサルな呼称としての北東アジ

ア、地域政策としての環日本海とグローバ

ル経済圏としての北東アジア、等を考慮し

使い分ける。

*2 平成4年度から新潟県が設置。環日本海

交流圏の形成、発展に貢献した個人又は団

体の功績を顕彰する。

*3 （参考）富山学研究グループ編「環日本海、

その新たな潮流」 (1999年8月・北日本新聞

社）

* 4 1961年（昭和36)ナホトカ市と友好提携。
* 5 （参考）http://www.niigata-inet.or.jp/njcfa/ 
*6 吉田均「地方自治体の国際協力」 (2001年

1月・日本評論社）



旅行会社からみた都市の商品価値

（株）ジェイティビー中部営業本部シニアマネージャー桂井 滋彦

はじめに

名古屋市は「名古屋ビジターズ戦略ビジョン」

において世界的な交流拠点都市を目指す提言を

1998年 1月に行った。その中で、 2010年には 1

日あたり50万人のビジターを迎え入れる目標を

かかげ、名古屋が世界に誇る産業・歴史・デザ

インなどの集客資源を生かした観光都市宣言を

している。

また、中部地域については、観光共同宣言

(2001年 5月 中部の観光を考える100人委員

会）があり、中部地域の特色を生かした新しい

観光の展開として 3つの基軸を掲げている。

①産業観光 産業遺産、工場遺構などを観光資

源とする

産業技術記念館

②街道観光 中部に数多い街道をたどる事に

よってストーリー性のある観光を

展開

有松の街並み

③都市観光 中部の個性ある都市の集積と魅力

を観光資源として再評価

JRセントラルタワーズ

桂井滋彦
9層可吋"・"'1り＿
慶應義塾大学法学部法律学科卒業
掬ジェイティビー入社後、JTBインターナ
ショナルNY本社マネージャー、⑫日本交通公
社調査研修部研究員、 MBI(McKinsey & 
Company）、中部営業本部事業開発主査など
を経て
現在、財団法人名古屋観光コンベンション
ビューロー出向。
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また今まで以上に、観光産業の近代化、交通

アクセスの充実、適確な情報発信などを充実さ

せることも提言している。従来「中部はモノつ

くりに注力するあまり、地域の魅力を外に向け

て発信する努力をおろそかにして来たと言われ

ている。首都圏と関西圏の中間に位置している

という地の利から、遮二無に努力しなくても発

展可能であったという側面は否めない。」 (2001

年5月 中部経済同友会・地域開発委員会）と

いう背景を払拭する必要がある。

2000年の訪日外国人客数は476万人に対して、

海外に出かける日本人旅行客数は史上最商の

1,782万人を記録したが非常にアンバランスで

ある。訪日外国人客は海外旅行者の約 1/4と

伸び悩んでいる。国は「新ウエルカムプラン21」

(2000年5月）に基いて、従来にもまして国際観

光テーマ地区の整備を進めている。概ね2007年

を目途に訪日外国人客数を800万人に倍増させ

る目標であるが、特に近隣アジア諸国からの訪

日観光客の増加に期待が集まる。

さて21世紀に入った現在、都市を中心として

観光・余暇や観光交流のための新たなルート、

新しいスタイルの体験を通して、 IT化グローバ

ル化時代の知的交流につながる未来志向の交流

が求められるだろう。そのような魅力ある都市

は本質的に様々な「交流」をその存続の基盤と

しており、 21世紀の都市活性化の重要な課題と

なっている。それはまた、新しい時代の商品価

値を創造することでもある。

本稿は、旅行会社の営業面とくに商品企画と

いう視点から観光地について考察する為、マー

ケテイング的な商品性を表す「商品価値」とい

う言葉を使用している。また、パッケージ商品

をイメージして論じている。

註）パッケージ商品とは、航空・鉄道 ・バスな どの運

輸機関、旅館ホテルなどの宿泊機関、食事・美術館

などの入場料金その他をあらかじめ予約し、自社ブ

ランドの名前で販売するパック旅行。コンピュータ
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で在庫管理 ・予約 ・現地との通信、精算、マーケテ

イングまでのサイクルが制御されている。

1旅行の商品特性

旅行商品における観光地は最も重要なパーツ

であるが、パンフレットに掲載されて始めて商

品となる。まず企画に取り上げられる観光地で

あることがすべてのスタートである。商品化の

後、募集・集客活動が行なわれ、一定の期間に

投下されたセールス・宣伝・管理費など経費と

売上とのバランスで資金回収ができるかどうか

により商品の生命力が決まる。一定の集客数が

なければ、販売活動は停止される。半期でスク

ラップされる商品もあれば、最少の手直しで 5

年以上の定番になっているコースもある。重要

な点はコースの数が有限であることである。会

社ごとの規模や力点の入れかたに加え、商品

コース数はパンフレット作成枚数・パンフレッ

トの保管配布コスト•発売地域の範囲・コンピュ

夕容量、目標利益などの変数から最適な数がお

のずと決まる。また、通常半期（商品サイクル

の早い場合は2~3か月に短縮されることもあ

る）ごとにスクラップ・アンド・ビルドされ一

定数を超えないようにコントロールされる。こ

の過程が同時にテスト・マーケティングになっ

ている。要するに「調べながら売り、売りなが

ら調べる」ことが出来るのである。

このように、観光地の生命力は複合的要素で決

定されており、観光資源の良さのみで生き残れ

るわけではない。しかし、観光資源の良さは基

本的な条件である。

また、旅行商品は無形（Intangible)であり目

に見えないという特性がある。パッケージは通

常ブランド名が冠せられ他ブランドとの差別化

が図られている。マーケットにアピールし、旅

行者のブランド・ロイヤルティやリピート率を

高めることに注力される。



2 国内旅行客のプロフィール

次に、最近の国内旅行者の購買行動とプロフ

イールをアンケート結果により探ってみたい。

①旅行タイプ

周遊観光 (19.6%)、温泉 (17.3%)、わいわ

い過ごす（8.0%)、テーマパーク (7.9%)、

スポーツ (7.5%)、自然を楽しむ (6.5%)、

ゆったりすごす(6.0%)であるが、テーマパー

表1 旅行タイプ

「旅行会社からみた都市の商品価値」

クの割合はユニバーサル・スタジオ・ジャパ

ンと東京デイズニーシーの開園により今後も

増加するであろう。（表 1)

②平均宿泊数は減少傾向が続き1980年の約 2泊

が2000年には1.53泊となっている。（データ：

（初日本観光協会）

③旅行消費単価は、この10年間では、 1992年を

境に下降し、1999年は1992年に比し7.2％減少

し37,246円である。（データ：閲日本交通交通公

単位： ％ 

繭遊観光
ゆったり
都市観光 温泉

祭り・ テーマ・ グルメ
スポーツ

自然を
海水浴
わいわい

その他
過ごす イベント パーク

1999年 19.6 6.0 4.0 17.3 3.3 

1998年 19.7 6.1 3.8 18.5 3.2 

閲日本交通公社「旅行者動向2000」

表2 国内旅行同行者の推移

1990 1992 

家族 28.5 27.0 

友人・知人 31. 0 30.9 

家族と友人 ・知人 12.5 13.4 

職場・学校の団体 15.5 14.6 

地域・宗教・招待等の団体 4.0 6.2 

自分ひとり 2.5 2.8 

その他 ・忘れた 6.0 5.1 

（柏日本観光協会 「第19回国民の観光に関する動向」

表3 国内旅行の旅行先

順位 1 2 2 4 5 

旅行先 長野 北海道 静岡 東京 神奈川

1999年 7.0 6.3 6.3 4.7 3.9 

1998年 8.0 6. 7 6.2 4.2 3. 7 

順位 12 13 14 15 16 

旅行先 山梨 群馬 三重 岐阜 和歌山

1999年 2.3 2.2 2.1 1. 9 1. 9 

1998年 1. 6 2.2 2.0 2.8 1.8 

閲日本交通公社「旅行者動向2000」

7.9 

6.9 

旅行 楽しむ 過ごす

3.2 7.5 6.5 2.1 8.0 13.4 

4.0 10. 7 5.4 2.2 7.4 9.9 

単位 ：％ 

1994 1996 1998 2000 

30.2 34.5 37.3 41. 8 

31. 3 31. 2 29.6 27.3 

11. 5 12.2 14.0 11. 5 

12.0 10. 9 8.9 9.0 

2.9 4.3 3.2 3.5 

2. 7 3.2 2.4 2.2 

9.4 3.7 4.6 4. 7 

単位：％

6 7 7 ， 10 11 

千葉 栃木 新潟 兵庫 京都 福島

3. 7 3.2 3.2 2.8 2. 7 2.5 

3.6 3.0 3.1 2.0 2.8 2.4 

17 17 19 20 20 20 

愛知 石川 大阪 広島 長崎 大分

1.8 1. 8 1. 6 1.4 1. 4 1. 4 

1.8 1.8 1. 6 1.0 1. 3 1. 6 
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社）

④旅行同行者は「職場 ・学校の団体」 「地域・

宗教・招待等の団体」は横ばいだが、「家族」

との旅行は増えており、団体旅行より個人旅

行にシフトしている。2000年、家族旅行は

41.8%となった。（表2)

⑤国内旅行先のト ップ3は、長野、北海道、静

岡であるが、愛知県は1999年には17位であっ

た。（表3)

このように、 一般的には自然や名所を見て廻

る周遊旅行や温泉を、小グループや家族で楽し

む傾向が見られる。

3 パッケージ旅行に組みこまれ
ることの重要性

旅行会社の中でのパッケージ企画商品は特別

な意味を持つ。特に半期や 1年間を通してのシ

リーズとして定番商品化されることが重要であ

る。一種の「テキスト」効果があり、旅行会社

の中でも影響力が大きい。パッケージで売れて

いる商品を基に類似のコースがオーダメードの

団体や個人旅行用に企画されることもある。身

近にパンフレットが存在すれば、インターナル・

マーケティング （販売員に新しいコースや定番

コースを教える仕組み）としても効果がある。

また、参加客層が全世代に亘るため、アンケー

旅行会社パンフレット
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トにより、性年齢別・職業・居住地のほか、参

加の決定要因などの時系列データを取りやす

く、細かい評価と分析が容易な利点がある。観

光施設のサービス内容の良し悪しや全体の印象

も集計できる。添乗員が付き添っている場合は、

旅行中に参加者の反応を聞くことにより定性的

な情報も入手できる。

4 企画商品にみられる名古屋圏
の特色

ここで、大手旅行会社数社のパンフレットか

ら名古屋圏へのツアーの特徴を見てみよう 。

①首都圏と大阪以外を発地とする商品はほとん

ど無いのに等しい。

②出張応援パック、ゴルフパックが主流。

③発地から航空路線があるため名古屋をゲート

ウェイとするが、最終旅行先としては周辺の

観光地・温泉。

④高山祭り、富士山やアルペンルート登山など

のように春と夏期間に限定した季節企画。

都市の魅力は、ビジネス客が仕事を早く終わ

り市内のどこかへ行きたいと思うか、またはポ

ケットマネーで延泊し市内や周辺の観光箇所へ

行くかどうかで推し測られる。土日が出張の前

後にある場合はどうであろうか。名古屋の場合、

仕事を早く済ませて名古屋城・徳川美術館・熱

田神宮などを見学してから帰ろうする出張者が

増えることが好ましい。

たしかに名古屋にショッピングに来る人や通

勤通学者は生活の延長上での利便性や快適さは

感じている。1999年末にセントラルタワーズが

オープンし、愛知・ 三重・岐阜県の人々にとっ

ては、名古屋駅前地区の商業集積が高まり新名

所になっている。名古屋は生活者の為の快適な

都市空間としては認知されているが、旅行地と

してのアピールが浸透していないようだ。土日

の公共運輸機関は運転頻度が少なくなり、通勤・



通学路線中心の運行と思われている。

外から見れば名古屋は出張の街であり、日帰

りの行楽地やゴルフ場パックは別として「都市

観光」としての行き先、市内での回遊性がアピー

ルされていない。レンタカー利用の市内観光も

少ないようである。中心地と周辺の観光箇所を

つなぐ路線やループラインによる回遊性もさら

なる充実が望まれる。周辺には歴史の古いテー

マパーク博物館「明治村」 (1965年開業）があ

るが、年々入場者数は減少しているという 。

発地のパッケージ旅行企画者は多くの観光地

の中からコースに組み込む観光地を選んでい

る。売るターゲットを絞込みコースを設定し、

客層別商品として発売する。

元来、旅行業で中部は「受地」と呼ばれてい

る。広域な温泉地があり、北陸の加賀温泉 ・金

沢 ・能登の巨大な有名旅館ホテルヘは関西から

バスで団体客が押しかけた歴史がある。東海 ・

信州・ 静岡・飛騨裔山などの中部全体に分布す

る観光地は豊富にある。

5 プライシング

さきに宿泊数と消費単価の減少傾向について

見たが、消費の低迷の中で、旅行商品と他の消

費財や娯楽とのトレイド・オフも生じている。

また、海外パッケージ商品の割安感の中で、国

内旅行の下がり幅はもはや限界に来ているとも

言われている。

旅行商品は、コス トプラスが原則である。つ

まり、原価に一定の手数料率をプラスし収入を

確保している。しかしピークに集中する需要を

分散し、オフ期間には割引価格で販売し、半期

や1年単位であるコースの採算がとれれば良い

との考え方にも立っている。これはレベニュー

マネジメントと呼ばれ、市場連動のプライシン

グになっている。航空会社やホテルが次々にこ

の手法を導入しているが、パッケージ旅行会社

「旅行会社からみた都市の商品価値」

明治村 （旧帝国ホテル）

でも在庫の効率化・有効化のためにこの考え方

を取入れている。

また、新しい観光地を売り出す時に割安でし

かも中身の濃い内容（旅館ホテルや食事も良く、

しかも現地でアトラクションがあるなど）で「モ

ニター旅行」を旅行会社に観光協会 ・自治体・

旅館組合などが協賛して行うことがある。これ

は、割引価格や広告宣伝費用が負担されている

ので価格が安く設定できるのである。さらに、

数社の旅行会社がジョイントプロモーションと

呼ばれる共同で新観光地を売り出す規模の大き

いプロモーションもある。いずれの場合も参加

者にはアンケート調査が行われ観光地の評価や

その後の展開の参考にされる。

6 訪日外国人客の動向

一般的に訪日外国人客は、日本の 2大都市で

ある「東京 ・大阪」と古都である 「京都」を中

心に訪れるが、「富士山・温泉」「東京デイズニー

ランド」も人気がある。これに、 2001年になっ

て開園した「ユニバーサル・スタジオ・ジャパ

ン」と「東京デイズニーシー」が加わった。

戦後の復興期から海外旅行が自由化された

1964年頃までは、旅行会社は訪日観光部門が中

心の運営を行っていたが、 1970年にジャンボ

ジェット機B747が太平洋に投入されると、以降
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は急激に海外旅行部門にシフトしていった。現

在では旅行業者全体の部門別の構成比では、外

国人旅行は売上の 1％であり、 一部の会社を除

き専門の部門を持っているところは少なくなっ

ている。アジア諸国からの訪日観光客も華僑系

や同国人系などの新興勢力によるランドオペレ

ターが活躍し、インバウンドの専門旅行業も厳

しい競争にさらされている。旅行業扱いで訪日

外国人客が多人数で動く場合は、コンベンショ

ンか企業インセンティブのための来訪である。

このように訪日観光客の営業的なウエイトは

低いといわざるを得ないが、わざわざ外国から

訪日する客にと っては日本を知ってもらう絶好

の機会である。また、われわれにと っても外国

のことを知るチャンスでもある。ビジネス・観

光 ・人的交流のどれをと っても「異文化理解」

の場を提供する。たとえば、食文化の異なる国

の人々が集えば宗教的な豚・牛使用上の制限を

知る機会となったり、ある国では儒教が生活や

ビジネスの場で不可欠な思想になっていること

が分かる。一般的に誤解やステレオタイプに基

づく見方で外国人や外国文化に接しがちである

し、外国の人も日本の文化に対してそのような

見方をする場合がある。お互いの文化にあるい

ろいろな面 （co-culture)について国際交流を通

じ理解を深めることが肝要である。

さいごに

旅行は楽しく、人は常に新しい行き先を求め

る。旅人は初めて訪れる国や観光地で心がわく

わくし、胸が高まる気分を味わう 。その土地の

習慣や慣習を知り、お祭りを見、郷土料理を食

べ、外国の異文化に類似と相違を見付つけて喜

ぶ。一方、旅行業界は統合と合併、流通の規制

緩和、価格競合などの時代の波に洗われている。

経費削減のため宣伝広告を見直したり、パンフ

レットの作成部数の効率化などに日常的な努力

を迫られている。したがって、売れない観光地

はパンフレッ トから消えるが、残った観光地は

売れることとなる。新しい観光地を売れる観光

地として継続させるためにはその土地 ・都市あ

げての取り組みが必要である。アジアの国の中

には観光立国という 言葉がふさわしい国もある

が、日本では国はもとより観光立県 ・観光立市

をあまり聞かない。ほかの分野で充分な経済活

動が出来ているからであろうか。

歴史に残る都市型観光キャンペーンは「I

LOVE NEW YORK」であろう 。全米の発地で航

空会社のコマーシャル後NYのスポッ トを流す

方式で全米に浸透させた。ロゴは原則的に自由

に使用させたのであらゆる商品に使われ全国に

広がった。建国200年を迎えた1970年代後半の

NYの治安は悪く、企業本社の多くは周辺の

ニュージャージー ・コネチカ ット州などへ移転

をしてしまい、税収も下がっていたが、このキャ

ンペーンをてこに NYの再生が開始された。春

夏秋冬それぞれに全州にわたった観光地の紹介

を行い、マンハ ッタンはあらゆるものがある

Big Apple (NYのニ ックネーム）としてキャン

ペーンの中心となった。演劇・音楽・芸術・ス

ポーツ ・グルメ等々の紹介がパンフレ ットなど

で行われた。NY市内 ・周辺で撮影された映画

も数知れない。四半世紀を経た今、かつてポル

ノショップが立ち並んだ42丁目にデズニー

ショ ップが出店するなどNYの最大の弱点で

あった安全についても克服した。現在はニュー

ヨーカーの悪名高い信号無視の習慣（jaywalk-

ing)の取り締まりに市当局が力を入れている。

時間をかけ継続的に行われているこの大都市の

ー NY  
IQNYのロゴ＊
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キャンペーンから学ぶべき点は多い。その都市

に属する人々 ・機関が同じ目的感を持ち地域一

体となったホスピタリテイが求められる。

21世紀は大交流時代である。地球上を人・物・

金 ・情報が行き交う。そのなかでも人の交流は

ますます盛んになるであろう。ボーダレスの時

代には、従来の国の単位を超えて地域同志の交

流が主流となる。また、交流の拠点となる都市

は 「顔の見える」観光地として輝きを増し、新

しい交流のカタチを築いていくのである。

（追記）

本稿執箪中の 9月11日午前に起こった米国内

同時多発テ ロにより 、ニューヨークのランド

マークであるツイン・タワ ーの世界貿易セン

タービルが航空機突入の標的にされ、付近の地

区を含め崩壊する大惨事となった。多くの尊い

人命が失われたことに心から哀悼の意を表する

と共に、ロウアーマンハッタンが早期に復興す

ることを祈ってやまない。

参考文献

名古屋市ビジターズ戦略ビジョン策定懇談会「名古屋・

世界的な交流拠点都市をめざして」

財団法人 日本交通公社「旅行の見通し2001」

財団法人 日本交通公社「旅行者動向2000」

財団法人 日本交通公社「観光文化」

中部の観光を考える百人委員会事務局「中部の観光を

考える」

社団法人日本観光協会「第19回・国民の観光に関する

動向調査」

中部経済同友会 ・地域開発委員会「匠・知・遊の創造

交流地域の実現に向けて」

青木保「異文化理解」

鳥居直隆「ブランドマーケテイング」

高橋秀雄「サービス業の戦略的マーケテイング」

Robert G. Cross「RevenueManagement」

Alexander Hiam & Charles D. Schewe「ThePortable 

「旅行会社からみた都市の商品価値」

MBA in Marketing」

Stephen Shaw「AirlineMarketing & Management」

L. Samovar & R. Porter「CommunicationBetween Cul-

tures」(4th Edition) 

* r• NY; This Registered Trademark is owned by the 

New York State Department of Economic Develop-

ment and is used herein with express written per-

m1ss1on. 
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絵本作家クヴィエタ・パツォウスカーとの長い旅

ープラハ、パリ、東京、名古屋一

NHKエデュケーショナル デジタル事業部 エグゼクティブ・プロデューサー 奈追芝 禾店工

クヴィエタ様

お久Lぶリです。＼ヽかがお過ごしですか。

今度、名古屋都市センターの機関誌に国際

交流についてエッセイを寄稿するのですが、

「まよなかのおしばヽヽ」ど「アルファペット」の

CD-ROM作りに関わるあなたどの仕事につ

いて書こうど思っています。この仕事を通し

て、あなたを訪れ、ヨーロッパの＼ヽろ＼ヽろな

都市を巡リました。あなたはあらこちで展覧

会、講演、授業、ど飛び回り、プラハのアト

リエにじっどしてし、てくださらなしヽから。

あなたが2003年に国際グラフィックデザイ

ン協会会議で名古屋にいらっしゃるのに先

立って、名古屋のみなさんにあなたを紹介し

ておくこどができるど思しヽます。

東京は猛暑です。 35度なんて、想像できま

すか。私は明日から夏休みです。

お体に気をつけて、良いお仕事を。

2001年8月14日東京

和江

'97年4月 長野県・安曇野

はじめての出会い

長野県北安曇郡松川村の「安曇野ちひろ美術

館」。私がプラハの絵本作家クヴィエタ・パツォ

ウスカーと初めて会ったのは、 ‘97年4月、オー

プン直前のこの美術館だった。私たちは、 94年

から子供向けの CD-ROMソフトを制作してい

た。その中の「ことばのない絵本」シリーズの
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クヴィエタ・パツォウスカーの絵本は欧米、南米、台湾、日本と世
界中で翻訳出版されている。

ひとつとしてパツォウスカー原作の “Midnight

Play"（邦訳「まよなかごっこ」太平社刊）を、

インタラクティブ化しようと考えていた。

先輩プロデューサーとフランス人デイレク

ターのミュリエル・ルフェーブル、そして私。

3人はパツォウスカーに制作途中のアイデアを

見てもらうために安曇野の美術館を訪ねた。パ

ツォウスカーは美術館のオープンを控えて、そ

の庭のためにデザインした彫刻と池の仕上げる

奈良和江
駆濯濯、一

1957年埼玉県生まれ。慶応義塾大学文学部仏
文科卒。「劇団四季」にて会報誌の編集や子ど
ものためのミュージカルの製作などに、 8年
閻携わる。95年から現職。 CD-ROM教育ソフ
トのプロデュース、 Webの企画・制作などを
行う。特にCD-ROMことばのない絵本シリー
ズ（「まよなかのおしばい」、「アルファベット」
など）は、国内外で出版され、メビウス賞グ
ランプリ ('97仏）、 IDマガジンブロンズ賞('
98米）、 MILIA賞('99仏）、 CineKid2000ニュ＿
メディア部門最優秀賞 ('DD蘭）、卸マルチメ
ディア ・タイ トル制作者連盟ベストプロ
デューサー賞 ('DD年日本）などを受賞した。



ために来日していた。

「おもしろいわね。でも、平凡。」

プレゼンテーションを見たパツォウスカーの

第一声。

「もっと、他にできることがあるんじゃないか

しら。3時間後に時間が空くから、もう一度ミー

ティングしましょうよ。」

パツォウスカーは、そう言い残して出かけて

しまった。私たちは、ことばがなかった。

戻ってきたパツォウスカーと何とか会話する

手掛りをつかもうと、ミュリエルはありったけ

の作りかけのアイデアを見せた。その中で、 3

センチほどの小さな赤い線がグルっと伸びて、

すましたプリンセスの顔を描くという 2秒ほど

のアニメーションが、パツォウスカーの興味を

引いた。そして、それをきっかけにパツォウス

カーは、いろいろなアイデアを話し始めた。登

場人物をキャラクターとしてみるのではなく、

“形”としてとらえて、部分にズームしたり、ア

ンズームしたりしてみたら？ もっとスピード

を落としてゆっくり動かしたら？ 中央を芯に

してぐるっと廻す、切り取る、貼り付ける、な

どなど。作家に自分の作品を切り刻んだほうが

おもしろいと提案されて、私たちはいささか面

食らってしまった。

10月のフランクフルトのブックフェアで、も

う一度を作り直した作品をみてもらうことに

なったものの、それにしても、昨年秋から半年

間作りつづけてきたデモ版は、たった 2秒のア

ニメーションひとつしか認めてもらえなかっ

た。それがパツォウスカーとの初めてのミー

ティングの成果だった。

この気難しいアーティストと一緒に仕事をし

なくてはならないのかしら…

私はこれから続くだろう困難な道のりを想像

して、少々気持ちが重くなった。

絵本作家クヴィエタ・パッォウスカーとの長い旅

日本アルプスを間近に仰ぐ安曇野ちひろ美術館の庭に置かれたパ
ツォウスカーの石の彫刻。

初めての打ち合わせ。パツォウスカーの評価は散しかった。左から
江藤巌ニプロデューサー、松本猛ちひろ美術館館長、パツォウスカー
さん、ディレクターのミュリエル。

'97年秋 フランクフルトそしてパリ

メビウス賞グランプリ！

夏の間、私たちはパリと東京で何度かシナリ

オを往復させた。

そして、ミュリエルはパツォウスカーが「平

凡ね」と言ったものをすべて捨て去って、新し

いシーンを10画面用意した。「ズームしたり、ア

ンズームしたり、まわしたり、引き伸ばしたり

…」安曇野でのパツォウスカーの一言一言をヒ

ントにして、インタラクティブなアニメーショ

ンを作った。

'97年10月、私たちは世界一といわれるフラン

クフルトのブックフェアに、机ひとつの小さな
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フランクフルトブックフェア会場。 20万平米に11カ国から38万冊の
本や CD-ROMが並べられ、世界中から30万人が訪れる。

ブースを出展した。しかし、商品化するために

は、作品の仕上がりをどうしてもパツォウス

カーに認めてもらわなくてはならない。しかも

それを発売するためには、フェアで権利の買い

手がつかなければならない。クリアしなくては

いけないハードルは 2つもあった。日本から

たったひとりで乗り込んだ私は、少々心細かっ

た。

当地でミュリエルと合流し、フェアがオープ

ンして2日目、パツォウスカーは約束どおりに

ブースにやってきて、気難しそうな表情でモニ

ター画面の前に腰をかけた。いや、多分、私た

ちの緊張が彼女の表情を「気難しそう」に見せ

たのだと思う 。

「ビッグ ステップ」と、真剣な顔で、パツォ

ウスカーは言った。

そして、ゆっくりひとつひとつ、繰り返し画

面を見て、時折

「そうね、ここには、紙をクシャクシャッとま

るめる音、ここには紙の上で鉛筆を走らせる音

を付けたいわね…」

など、イメージを膨らませていった。

「ねえ、カズ、聞いた！ クヴィエタが“ビッ

グ ステップ”だって！」
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パツォウスカーが席を立つと、ミュリエルは

緊張から解き放たれ、はしゃいでいた。私は大

きな肩の荷を下ろした気持ちだった。

“ビッグ ステップ’'はビジネスにも訪れた。

会場内のカフェのまん前、というブースの好位

置も手伝って、「まよなかのおしばい」の展示に

は絶えず人だかりがあって、私たちは説明にて

んてこ舞いの忙しさだった。そんな中、 ドイツ

やスイスの電子出版社が具体的なライセンスの

購入を持ちかけてくれたのだ。

パツォウスカーは、それから毎日、少しでも

時間が空けばブースにやってきては、熱心に作

品をみてアドバイスを残した。その後もそうし

て彼女のアート・デイレクションを受けること

で、水平と垂直という直線的な動き以外を極力

切り捨てて、アニメーションは個性的な色を強

めていった。

フランクフルトから帰ると、「まよなかのおし

ばい」は未完成版ながら、パリで行われる第6

回国際メビウス賞にノミネートされたという、

うれしい知らせが届いていた。メビウス賞はEU

とユネスコがサポートするマルチメデイア・コ

ンテストだ。 3日間の開催期間内にノミネート

を受けた各国の40組のクリエーターが、サン・

ジェルマンの会場で審査員と聴衆を前に10分ほ

どのプレゼンテーションを行い、最終日にグラ

ンプリと部門賞が発表される。

翌11月、私はプレゼンテーションのためにパ

リを訪れることになったが、ちょうど同じ時、

パツォウスカーがパリの友人を訪ねることを

知ったので、ぜひ会場に来て欲しいと誘った。

作品の出来栄えにいささか自信があったし、プ

ラハから原作者を迎えることで「国際性」をさ

らにアピールできると考えたからだ。

「まよなかのおしばい」は 3日目のトップバッ

ターだった。発表直前にパツォウスカーが客席

後方のドアからそっと会場に入ってくるのが見



絵本作家クヴィエタ・パツォウスカーとの長い旅

えたので、私は勇気100倍、プレゼンテーション

の最後に、私は彼女を舞台に招き観客に紹介し

た。

「チェコ、フランス、そして日本。この作品を

共同制作している我々は共通の母国語を持ちま

せん。しかし、我々は色と形という『共通語』

でこの作品を作っています。そしてこの共通語

で子供たちに語り掛けたいと思います。」

前の晩に 1夜づけで暗記したフランス語で挨

拶すると、会場からは大きな拍手が沸き起こっ

た。

ともすると、英語が共通語となるコンピュー

タ・メデイアの世界で、ヨーロッパは、それぞ

れの文化をどう保ちながら、新しいメデイアの

表現をするのか、を真剣に考えていた。その結

果、多くの作品が多言語を収録し、全ての言語

に対応する方法を選んでいた。その中で「こと

ばを使わない」という逆転の発想は、喝采を浴

びた。それはとりもなおさず、パツォウスカー

の絵本の世界が共有するものだった。

その日の午後、私たちはグランプリをいただ

いた。

ミュリエルと私は、遠慮するパツォウスカー

の背中を押して、 3人で授賞の舞台へ上がった。

3つめの“ビッグ ステップ”だった。そして

ステップごとに、クヴィエタ、ミュリエル、そ

「まよなかのおしばい」はフランス・カンヌでも MILIA賞をいただ
いた。左から江藤プロデューサー、私、ミュリエル、プログラマー
のジャン・フィリップ＝プジョー。 (99年2月）

して私の絆は確かなものになっていったように

思う。

'98年夏プラハ

「アルファベット」のヒントを捜しに

毎年4月、イタリアのボローニャで子どもの

本の国際見本市が開催される。'98年、パツォウ

スカーは「アルファベット」でボローニャ絵本

賞特別賞を受賞した。その時、私たちはすでに

「まよなかのおしばい」に続いて「アルファベッ

ト」を CD-ROM化しようと考えていた。

い

＼
E〒羞

ロンドンでの個展で、パツォウスカーは絵本「アルファベット」の
原画を展示した。 (98年2月）

その夏、ミュリエルは作品のアイデアの断片

をすでにスケッチブックに書き溜めていたもの

の、「まよなか…」と違って、何のキャラクター

も登場しない、ともすると無機的な「アルファ

ベット」に、自分の心を寄せていく手がかりを

見つけることができず四苦八苦していた。私は、

9月の始めにミュリエルを誘って、プラハのパ

ツォウスカーのアトリエを訪ねることにした。

モルダウ川（チェコ語ではヴァルタヴァ川）

のほとりに開けるプラハは、あちこちに中世か

ら今日にいたる様々な時代の建築物を残す美し

い街だ。荘厳な教会、おとぎ話のお姫様が住む

ような尖塔、リズミカルな切り込み模様の扉、
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プラハ。モルダウ川のほとりの丘に建つプラハ城は歴史博物館に

なっている。

モルダウ川にかかるカレル橋の上では、画家が作品を並べる。

時を刻む石畳、彫刻が施された墓碑、木製の素

朴なおもちゃ、そして夜になると、街のあちこ

ちで上演されるオペラや人形劇。街中が文化財

そのもので、ユネスコの世界文化遺産に指定さ

れている。

プラハの北側の住宅地の一角、 5階建てのア

パートの最上階にパツォウスカーは小さなアト

リエを持っている。「朝食を食べないで来てね。

プラハスタイルの朝ご飯を用意するから。」

ベルを鳴らし、 ドアを開けて招き入れてもらっ

たアトリエの机の上には、ロールパンとハムと

チーズが用意されていた。パツォウスカーは、

パンを半分に割ってサンドイッチを作ってくれ

た。白い壁と画材とパツォウスカーの絵に囲ま

れて取る朝食は、まるで彼女の絵本の中で行わ
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れているお茶会のようだった。ただ、お茶を注

いだ不ぞろいのカップだけが、華奢な曲線やピ

ンクや水色の花模様に金の縁取りと、アール

ヌーボー調。およそ彼女の作品世界に登場しな

いものだった。

「これは、祖母が使っていたものなの。」

パツォウスカーは1928年にプラハで生まれ

た。第2次世界大戦前、プラハには「芸術家の

家」と呼ばれたアパートがあり、音楽家や画家

などの家族が暮らしていた。オペラ歌手を父に

持つパツォウスカ一家もその住人で、彼女は音

楽や絵や本に囲まれた少女時代を過ごしたとい

う。戦争が始まるとユダヤ人だった父は強制収

容所に送られた。クヴィエタは母がチェコ人

だったので収容所行きは免れたものの教育の機

会を奪われた。終戦後、奨学金を得て美術学校

へ行くが、夢見ていた建築家ではなく、絵本作

家として家計を助け、子育てをしながら活動せ

ざるをえなかった。しかし、多くの作家が西側

へその活動拠点を移す中で、彼女はプラハに留

まって絵を描きつづけた。

「祖母といっしょにク リスマスケーキを作っ

たのをよく思い出すわ。私が生地をこねていろ

んな形を作ると、おばあちゃんはそれをそのま

ま焼いてくれたの。多分これが私の創作の原点

ね。」

パツォウスカーはミュリエルの作品に批判や

評価を下すのではなく、常にアイデアをプラス

したり、方向を少し変えたりしていく。彼女に

自由にケーキを作らせてくれた祖母のように、

私たちの創造をサポートしてくれた。それは、

この仕事を通して、彼女が私たちに示してくれ

た一貫した態度だった。

私は、ボローニャで彼女から託された「アル

ファベット」についての詩の 1節を反蜀した。



どの文字も、自分の音をもっている。

どの文字も、自分の形をもっている。

どの文字も、自分の時間、自分の色をもって

いる。

どの文字が主役？

それはみんな。みんな大切。

そして、みんなの違いをみてね。

プラハのアトリエのパツォースカ。カメラマンの息子さんが撮影し
たもの。

'99春東京

子供たちとのコラボレーション

「アルファベ ット」はCD-ROM「ことばのな

い絵本」シリーズの一環なので、私は先の 2作

品の成果は全部生かし、加えて、何か新しいこ

とにトライしたいと考えていた。

'95年から'98年にかけて、世界中でエデュテ

イメント・ソフトが数多く発表されていたが、

それらのほとんどは、「マウスだけで扱える」と

いうことが、子供にも使える「簡単さ」の約束

事になっていた。「まよなかのおしばい」もマウ

スだけで操作できるようにデザインしたが、私

絵本作家クヴィエタ・パツォウスカーとの長い旅

の中には、

マウスだけで扱えることが、本当に簡単なの

だろうか？

という、疑問が湧き上ってきていた。「絵本は

子どもが始めて触れる美術館。だから見ても、

触っても、何かを書き込んでも楽しめる自由な

メデイアにしたい。」とパツォウスカーは言った

が、このCD-ROMもこどもがはじめてふれるコ

ンピュータソフトになるかもしれない。だから

なるべくコンピュータの能力を限定はしたくな

かった。私はミュリエルに、「アルファベット」で

はマウスだけではなく、キーボードでも、マイ

クでも扱えるようにしよう、と提案した。

ミュリエルとプログラマーのフレデリック・

デュリューは「まよなか…」とはまったく違う、

新鮮なアイデアで、その提案に応えてくれた。

数学の学位を持つ、物静かなプログラマーのフ

レッドは、スクリーンの中で凧を操ったり、光

と影の粒を動かしたり、パズルやゲームのアイ

デアを次々と実現してパツォウスカーを驚かせ

た。特にメニューのスクリーンは、キーを押す

と文字とその音が現れる。キーボードは、ピア

ノのキーのように弾くことができる。ゅっくり

長く。早く短く。 2ついっしょに。手のひらで

いっぺんに。左から右へ。右から左へ。上から

CD-ROM「アルファベット」の画面。マイクの声にあわせて、画面
のキャラクターが “O"と戯れ、ダンスする。
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下へ。斜めにキーなめるように。それぞれのタッ

チによって、現われる画像も音も違う。パソコ

ンは、このソフトで、絵の出るピアノに変身す

る。マイク歌いかけると、その声にあわせてス

クリーンの文字が体をねじったり、逃げ出した

り、踊ったりする。

私はそれを商品化する前に実際に子供たちに

遊んでもらい、反応を試したかった。子供たち

は、本当に戸惑わないか、マウス、キーボード、

マイク、どれも使えるけど、どれを使ったらい

のだろうか…と。

毎年春に、東京・青山の「こどもの城」で日

産自動車主催の絵本の展覧会が行われてい

る。'99年の3月、ここで完成前の「アルファベッ

ト」を展示し、子供たちに自由に触ってもらう

機会をいただいた。そしてここで私の心配など

は全くの杞憂に過ぎなかったことを知った。子

供たちは、すべての入力装置を自由に使うのだ。

時には、 3人がそれぞれを握って。時にはキー

ボードの前に 2人で座って「連弾」する。心配

や用意すべき順番はいらない。何人かで連弾し

たときに応じることができる「新しい楽器」を

プログラムしておけばよいことなのだ。私は、
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安曇野ちひろ美術館でパツォウスカーは地元の子供たちと2日間に
渡ってワークショップを行った。彼女の作った紙の彫刻に、子供た

ちが色を塗り、名前を付けて、パレードするというもの。 NHKほか
多くのマスコミもその様子を紹介した。

ここでの子供たちの反応をビデオに納め、パリ

に送った。ミュリエルは、ビデオに興奮したと、

すぐに電話をかけてきた。私たちのトライして

いることは、大丈夫、心配ない。

パツォウスカーは、子供たちとの大規模の

ワークショップを世界のあちこちで行ってい

る。'99年の 5月、安曇野ちひろ美術館でワーク

ショップを行った時、NHKのインタビューに答

えて、その意義を語った。

「子供たちから刺激されることはたくさんあ

ります。私の想像を越えるハッとするような色

の組み合わせや形を子供たちから教えられま

す。そんなふうに知っていることや教えられた

ことにとらわれず、思いのままを表現すること

が、美術にとって大切なことなのです。」

安曇野ちひろ美術館でのワークショップが大

成功に終わった後、パツォウスカーとミュリエ

ルは CD-ROM「アルファベット」の最後の仕上

げのために東京に滞在した。その時、パツォウ

スカーは、ミュリエルにそそのかされてはじめ

てコンピュータでアニメーションのプログラム

に挑戦した。紙を切って動きのイメージをつく

り、それをマクロメデイア・デイレクターでア

ニメーションにした。スクリーンのなかで、水



の上に浮いた木の葉のように揺れて、く つつい

たり離れたり するNの文字、大胆に分断されて

動く Jの文字、この 2つは70歳の画家が生まれ

て初めて創った CGだ。

ものすごい集中力で、 70歳と28歳の 3日間の

クリエイティブな東京合宿が終わった。 3日の

間、私が言うべきことはもはや何もなかった。

あのプラハのア トリ エのような静かで集中でき

る空間とおい しいお茶を用意するだけだった。

そして、お茶のお返しとしては大きすぎるけ

れど、翌2000年、私は 2つ目のメビウス賞グラ

ンプリと、AMDベス トプロデューサー賞をいた

だいたのだと思っている。

和江へ

FAXあリがどう。

「アルファベット」ど「まよなかのおしばしヽ 」

の仕事は永遠につづくテーマを私に与えてく

れました。日木で、ヨーロッパのあらこちで‘

たくさんミーティングをしましたが、どって

も刺激的でした。どう原作を保つのか、ある

し、は新たに創リなおすか、話し合し、ましたれ。

木当に真剣に。

名古屋の皆さんに紹介されるのはどても光

栄です。多分、 2003年には名古屋で小さな展

覧会を開くど思し、ます。（まだ良くわからなヽ ヽ

しtど‘・・・）

今年はどても忙しいの。17日からベニスに

行って、美術学校で特別授業をして、 28日に

戻ってきて、 31日からベルン。それからパリ

のコレクションの準備、フランクフルト、そ

して11月にノ＜リ…。

良しヽ夏を過ごしてくださし ‘o

絵本作家クヴィエタ・パツォウスカーとの長い旅

2001年8月15日プラハ

クヴィエタ

ねえ、クヴィ エタ、今度はどこで会いまし ょ

うか？ また、いっしょに新しい作品を創り

ましょう よ。
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名古屋港水族館が
ウオーターフロント開発に果たした役割

財団法人名古屋港水族館 管理部担当課長（名古屋港管理組合港営部） 杉坑甫 禾田彦

1 はじめに

私は生物の専門でもないし、建築の専門でも

ない。 3~ 4年のブランクはあったが、 1988年

（昭和63年）から、第 1期水族館の構想段階から

この水族館計画プロジェク トと関わりをもち、

さらに第2期計画プロジェク トにも参加し、早

10年が経過している。主として建設後の水族館

運営（経営）面からの計画策定にタッチしてき

たが、それでも10年近くやっていると、生物の

こと、施設面のことなど、自然と身についてく

る。特に当館で好評を博しているウミガメやペ

ンギンなどは今までほとんど意識の中になかっ

たが、動物に関する情報や知識も豊富になって

きた。

さて1988年と言えば、ちょうど日本経済バブ

ル崩壊の直前の時であった。その4年後の1992

年（平成4年） 10月に名古屋港水族館はオープ

ンした。開館以来、数々の稀少生物の繁殖実績

を残し、 8年5か月の2001年（平成13年） 3月

には1500万人の入館者を迎えた。21世紀に入っ

た平成13年11月に、第2期施設がオープンした。

第2期施設は、第 1期施設の構想段階において、

既に位置づけがされており、 1985年（昭和60年）

からスタートした水族館構想作りから数える

と、 16年の歳月が流れている。

これまでの物流中心の港湾から、人・物・情報

の交流拠点として、港湾が担う役割は大きい。本

稿では、名古屋港水族館の開発経緯を今一度整理

するとともに、その果たした役割と効果を分析し、

名古屋港水族館の特色などを述べることとする。
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2 水族館建設の意義と名古屋港
水族館の位置づけ

2-1 水族館の沿革

わが国に最初に誕生した水族館は、1899年東

京である。

現在、水族館として社団法人日本動物園水族

館協会に加盟登録している数は60数施設ある。

図lは、各園館の所在地を示したものであるが、

特に太平洋ベルト地帯の海岸線に沿って、分布

の数が多いことが分かる。しかも都市圏を除く

と、観光地への立地が多い。

戦後開館した水族館の沿革をみると、その時

代の経済社会と密接に関係を持ちながら開発が

進められており、大きく 3つの時期に分けるこ

とができる。

①第 1次期水族館 （戦後から30年代まで）

戦後の復興期に建設されたもので、敗戦で

何もなくなってしまった時代に、人々に娯楽

性と見たことのない生物への関心を与えた時

代の水族館である。

杉浦和彦
駈量峯魯i.’'盲漬靖＿

1947年5月 愛知県豊橋市で生まれる
1970年3月 愛知大学経済学部卒業
同年4月 名古屋港管理組合採用
1999年4月 勅名古屋港水族館出向

第2期計画施設開館業務に従事
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②第 2次期水族館（昭和40年代から50年代まで）

わが国は高度経済成長期を向かえ、所得も

増えた時代であった。レジャーという言葉も

日常化され、水族館施設もそのブームの波に

乗って、特に観光地に立地した。娯楽性がよ

り重視され、水族館施設とその他の施設とが

一体化し、マリンランドなる言葉も多く用い

られた。

③第3次期水族館（昭和60年代以降）

この年代に建設された水族館は複合的な特

色をもっている。第 1次期から二、三十年経

過し、耐用年数に達し、老朽化に対してリ

ニューアルを図る時期でもあった。また、従

前の観光地型から都市型へと立地条件も変化

した。一つには大都市港湾におけるウォー

ターフロント開発の一環として整備された。

港湾という広大な空間を利用して、館という

イメージから園へと広がりをもたせた（水族

館から水族園へ）。

さらに展示面での特色として、なんと言っ

名古屋港水族館がウォーターフロント開発に果たした役割

ても水槽の巨大化である。従前は生物ごとに

分けて展示するいわゆる汽車窓式水槽が主流

であったが、水槽の窓ガラスであるアクリル

ガラスの品質改良と濾過装置・水処理設備の

改良により、巨大な水槽が可能となり、生物

のさまざまな生態系を展示できるようになっ

た。

ただ単に生物を集めて展示するのではな

く、展示テーマを設定し、かつ体験型・参加

型の水槽等を取り入れ、最新の映像技術や照

明効果を駆使した展示など飛躍的な進歩を遂

げた。

またここ四、五年開館した水族館は、公共

施設として開発整備されている点も特徴とい

えよう。

以上みてきた各次期別に水族館を分類整理し

たものが、表 1である。この中で現在閉館して

存在しない水族館もあるが、そのまま掲載して

いる。また新たに全面的に改装した水族館は、

その時点での次期に分類した。

2-2 名古屋港の親しまれる港づくり

名古屋港水族館の開発整備の状況を記述する

にあたり、名古屋港の親しまれる港づくりに触

れなければならない。

名古屋港水族館が建設されているガーデンふ

頭は、かつては 2号地と呼ばれ、名古屋港が開

港した1907年（明治40年）当初から国際貿易港

名古屋港を代表するふ頭であった。中央埠頭、

東埠頭、西埠頭の 3つのふ頭に分かれ、戦前は

もとより、昭和30年代の高度経済成長まで活躍

を遂げた。 40年代に入り、稲永ふ頭や金城ふ頭

などの近代的な港湾施設が次々と開発整備され

ると、港湾機能も沖へ沖へと移り変わり、 2号

地三ふ頭は施設の老朽化と機能低下から、折し

もウォーターフロント開発が叫ばれた時期でも

あり、再開発への方向を余儀なくされた。

1973年（昭和48年）、「名古屋港二号地再開発
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第1次斯水族館

開館年 水族館名
位置

番号

昭和 28年 市立室蘭水族館 1 

28年 市立玉野海洋博物館 52 

29年 江ノ島水族館 25 

30年 鳥羽水族館 39 

31年 オホーツク水族館 3 

31年 蒲郡市竹島水族館 36 

31年 下関市立下関水族館 55 

34年 越前松島水族館 34 

34年 長崎水族館 閉館

38年 金沢水族館 閉館

第2次斯水族舷

開館年 水族館名
位置
番号

昭和 39年 あわしまマリンパーク 28 

39年 よみうりランド海水水族館 23 

39年 庄内浜加茂水族館 11 
39年 マリーンパレス（大分生態水族館） 61 
41年 姫路市立水族館 51 
41年 二見シーパラダイス 41 

41年 天草水族館ドルフィンワールド 62 

42年 下田海中水族館 27 

42年 秋田県男鹿水族館 ， 
43年 京急油壺マリンパーク 24 
43年 稚内市立ノシャップ寒流水族館 4 
44年 太地町立くじらの博物館 45 

44年 串本海中公園センター 44 

44年 屋島山上水族館 56 

45年 志摩マリンランド 40 

45年 東海大学海洋科学博物館 29 

45年 鴨川シーワールド 18 

45年 大洗水族館（茨城） 16 
47年 宿毛市海洋博物館 閉館

48年 犬吠崎マリンパーク 1 7 

49年 小樽水族館 2 

50年 高知県立足摺海洋館 57 

51年 国営沖縄記念公園水族館 63 
53年 サンシャイン国際水族館 21 
55年 南知多ビーチランド 38 

55年 広尾海洋水族科学館 5 

55年 上越市立水族博物館 14 

56年 魚津水族館 31 

56年 宮島町立宮島水族館 54 
57年 サンピアザ水族館 6 
57年 のとじま臨海公園水族館 33 

57年 碧南海浜水族館 37 

57年 和歌山県立自然博物館 47 

58年 寺泊町立水族博物館 13 

58年 青森県営浅虫水族館 8 
58年 さいたま水族館 19 

第3次翔水族舷

開館年 水族館名
位置
番号

昭和 61年 伊豆アンティランド 30 

62年 神戸市立須磨海浜水族園 49 

63年 小山海洋水族館 15 

平成 元年 マリンワールド海の中道 59 

元年
境ヶ浜マリンパーク・フローティング

53 
アイランド水族園

元年 宮津エネルギー研究所水族館 43 

元年 東京都葛西臨海水族園 20 

2年 鳥羽水族館（新館） 39 

2年 大阪・海遊館 48 

2年 登別マリンパークニクス 7 

2年 新潟市水族館マリンピア日本海 12 
3年 しながわ水族館 22 
4年 名古屋港水族館 35 

5年
横浜・八景島シーパフダイス

65 
アクアミュージアム

5年 蓼科アミューズメント水族館 66 
6年 千歳サケのふるさと館 67 
8年 滋賀県立琵琶湖博物館 42 
9年 虹の森公園おさかな館 68 
9年 かごしま水族館 69 

12年 島根県立しまね海洋館 70 

12年 ふくしま海洋科学館 71 

13年 下関市立しものせき水族館「海響館」 55 
13年 名古屋港水族館（第2期） 35 

戦前開舷

開館年 1水族館名

マリンピア
京都大学白浜
桂浜水族館
城之崎マリンワールド

伊豆三津シーパラダイス

悶―
-10
-祁
-58
-50
-26

表1 水族館開館史 （平成13年10月現在）
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計画」が策定された。その骨子は老朽化した三

ふ頭を全面的に改造し、市民のための公共用地

として開放するもので、これまでの港湾物流機

能の整備に加え、市民参加の場を創造する第一

歩のスタートとなった。

1976年（昭和51年）には、名古屋港を親しま

れる港とするための望ましい諸施設の建設につ

いて、さまざまな角度から検討するため、各界

各層の参加を得て、「親しまれる港づくり懇談

会」が設置された。同懇談会の提言を受け、1978

年（昭和53年）には「親しまれる二号地ふ頭再

開発計画」が策定され、その主なものとして、

港に親しめる魅力あるシンボルゾーンの整備、

海事思想の普及に役立つ展示室や港を一望でき

る展望室の整備などが織り込まれ、具体的な諸

施設が順次整備された。

1983年（昭和58年） ガーデン臨港緑園の整備

1984年（昭和59年） 名古屋港ポートビル（名古

屋海洋博物館、展望室等）

の設置

1985年（昭和60年） 南極観測船ふじの設置

1986年（昭和61年） ポートハウス（無料休憩施

設）の設置

当時、名古屋港ポートビルのオープンは、来

港者誘引に大きく貢献し、名古屋港のイメージ

を変えた施設として注目された。

この時期にすでに水族館建設への要請が、港

区公職者から名古屋港管理組合議会に請願書が

提示されており、 1984年（昭和59年） 11月に請

願が採択され、いよいよ名古屋港水族館建設の

第一歩を踏み出した。

2-3名古屋港水族館の開発体制

名古屋港水族館の開発体制は、基本構想づく

りから始まった。1985年（昭和60年）水族館関

係者のならず、作家、建築家、芸術家、学術研

究者、経済界、行政機関等各界の有識者から構

成された構想委員会が設立された。また建設が

名古屋港水族館がウォーターフロント開発に果たした役割

愛知県、名古屋市及び名古屋港管理組合の三者

の出資によって行われたため、予算、運営等の

調整を図る連絡調整会議も設置された。

一方名古屋港管理組合議会においては、全議

員による水族館特別委員会（通称「水特」と呼

ぶ。） が設罹され、報告審議が行われた。

1990年（平成2年）には名古屋港水族館の管

理運営を行う財団法人名古屋港水族館が設立さ

れ、準備の後、 1992（平成4年）年10月29日に

オープンを迎えた。

さらに、オープンの熱気が続いる1993年（平

成 5年）には、すでに議会において「水族館の

第2期整備等について」の請願が出され、採択

された。

同時に名古屋港管理組合内に調査委員会を設

置し、基礎調査に着手した。

第1期同様に、平成6年には「水特」が設置

された。

1998年（平成10年）に第2期施設の建設工事

に着手、 2001（平成13年）年 3月には完成し、

同年11月に 1• 2期合わせた当初の構想が完成

した。

3 名古屋港水族館の特色

名古屋港水族館は、種の保護・保存、繁殖と

研究体制の確立、その成果を具現化するため、

展示に反映といった一貫したストーリーを展開

している。従来、水族館・動物園では、珍獣・

奇獣が持て囃されたり、あるいは種類や数の多

さを競い合ったりしていた中で、名古屋港水族

館は、展示テーマに沿って、より自然に近い環

境を再現し、彼らの生きざまを展示することを

基本としている。この精神は第 2期施設にい

たっても同様である。ここでは、その特徴を第

1期施設（現施設）、第 2期施設ごとにみるこ

とにする。
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3-1 第1期施設（現施設）の特徴

く展示テーマ＞

日本から南極に至る南極観測船ふじがたどっ

た航路に沿ってストーリーを展開し、日本の海、

深海、赤道の海、オーストラリア、南極の海の五

つの水域、地域に生息する生物を展示している。

く稀少生物などの繁殖 ・保護＞

ウミガメ、極地ペンギン、南極オキアミなど、

飼育下において繁殖を試み、成功している。

く自然環境を再現した展示水槽＞

•黒潮大水槽

流木、イワシの群生、カツオ・マグロの回遊

を再現

・サンゴ礁大水槽

サンゴ礁と熱帯魚、潮の干満や波の再現など

・ウミガメ回遊水槽と産卵場

産卵ができるように館内に砂浜を再現。毎年

1500個程度の産卵がある。

・オーストラリアのテラリウム水槽

オーストラリアにある川辺の景観を再現、定

時にスコールを降らせる。

・ペンギン水槽

室内は零下2~4度の世界、降雪や生殖周期

を狂わせないように光や季節をコントロール

している。繁殖に成功。

く参加型水槽や映像技術の採用＞

・「日本の海」の個水槽

潮間帯水槽の拡大レンズ、光の到達実験、魚

の向流性、カレイの体色変化、ヘルメット水

槽、マイクロアクアリウム（付着生物の顕微

鏡による拡大）などの参加型水槽

・深海ギャラリー

深海底の生命世界を三次元映像で再現

・深海艇「アビス」号

海底探査シミュレーションゲーム

・常設映画館「オーシャンシアター」

58 

IMAX映像 (17mX23mのスクリーン）によ

る映像疑似体験

く研究施設の併設＞

本館横にカメ類繁殖研究施設を併設し、ウミ

ガメのふ化など繁殖研究を実施。

3-2 第2期施設（新館）の特徴

第2期施設は、現施設の展示テーマ「南極ヘ

の旅」との連続性を持たせながら、さらに広が

りを加え、人々が楽しみながら躍動感ある大型

の海洋哺乳動物（鯨類）と接して、野生生物の

生命の大切さが自覚できるような飼育展示を考

えており、あわせて繁殖保護活動、教育啓蒙及

び研究活動を展開していく 。

展示テーマは、「35億年 はるかなる旅」～

ふたたび海へもどった動物たち～とし、永い生

存競争の歴史の中で生き抜いてきたシャチ、イ

ルカなどの鯨類を中心に、その生態や人間との

関わりなどを、生息環境ごとに展示する。 21世

紀を迎え、これからの地球環境における彼らと

の共存を考える契機となればと考えている。

以上のコンセプトを具現化するため、次のよ

うな特徴をもたせている。

く展示ゾーン＞

①大 洋シャチの飼育展示ゾーン

②日本の海バンドウイルカの飼育展示ゾ

ーン

③オーロラの海 ベルーガの飼育展示ゾーン

④進化の海骨格標本、鯨類の進化の過程、

バンドウイルカのプール



バンドウイルカのプール

生態などを展示解説する「＜

じらの博物館」

⑤そ の 他休憩施設しおかぜ広場の設置

く世界最大級のプール＞

飼育環境、繁殖を配慮して、プールの規模を

世界最大級（水量： 13,400t、長さ60mX幅30

mX水深12m) とし、また遊泳しやすくするた

め、プールの形状を楕円形にしている。

またメインプール周辺にはシャチが生息して

いる海岸の景観を再現している（柱状節理、モ

レーン、海鳥の巣など）。

く世界最大の水中観察窓＞

メインプールの側面に、水中観察窓（縦4m

x横29m)を設置し、彼らが進化の過程で獲得

したすばらしい形態、水中での遊泳行動や生態、

あるいは優れたコミュニケーション能力などが

ベルーガのプール

名古屋港水族館がウォーターフロント開発に果たした役割

くじらの博物館

観察できる。（収容人数： 400名）

その他、観覧用として 7ヵ所、飼育展示用と

して13ヵ所に観察窓を設置している。

く大型映像を使用したパフォーマンスの展開＞

メインプールの観客スタンド正面に大型映像

装置を設置し、普段観察が難しい動物の生態や

自然界での様子、テレビカメラのクローズアッ

プによる観察、あるいは躍動感ある鯨類の動き

に連動した映像をハイビジョンの大型画面に上

映する。（ハイビジョン対応LED大型デイスプ

レイ装置 ：画面サイズ 縦7.9mX横14m、633

インチ、 77万画素）

くその他＞

・医療検疫施設の充実

動物の健康管理、治療などの治療用プール

3ヵ所、処置室、レントゲン・手術設備等

メインプールスタンド
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•動物とのふれあいの場（プールの浅瀬 4 所）

・くじらの博物館併設

「進化の海」のゾーンにシャチ、マッコウク

ジラなどの骨格標本展示やシャチの生態・進

化の過程などを特殊立体映像装置で展示解説

する。

4 名古屋港水族館の運営

4-1 入館者推移

名古屋港水族館の運営は財団法人名古屋港水

族館が行っている。地方自治法に定める「公の

施設」で、その管理に関する事項は、設置者で

ある名古屋港管理組合の条例に定められてい

る。その設置目的の中に、「水族に関する知識

を広め、水族への親しみを深めることにより、

住民の自然環境に対する意識の高揚を図るとと

もに健全な余暇の活用に資する」と記されてい

る。

この目的に沿って、財団は水族館の管理運営

を行うとともに各種事業に取り組んでいる。

年間入館者は、昨年度123万人であった。全

国規模からすると、第4位である。過去の推移

を全国の主だった水族館と比較したものが、図

2である。また図の上段に水族館への参加率（全

人口に対する全館入館者数の割合）を付記して

いるが、主な水族館の入館者の推移、参加率の

推移ともにほぼ同様な動き方を示している。平

成元年ごろから日本各地に新しく水族館がオー

プンし、水族館ブームとさえ言われた時期も

あったが、現在ではほぼ平静さを保ちつつある。

第 1期計画ではオープン当初の入館者数を

150万人、平年次100万人を想定していたが、初

年度はその2倍の300万人であった。第2期計画

では初年次315万人、平年次165万人を想定して

いる。

500 

一量→毎遊館

-*ー｝＼景島シーバラダイス

一葛西臨海水族園

ー・ー名古屋港水族館

400ト・1号島羽水族館
一須磨海浜水族園

―←—鴨川シーワールド
→←マリンワールド海の中道
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図2 国内主要水族館の入館者数と水族館への参加率の推移
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4-2 運営経費と振興基金

水族館にかかる運営経費は、ほとんどを入館

料収入で賄っていくことを基本としている。現

在、料金は大人2,000円、小中学生1,000円、幼

児500円であり 。オープン当初は、入場者数も

多く、収入も期待できるが、年を経ていくとと

もに安定してくる。

このような事態に対処していくため、 1993年

（平成5年）に「名古屋港水族館振興基金」制

度を設け、入館料収入と運営経費との収支差額、

寄附金等を基金として積立てしている。

その使途については、①水族館の展示効果を

向上させ、高質なサービスの提供のため、 ②希

少水族の入手や生態等の学術研究のため、 ③水

族館施設の充実あるいは利用効果の向上のため

など、水族館の振興事業に役立てるものである。

個人、法人を問わず申し込みが可能であり、展

示施設を充実していくために基金への参加を願

うものである。

4-3 第2期施設のオープンにあたって

第1期施設オープン当初から、名古屋港水族

館にはイルカはいないのとか、シャチとかジュ

ゴンなどの大型の動物を展示して欲しいといっ

た要望がかなりあった。

第2期施設ではそれらの要望に対応し、計画

が進められてきたが、従来イ ルカなどの海洋哺

乳動物の展示は、ショー的要素が強いあまり、

彼らにとってはほんのわずかな時間でしかない

水上での行動を、敢えて強調する ような展示が

行われてきたことから、第2期計画ではそのよ

うな方向から脱却し、彼らの水中における生態

や行動なりを自然に近い状態で観覧できるよう

に、施設面、運営面から配慮している。

動物たちがも っている本来の習性なり運動能

力を引き出すことは行うが、その行動を歪曲化

したり、あるいは矮小化したりする ようなパ

フォーマンス （演出）は考えていない。われわ

名古屋港水族館がウォーターフロント開発に果たした役割

れは、敢えて世界最大級の巨大なプールとその

側面に水中での生態観察を可能とする巨大な水

中観察窓を、そしてより多くの人たちに彼らの

生態が理解できるように巨大な映像デイスプレ

イ装置を、さらに繁殖可能な施設への配慮、医

療 ・治療設備の充実などを施している。

21世紀を迎え、われわれ人間と同様、同じ地

球に住む彼らとの共存を図っていくために、こ

の地球環境をともに考えていく契機となること

を願って止まない。そんな願いを込めて、名古

屋港水族館第2期施設は、 11月1日にオープン

した。
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ヴィエトナム国事情

-JICA専門家派遣を終えて一

名古屋市上下水道局 ・元JICA専門家杜引I博哺ヌ

1 はじめに

2000年10月より2001年 1月まで水道技術に関

する JICA（国際協力事業団）短期専門家として、

ヴィエトナム国に派遣された。昨今のアジア

ブームの中で、シンガポール、タイ、インドネ

シア、マレーシア等に続き、ヴィエトナムも盛

んに雑誌やCM等で紹介され、訪れる観光客も

近年、急増していると聞く。

こうした状況の中、都市の基幹施設たる水道

の技術支援を目的に 3ヶ月という短い期間では

あるが、ヴィエトナムに赴任した。個人的には、

レジャー旅行を除き、海外勤務は初めての体験

であり、戸惑うことが多かったが、微小ながら

の貢献・協力と得るものも少なからずあったと

感じている。

今回、機会が与えられたので、ここに、あら

ためて雑感を交え、振り返ってみたいと思う 。

2 ヴィエトナム概要

(1)民族、歴史

ヴィエトナムは、多民族国家であり、その数

は54にのぽる。約90％がキン族で圧倒的多数を

占め、 10％が少数民族ということになる。その

多くは山岳地帯に暮らしている。政策上、少数

民族は、配慮・優遇されている。華人（華僑の

子孫）も多く、ホーチミンのチョロン地区には

中華街が形成されている。全体の人口は7130万

人、首都ハノイは306万人、南部のホーチミンは

392万人である。公用語としてはヴィエトナム語
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となっているが、少数民族は独自の言語を持っ

ている。

宗教的には、憲法で信仰の自由を保証してお

り、多種な宗教が信仰されている。最も多いも

のが仏教で、特に大乗仏教が主流である。その

ほかには、カトリック教、儒教、道教、プロテ

スタントがある。こうした宗教信仰に先立ち、

民間信仰として根付いているものに、先祖崇拝

が挙げられる。ほとんどの商店、家庭では神棚、

祠を設けており、供え物を欠かさない。

近代史的には、大まかに 3つの区分で分けて

考えることができる。 1つめは、1858年～1945

年のフランスによる植民地支配である。独立へ

の抵抗活動が数々あったが、その中で登場した

のが、都市の名前にもなったホー・チ ・ミンで

ある。彼はフランス滞在中、レーニン主義に出

会い、植民地解放運動と共産主義を結びつけた。

その後、ヴィエトナム共産党を設立し、 1945年

の独立へと導いた英雄である。 2つめの時代は

1945年～1975年にわたる冷戦時代の分断国家時

代といえる。ハノイを中心とした北ヴィエトナ

ムは中国、旧ソ連など東側に援助された共産主

ヽ

桂川博志
9贋司吋湿疇帷配9_
1964年名古屋市生まれ。1 1986年京都大学土木工学科卒業。

＇」」 同年4月、名古屋市役所入所、水道局に配属。
如汗現在、上下水道局配水部に勤務。



義に基づき、 一方、サイゴン（現ホーチミン）

を中心とした南ヴィエトナムは、アメリカなど

西側諸国に援助された自由主義を唱えた。 1960

年にはいわゆるヴィエトナム戦争が勃発し、

1975年まで続いた。ヴィエトナム解放軍とアメ

リカ軍との衝突は、ここで記すまでもなく、枯

葉剤、ゲリラ活動に代表されるように、両者に

悲惨な結果をもたらした。サイゴンが陥落した

翌年1976年には首都をハノイとするヴィエトナ

ム社会主義共和国が誕生し、南北統一を果たし

ている。

3つめは、危機の時代からドイモイ（刷新）

政策への転換の時代である。統一を果たした後、

旧来の社会主義モデルに基づき、成長を図った

が、資本援助が乏しく、国際的にも孤立していっ

た。労働意欲も薄れる中、大きな路線転換を迫

られた。その後1986年の共産党大会においてド

イモイ路線を採択。市場システムの活用ととも

に非社会主義国への開放政策へと転じている。

経済成長も著しく、 1995年にはASEAN加盟、

続いてAPECへの加盟と勢いづき、今日に至っ

ている。

(2)地形、気候

面積は33万平方キロで、九州を除いた日本国

土と同等であり、インドシナ半島の東に位置し

ている。 S字型の南北に細長い国で、北端から

南端まで1650kmあり、日本で言えば、北海道と

本州南端までの距離に相当する。北側は中国に、

西側にラオス、西南部にはカンボジアと隣接す

る。国土の4分の 3が山岳地帯であり、中央部

に位置するハイヴァン峠で南北に分けることが

できる。南部は「メコンデルタ」と呼ばれる大

小多数の河川を有する肥沃なデルタ地帯となっ

ている。

気候的にも、この峠を境に北部は亜熱帯に属

し、四季の変化がある。夏期には気温30度、湿

度90％にまで至るが、 1月から 3月の冬季には、
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10度前後まで冷え込む。一方南部は熱帯に区分

され、ホーチミンの平均気温は26度。雨期 (5

~10月）、乾期 (11~4月）がある。私の場合、

10月から 1月までホーチミンで滞在したため、

雨季、乾季両方、体験することができた。いず

れにせよ、日本の夏よりはしのぎやすかった。

(3)政治、経済

政体としては、社会主義共和制をとっており、

国家主席が元首。その他、首相と国会議長によ

り国家機構が形成されている。政党は共産党一

党支配である。また、地方行政は省、中央直轄

市 （ハノイ、ホーチミン）、県、村というレベル

で運営されているが、代議機関として人民議会

があり、議員は選挙で選ばれる。行政としては、

人民委員会と呼ばれる組織があり、日本で言え

ば、市役所に相当する。

経済分野では、前述したようにドイモイ政策

により、大きく様変わりした。米輸出はタイに

続いて世界第二位、南部沖で生産される石油は、

日本を含む18カ国に輸出している。1994年には

アメリカによる経済封鎖が解除され、成長のは

ずみとなった。なお、日本のヴィエトナムヘの

ODA供与は世界一である。市場経済では国営企

業運営の非効率性があったため、民間部門が急

成長している。こうした状況の陰で、都市部と

農村地区あるいは、裕福層と貧困層との格差が

顕著になりつつあり、社会問題化している。

3 JICA業務

正式には、「ヴィエトナム社会主義共和国南部

地域における水道分野訓練センタープロジェク

トに向けたミニプロジェクト方式による技術協

カ」の一環として、行われる業務の内、上水道

技術訓練プログラム（水道管路の維持管理）の

専門家としての任務であった。
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(1)水道技術支援の背景

ヴィエトナム全人口7200万人で約1500万人が

都市部に生活しており、水道供給人口は500万人

に過ぎない。三割程度の普及率であり、非常に

低い数値である。例えば、ホーチミン水道公社

の場合、普及率52.5%、日最大給水量73万 トハ

無収率32％であり、需要に比べ、供給が追いつ

いていない。

同国建設省が提唱する2000年達成目標は、普

及率65~70%、給水量100~120認／人／日、無

収率25％となっている（日本の場合、普及率ほ

ぽ100%、給水量250'は／人／日、無収率10％未

満）。水道分野の職員の能力向上のために、都市

計画、エンジニアリング、財政および経済の訓

練課程が、全国のあらゆる階層で強く求められ

ている。 2000年までの短期計画では、大都市当

局や水道公社の幹部向けに都市水道計画、経営

および技術分野の訓練課程を開設すべきとして

いる。

水道の役割は、生活を快適にし、産業を発展

させるばかりでなく、衛生的な環境を創造し、

適切な労働環境を生み出すことであり、言うま

でもなく、都市の生命線ーライフラインである。

ハノイを中心とする北部地域においては、すで

にフランス政府による援助により、訓練セン

タープロジェクトが進んでおり、水道事業・公

衆衛生の発展に貢献しているものの、ホーチミ

ンをはじめとする南部地域は水道分野に携わる

人材育成が急務となっているため、本プロジェ

クトが締結された。

(2)配属機関とカウンターパート (C/P)

具体的には、配属機関はヴィエトナム国建設

省ホーチミン市第2建設大学校であり、その大

学校に所属する教官がカウンターパートとして

選任されている。我々、JICA専門家は彼らを通

じて、技術移転を図ることになる。よって、最

終的にはプロジェクト終了後、彼ら C/Pが、水
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道技術訓練の実質的指導者として、南部各水道

公社の幹部や技術者に対し、そのスキルを高め

るため、実際のトレーニングを行う。

我々、日本人専門家はリーダー 1名、長期専

門家（水道計画及び水道経営、東京都水道局）

2名、そして私が無収水量低減の短期専門家と

いう構成である。さらに第三国専門家として、

タイ、インドネシアからの専門家も加わった。

大学は、ホーチミン市内北東に位置する THU

DUC区内にあり、ホーチミン市の中心市街地か

ら車で約40分の場所である。 1976年に全国に 5

つある建設省の技術学校の一つとして、建設関

係の技術幹部育成を目的に設立された。 1999年

4月に第2建設大学校（カレッジクラス）に昇

格した。生徒数は約3,000人、教師数は約65名で

ある。

専門家と C!Pの事務所は大学寮を改造した

もので、エアコン等の設備はあったが、スコー

ルによる浸水、ネズミの出没、突然の停電など、

十分に快適といえる環境ではなかった。

(3)具体的任務

私の業務は、技術者、管理職等を対象に設け

られるアドバンスドコース科目（水道計画、水

道経営、無収水量低減）の中で、無収水量低減

に向けた漏水防止技術を移転するため、訓練

ヤード（漏水探査、管路布設）を完成させると

ともに、これに伴う訓練カリキュラム及び教材

の助言・提言を行うものであった。以下、具体

的に記述する。

〇漏水探知訓練ヤード2 （配水管を対象）の舗

装を施工し、完エさせるとともに漏水探知訓

練ヤードの最終チェックを行うこと（業務A)

漏水探知ヤード2は舗装前に、各漏水探知機

器を用いて、漏水音の確認を行った。電子式漏

水探知機では確認できたが、聴音棒などの単純

な機器に関しては、低水圧（約1.2Kgf / cnr)の



本プロジェクトの水道技術トレーニングヤード

ためか、かなり聴き取りにくい場面があった。

ヤード l （舗装完了）では、聴音しやすいこと

を考えれば、舗装施工により、ヤード 2でも、

かなり漏水探知状況が改善されるものと推測す

る。

舗装は、アスファルト舗装（厚さ80mm)で約

200対を施工する計画を立て、C!Pは設計及び積

算を行った。

〇管布設訓練ヤードを完成させること（業務 B)

C/Pとの打ち合わせ及び調整を行いながら、

管布設訓練ヤードの設計を行った。

基本設計はすでに出来上がっていたものの、

CIPとPVCの直線配管のみの内容であったた

め、実習の意義をより深めるとともに現場での

応用が利くように、立体配管が組めるようなデ

ザインを助言し、追加した。

具体的には可搬式の管台（上下左右に管心を

可変できるような構造）を作成し、ひねり配管

等の訓練が行えるものとする。管種についても

CIPからより実際的な DCIPに変更した。また、

実際の訓練では、水圧試験まで行うため、排水

溝を設置し、水はけを良好にするよう計画し、

設計積算に盛り込んだ。加えて、ヤード全体が

直射日光にさらされており、展示ヤードのPVC

管等にもダメージが見られること、あるいは漏

水発見実習や配管訓練実習にも悪影響が懸念さ

ヴィ エ トナム国事情

れるため、前任者の引継ぎにもあったように、

ヤードを覆う屋根の設置も計画した。

0訓練ヤー ドの実習と使用機材の確認を行うこ

と （業務 C)

漏水探知機等の供用機材を改めて事前に

チェ ックし、乾電池電源等の不備を発見し、動

作状況を専門家サイドで確認した。

C/Pには、漏水発見のガイダンス、機器等の

原理や使用方法について説明を行った。次に漏

水探知ヤード2の漏水音チェックをかねて、実

際に機器を使用し、現場での作業活動を実践し

てもらった。このように機器使用を通じて漏水

調査、管位置探査など水道管路の維持管理に関

する基礎的な技術移転を行った。

なお、実際に現場で使用した機材は漏水探知

機、サウンドバー、聴音棒、ボーリングバー、

管路探査機の実習

65 



Urban • Advance No.23 2001. 11 

タイの専門家による講義

鉄管探知機である。

また、タイからの専門家である Mr.Viroon氏

に協力を仰ぎ、漏水探査の基礎的な講義を行っ

た。彼は、タイ水道技術訓練センター (NWTII)

の経験を活かし、漏水音の種別、判別法などに

対象を絞って説明を行った。特に基本となる聴

音作業については、経験が最重要だが、OHPや

実際の漏水音デモテープを活用しつつ、ほぼ全

員の C/Pに対し、わかりやすく、的確に伝える

ことができたと考えている。

加えて、こうした実習確認と並行する形で訓

練プログラムの具体的な検討を行った。これは、

ヤード全体が完成した後、各水道公社の技術ス

タッフ等のスキルを養成するための基本的な計

画である。何度も C/Pと打ち合わせを行いなが

ら、3週間の訓練メニュー (Notspecialized per-

son未経験者を対象）と 2週間の訓練メニュー

(Specialized person経験者を対象）の 2つに分

類し、基本的な研修事項を作成した。

この中では、漏水防止（漏水探査技術、漏水

修繕）と配管施工（配管接合、切管算出、異形

管防護、給水分岐、水圧試験）とに大別し、そ

れぞれ、講義と実習を含めた形をとっている。

0シラバス・カリキュラム作成のための情報収

集と整理 （業務 D)

この業務に関しては、南部を中心とする各水

rt9
:

¥

 

亡、
i

Dong Nai水道公社のガイダンス

道公社の実情把握と問題点の調査であり、今後

のシラバス・カリキュラム検討、作成の直接的

な基礎とするためのものである。

ミニプロジェクトが始まって以来、各水道公

社に関する調査が数回、行われている。しかし、

前回の郵送による質問票の回答が予想以上に悪

かったことを考慮して、今回は、訪問する対象

を絞り込み、掘り下げた形で現状把握すること

とした。

質問票は専門家（経営、計画、無収水量）お

よびC/Pで確認しあいながら、断片的なもので

はなく、各分野で体系立てて構成した上で、事

前に送付した。よって、 C/Pとの協議あるいは

各専門家間の連携に多くの事前労力をかけるこ

ととなった。

第 1番目の訪問公社はホーチミン市北の

Dong Nai水道公社であった。まず、 DeputyDi-

rectorのMr.Hoc氏の挨拶及び事業全体の概要

説明を受け、いくつかの質疑をおこなった。そ

の後、庁舎併設の BienHoa Water Treatment 

Plantを視察し、午後からは、 LongBinh Water 

Treatment Plant, Long Binh Intake Pump Sta-

tionを訪れた。

説明によると、その他2箇所で新浄水場の建

設が行われている。

なお、 DongNai水道公社からの回答は、 C/P

とともに分析・協議を行い、再度、疑問点なら
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Bien Hoa Water Treatment Plant 

Long Binh Intake Pump Station 

びに詳細について質問票を送付することとし

た。

0 VWSA-Vietnam Water Supply & Sewerage 

Association国際セミナーヘの参加（業務 E)

VWSA総会は、 11月30日（木）～12月3日（日）の日

程でハノイ市ホリゾンホテルにおいて開催され

た。

セミナー出席に先駆けて、 11月28日因に建設

省国際協力課DeputyDirector GeneralのMr.

HY氏、 OfficialのMs.MYさんを訪問し、 JICA

活動の状況や C/Pとの協調関係などについて、

意見交換を行った。

11月29日困には、JICAハノイ本部を訪れた。

担当の菊池氏が休暇中であったため、業務を引

き継いだ井代氏と打ち合わせを行った。特に、

今回の担当業務の中で意思疎通が充分できな

ヴィエトナム国事情

かった訓練ヤード施エ（前述の業務A、業務B)

については、その必要性を説明し、実習計画等

に支障のないよう、早期着手を依頼した。

総会は、第 1日目 8:30から予定通り開始さ

れた。会場には、メインホールに加え、水道、

下水道分野にかかわる各国企業のブースも設け

られていた。

ヴィエトナム側の挨拶等に始まり、アジア開

発銀行、デンマーク、英国、フィンランド、フ

ランスなどの欧州各国代表の挨拶が続いた。ま

た、JICAの挨拶も行われ、セ ッションが始ま っ

た。初日は上下水道合同で、プレゼンテーショ

ンが行われた。開発状況や経済的背景など概括

的な話が多かった。

2日目には水道分野と下水道分野にグループ

化され、水道分野のセッションに参加した。午

前は主にヴィエトナム各省の現況説明や運営状

況の紹介が多く、午後からは、欧米各国のコン

サルタント企業をはじめ、民間企業によるプレ

ゼンテーション （マッピングシステム、漏水探

査技術、電磁メータによる計量技術など）が行

われた。

3日目からはテクニカルヴィジッ トに参加し

た。ハノイから車で 1時間半ほど東にある Hai

phong水道公社を訪れた。DirectorMr. LUY氏

のプレゼンテーション 【WaterNon-revenue 

Prevention Through the Model of Ward Man-

VWSA国際セミナー
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Hai Phone水道公社の拡張工事

agement】が行われ、興味深く拝聴した。その

後、庁舎併設の浄水場を視察し、現在拡張工事

が行われている急速ろ過池等を見学した。完成

予定は年内ということであった。

0その他業務 （業務 F)

JICAホーチミン事務所の伊藤調査員より、

チョーライ病院の設備改修計画（上下水道設備）

について、専門家の助言を仰ぎたい旨、連絡を

受け、長期専門家の椿本氏とともに現場視察を

行い、今後の対応について、検討することとなっ

た。

チョーライ病院院長Dr.Viet氏のガイダンス

• 

チョ ーライ病院の集中治療室天井 （排水管の漏水）
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を受け、現場設備の確眩を行った。同病院は日

本の協力の下、設立されたものであり 、その後、

衛生施設に問題が生じたため、数年前、日本の

ゼネコン、ハザマによ って補修工事が行われた。

しかしながら、補修後も トラブルが発生したた

め、今回、 JICAへ調査依頼が行われたものであ

る。

現状を確認したところ、排水管の接合部分等

からの漏水であり、水回りはもちろんのこと、

階下の病室や集中治療室にも影響が及んでい

た。直接的な原因は即答できるものではなかっ

たが、排水系統の設計施エミスあるいは、ごみ

等による閉塞に起因することも考えられると指

摘した。積算についても人件費を含め、施工範

囲など改めて検討する必要があると述べた。さ

らに、実際の施工監理については第三者のコン

サルタントに委託するなど、適正な補修工事の

施工についても助言した。

(4)業務総括

携わった業務は、大きく 2つに分けられる。

①訓練ヤードに関わる業務（ハードウェア中心：

業務A、B) と、 ②訓練プログラムに関わる業

務（ソフトウェア中心：業務 C、D)である。

①に関しては、着任以前に数名の短期専門家

が携わっており、着任段階ではヤードのおおよ

そ半分が施工完了していた。担当業務は、残っ

た部分の施工遂行であった。C/Pとの協議・理

解を経て設計概念が作成できたものと考える。

加えて、前任者の描いた構想をさらに実際的な

観点から練り上げ、付加・変更した部分も多かっ

た。こちら専門家側の意図や提案に対し、内容

を掌握し、 C/P自ら設計積算を行い、施工する

段取りが整った点は評価できる。

②については、これまで多少の検討・実践が

行われていたものの、体系だった取り組みは薄

かったようである。漏水探知機をはじめ、日本

からの供与機材に関しても、保管場所 ・状況が



最良だったとはいえない面もあり、今回の

チェックで機材の状況を再確認できたことで、

今後の活動も円滑に運ぶものと考える。

また、ほぼ全員のCIPに対し、機材の原理説

明及び実践を行い、改めて、基本的な管路の維

持管理業務を認識していただいたことは、訓練

実習段階において、大きく役立つのものと期待

している。

さらに、訓練プログラムの内容についても、

今後具体的な教材を作成する上で、基本となる

メニューが作成できたのではないかと自負して

いる。日本の標準的な研修プログラムの枠組み

を利用し、 C!Pサイドに提案した。それらの骨

格を踏襲し、 CIPの意向（経験者と未経験者と

のグルーピング）を混成して、内容を作り上げ

た。

加えて、南部を中心とする各水道公社の研修

ニーズを把握し、訓練プログラムに活かすため、

現地調査・分析が必須となるが、これまでの結

果が充分に体系化されていない。そのため、方

針を若干変更した。項目・内容を三分野（経営、

計画、無収水量）で体系化し、訪問先を絞った

形をとった。

これらの内容については再三、CIPと打ち合

わせを行い、双方が納得できるものとなってい

る。今後の専門家にあっても充分活用できるも

のと考えている。

残念ながら、私の場合は短期任務で時間的制

約があったために、それらの結果を集約し、プ

ログラムに反映させうるほどの量、質を得たと

はいい難い。今後の専門家活動において継続的

取り組みを期待したい。

(5)提言～反省を含めて

0コミュニケーションギャップ

専門家としての業務は、そのほとんどがC/P

との協働、あるいは相互理解を経て、行われる。

そこには、必ず打ち合わせをはじめとする様々

ヴィエトナム国事情

なコミュニケーションが存在する。自分の英語

能力（話す、書く、読む、聴く）がとりわけ高

いわけではないが、共通言語の上に、コミュニ

ケートできないと、多くの労力や時間の無駄が

生じてしまう 。

今回の任務で、最も大きな障害と感じたこと

は、英語でのやり取りができなかった点にある。

会話はもと より、あ らゆる資料、テキス ト類の

翻訳が不可欠であり、これがネックとなってい

た。

確かにこれまでのほとんどの専門家が指摘し

ている事項で、今更述べることではないが、C/P

の英語能力をあるレベルまで引き上げることが

必須であると考える。現状においても、週に数

時間、英語レッスンを受け、努力されているが、

更なる向上を期待したいものである。

OC/Pの選任と動機付け

ヴィエトナムでのJICA活動の基本となる

C!Pの方々が、ほとんど、水道実務を経験され

ていないことも、大きな壁であると思われた。

すなわち、今後将来にわたり、本格的なプロジェ

クト構築という状況を展望すれば、 C!Pの方々

が、主役となって、ヴィエトナムの水道技術全

般をリードしていくべき存在だからである。こ

の点については、技術サイドから、水道関連の

コンサルタント数名がC/Pに加わるという情

報も得ているため、現時点より状況が好転する

ものと期待している。

水道という様々な技術（土木、機械、電気、

化学、環境技術など）の集合体においては、経

験的なテクノロジーが大半を占めており、そう

した意味においても、実務経験の豊富なスタッ

フを追加選任することで、より効果的で実践的

な技術向上が望めるものと考えている。

OVWSAとの連携

私は、業務Eにおいて、 VWSA国際会議に出

席させていただいた。その内容はヴィエトナム

各省の水道公社の現状や課題、将来展望などが
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紹介されるものであり、同時に欧州をはじめ、

先進外国からの情報も集積される。

現在、JICA活動は水道事業の管轄機関である

MOC（建設省）との協力体制であり、各水道公

杜との直接的な連携は取っていない。したがっ

て、現地調査の際にも、その都度、個別にアポ

イントメントを取らなければならないばかり

か、調査精度、データ等も受け入れ側公社によ

り、大きく異なってしまうことも少なくない。

水道公社で構成される VWSAなる協会団体

との連携が可能であれば、情報収集をはじめ、

大きなメリットが生まれるものと思われる。

4 生活・文化

話は、がら りと変わるが、私見でヴィエトナ

ムの様子を綴ってみたい。ホーチミン市が滞在

先であり、住居は当初、JICAサイドで、超一流

ホテルが予約してあった。しかしながら、早く

落ち着きたいということ、インターネット接続

を早期に契約したかったことなどから、アパー

トメントを探すことにした。多少、家賃がかさ

んだものの、 事前に聞いていたランドマークに

決定した。その理由は、ロケーションがよいこ

と、セキュリティが整っていること、飲料水の

ための自己浄水システム（念のため、煮沸し利

用していたが…）が備わっていたことである。

確か、オーストラリア資本の経営と記憶してい

るが、ジムやプール、ランドリーなどの施設が

あり、住み心地ぱ快適であった。欧米人、香港、

韓国系の住人が多い。

一方、ホーチミン市街に目を向けると、大都

市だけにやはり活気にあふれ、勢いがある。彼

らは朝早くから、夜中まで、活発に行動する。

ただし、昼間は暑いので、休憩時間は 2時間たっ

ぷりと取る。通訳兼秘書の方などは、事務所の

空き部屋で必ずと言っていいほど、昼寝をして

いた。これがヴィエトナム人のスタミナの素だ

70 

と感じたものだ。幾多の戦争を経験しているが

故のたくましさと、気候風土にあわせたライフ

スタイルを感じる。収入面では、大学教官で80

米ドル～100米ドルらしい。物価が安いので、生

活は窮屈しないだろうが、低所得者層も多く、

路上生活者もまま見受けられる。

また、街ではよくアオザイを着た女性が目に

付く 。ヴィエトナムの伝統的な衣装である。

ショップで頼めば、観光客にもオーダーメイド

してくれるらしい。中高生の制服としても受け

継がれているようだ。学生たちは一般に勉強熱

心で国の政策にも教育熱の高さがうかがえる。

スポーツに関しては、圧倒的にサッカーが人気

である。滞在中に、タイガーアジアカップ（シ

ンガポールのビールメーカーがスポンサー）が

開催されたのだが、領事館から事務所に FAXが

届けられた。その内容は、ヴィエトナム戦があ

る場合、勝敗に関係なく、街中が大騒ぎになり、

日本人を含め外国人がトラブルに遭遇する危険

性があるとのこと。おとなしく、部屋にいたの

だが、真夜中2時頃まで、バイク、車、自転車

にまたがり、国旗を振り上げて走り回る姿が

あった。小さな子供まで、加わっているのには

さすがに驚いた。

5 町並み・交通

マスコミや旅行エージェントで謳われている

ものの 1つに「東洋のプチフランス」という 言

葉がある。確かに、フランス統治時代の名残り

とも呼べる伝統的・歴史的建物や現代的外資ビ

ルデイングなどの都市風景が広がっている。し

かし、 一歩裏手にまわると、お洒落な雰囲気と

は、ほど遠い町並みがあることも否めない。路

上での売り子、屋台、散髪屋、客待ちのシクロ（自

転車を改造したもので、前に客席があり、市民

の足代わり）などがあふれている。お洒落な白

いイメージの「プチフランス」とのギャップが



キリスト教大聖堂

現在のヴィエトナム都市を象徴していると言え

そうだ。

さらに、衝撃的なのは、交通事情である。道

路はそれほど狭くないのだが、圧倒的に許容交

通量を超えている。最近では、裕福層も増えた

せいか、自動車台数が急増しており 、これまで

以上に慢性渋滞になっていると聞く 。私の場合、

朝 8時に契約レンタカーが迎えに来るのだが、

橋を渡らなければならず、自転車、バイク、車、

シクロの洪水状態の中をノロノロと進む以外な

ぃ。クラクションは「ちょ っと危ないぞ、どい

てくれ」という程度の動作らしく、あらゆるク

ラクションが鳴り響く 。少々の衝突、接触は日

常茶飯事である。自転車にはクラクションがな

いため、手を後ろにひらひらと合図し、平然と

洪水中に紛れ込む。アオザイの華麗さとそのた

くましい運転技との格差には息をのむばかり

だ。また、ほとんどの自転車、バイクには 1台

で少なくとも 2人、すごいものになると、 家族

5人 （夫婦、前に子供 1人、夫婦で子供2人を

挟む）で移動するというサーカスもどきの離れ

業を成し遂げる。それもヘルメ ットなど無しだ。

ロータリー交差点はさらにすさまじい。1cm、

ヴィエトナム国事情

パイクと自転車、自動車による渋滞

2 cm単位で、割り込んでくる。これでは、外国

人、特に日本人が運転することなど不可能であ

る。信号制御など、高度なシステムを導入して

も歯が立たないだろうと痛感した。

6 食文化

ホーチミンでは、南部メコンデルタに近いこ

と、観光都市でもあることから、食材は豊富で

ある。ヴィエトナム料理のほとんどを食するこ

とができる。最近は日本でもヴィエトナム料理

が人気上昇中である。揚げ物、炒め物、鍋料理、

煮物などの料理があり、高級料理から、屋台の

庶民料理まで幅が広い。食材に関しても、肉（牛、

水牛 ？、豚、鳥、蛇、犬、 トカゲ、山羊など）、

魚 （雷魚をはじめ、 川魚が多い）、野菜（ハーブ

など多種多様）、果物 （ドリアンなどあらゆるフ

ルーツ）、米 （タイ米系が多く、パサパサしてい

る）など、ここでは書ききれないほど、食の宝

庫である。これらの食材はペンタイン市場など、

大きなマーケットから露天の小さな行商に至る

様々なところで見かけることができる。

さて、味の方なのだが、意外とあっさりして

いるものが多い。暑い地方独特の辛さもない。

野菜をたくさん摂るので、栄養も偏らず、健康

食である。ただ、現地の人が食べる米の量が半

端ではない。まさにてんこ盛り状態のご飯に料
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ペンタイン市場

理の汁をかけて、かき込むように食する。あれ

だけ、摂取しても、体型がスリムなのは不思議

である。

私が個人的に好きだったのは、ライスペー

パーの春巻きである。生春巻きもあれば、揚げ

たものもある。具は肉と野菜などだが、何とも

言えず、おいしかった。また、朝食として有名

なのがフォーと呼ばれるヴィエトナムうどんで

ある。米粉で作ったうどんで、あっさりした鶏

ガラスープで味付けしてある。これもおいしい。

これらの庶民料理は数種頼んでも、 200~300円

程度で食べることができる。ただし、どうして

も苦手だったものがある。どの料理にも必ず、

まぶしてある薬草（一般では、パクチー、ヴィ

エトナムではゴーという）だ。強烈な独特の臭

味とエグ味があり、最後までノーサンキューで

あった。タイの専門家などは見かねて、私の分

まで食べてくれた。

また、夜はビアホイと呼ばれる飲み屋がにぎ

わう 。自家製のビールを出す店なのだが、ジョッ

キに氷を入れ、さらに薄めて飲む。だから、い

くら飲んでも酔わないらしい。ビールに氷を入

れるのが習慣化しているようで、その氷には気

を付けた方がよいということだったので、日本

人専門家の間では、常にそのサービスを断らな

ければならなかった。
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7 観光・レジャー

観光の分野では、ようやくリゾート開発が始

まってきている状況である。南部の海沿いでは

外資による開発が盛んに行われているが、十分

なアクセス、ホテル、その他の整備が完了して

おらず、発展途上である。勤務は土曜、日曜日

が休みだったので、近郊の観光地に足を延ばし

た。それらのポイントとともに、アフターファ

イブについても記す。

(1)クチ・トンネル

ホーチミンの北西、車で 1時間半ほどの距離。

かつてのヴィエトナム戦争のゲリラ最前線に設

けられた地下トンネルである。観光用に整備さ

れているが、中は真っ暗であり、かなり狭い。

網の目のように掘られており、台所、会議室、

寝室まで作ってある。その周辺には、落とし穴

やわな、武器が展示してあり、当時の痕跡がわ

かるようになっている。ガイドの説明によると、

狭く掘られている理由はヴィエトナム人の細身

と欧米人の体格の差だという 。確かに日本人の

我々でもかなり、入るのに苦労した。体格の大

きな米兵はまず、入れないだろうと推測される。

また、実弾射撃が体験できる ようになってお

り、おそるおそるライフルで20発ほど撃ってみ

た。的は動物を描いた板だが、発射時の反動を

抑えるのが難しく、的中率は今ひとつであった。

(2) ブンタオビーチ

ホーチミンの東、車で2時間半ほどのリゾー

トビーチである。リゾートといっても地元の人

たちの海水浴場といった感じである。海は思っ

たより、濁っており、週末にもかかわらず、人

は少なかった。せっかく 、来たのだからビーチ

散策でもということになり、車をスペースに入

れたところ、すぐに人がやってきて、駐車料、

ビーチ入場料？を請求されてしまった。運転手



ヴィエトナム国事情

の交渉も平行線で終わり、散策もできなかった

のは残念であった。その後、海岸沿いの大キリ

スト像、寺院を巡ったのだが、ここでも売り子

が果物やら、葉書やら各種土産物を押しつけて

くるため、断るのに苦労した。

(3)ハロン湾

VWSA総会のオプションとして、最終日に最

も有名な観光スポットであるハロン湾を訪れ

た。「海の桂林」とも呼ばれる景勝地。海面から

大小1000もの奇岩、島が突き出しており、本当

に不思議な光景である。船で回遊し、島々を巡

るのだが、いくつかの島に上陸した。驚いたの

が、島全体が大きな鍾乳洞になっているのだ。

その規模は、日本の秋芳洞以上のものがあり、

要所でライトアップされているため、別世界の

気分を味わうことができた。しかしながら、船

上では南のホーチミンと比べものにならないほ

ど、冷たい風と雨にさらされ、体の芯から震え

上がった。あらかじめ、ホーチミンでジャケ ッ

トを購入しておいて本当に救われた感じだっ

た。他の欧米人ら （私は外国人ということで欧

米人主体のグループに入った。アジア人は香港

の水道機材商社マンだけであり、この時ほどネ

イテ ィブスピーカーがう らやましく思ったこと

はない。） は、当初、会話好きだったものの、こ

の寒さには参ったらしく、最後は無言になって
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(4)ナイトライフ

ヴィエトナム人はパーティー好きである。昼

食時でも時間があれば、会食をする。我々、専

門家と大学関係者、 C/Pと度々、パーテ ィーを

催した。この時には、必ず、ウ ィスキーボトル

などの酒を持っていく 。「モ ッ、ハイ、バー

(1, 2, 3)」と掛け声をかけ、乾杯の連続で

ある。そして、大半が酒に強い。次々と酒をつ

いでまわるのは、万国共通の習慣だろうが、そ

のスピードが速い。個人的には、かなり辛かっ

た。

やがて宴会も終わると、 2次会に突入する。

今や、世界的に広ま っている KARAOKEであ

る。ここヴィエトナムにおいても例外ではない。

カラオケといっても、多種多様であり、都市部

のダンスクラブ風のものもあれば、スナ ックパ

ブもある。また郊外の古ぼけた小屋で、蚊やハ

工に囲まれながらのものもある。共通するシス

テムは、ゲスト 1人に対し、女性が必ず 1人付

き添うというものだ。大半の店では、各人が気

に入った女性を指名し、酒やビールをついでく

れる。普段の生活ではチ ップは必要ないが、こ

の世界ではやや事情が異なり、チ ップを要求す

る。聞くところによると、相場は店の状況、サー

ビスにより異なる らしいが、日本の金銭感覚で

いえばそれほど高くはない。

滞在中に、ヴィエトナムのポビュラーソング

1つぐらいは覚えようとしたが、徒労に終わっ

た。

8 アクシデント

船上から見たハロン湾

東京市ヶ谷で行われた］ICA研修から赴任ま

でわずか 1週間ほどしかなく、準備 （携行機材

の確認、オフィシャルパスポート取得、予防接

種など）は予想以上に大変なものであり、正直、
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出発時には、かなり疲れていた。香港経由でホー

チミンのタンソンニャット空港に夕刻、到着し

た。不安、緊張、疲労のなか、思わぬトラブル

に遭遇した。通関でJICA携行機材 （大きな段

ボール 2箱、主にコンピュータ機器関連）に多

額の関税がかかるというものだった。当然のご

とく、JICA機材はヴィエトナム国に供与するも

ので、無関税のはずである。ところが、通関士

の役人は600米ドル払いなさいと言う。数十分の

やりとりの後、半額でよいと言いだした。ここ

で事がのみこめた。賄賂を要求しているのであ

る。すでに玄関にはJICAスタッフが迎えに来て

おり、リーダーに状況を伝えると、拒否し続け

るよう助言された。入れ替わり立ち替わり、通

関士が10人ほどやってきては、同様の要求を繰

り返す。こちらも応戦するが、相手は役人であ

る。ようやく、開放されたのは 3時間後であっ

た。疲れ果てた挙げ句、「大変な国に来てしま っ

た」という印象を今でも鮮明に記憶している。

当日の歓迎会も悲惨な思いが抜けなかった。

聞くところによると、税関ではそうした犯罪

が絶えず繰り返され、時折、役人が摘発される

らしい。

そのほか、気を付けていたが、腹痛と下痢を

起こしたり、腕時計のひったくりなどのアクシ

デントに遭遇した。やはり自己防衛に徹するべ

きである。

9 おわりに

3ヶ月の赴任は、今思えばあっという間の短

い期間であった。生活と業務に慣れるのに 1ヶ

月、 業務遂行に集中するのが1ヶ月半、残りの

期間は各種業務の取りまとめと帰国準備であ

る。事前研修であまり、ヴィエトナムという国

を理解していなかったせいもあり、十分な協力

ができなかったかもしれない。しかし、彼らの

生活や「微笑み」に代表される素朴で粘り強い
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人柄に接して、感慨深い赴任であった。

そして、経済発展に見られるように、アジア

のエネルギーを感じることができた。日本でい

えば、戦後の高度経済成長時代とダブるところ

がある。ただし、インターネットなどの最新テ

クノロジー、急速な国際交流を通じて、ひと、

モノ、情報は正にリアルタイムで、ヴィエトナ

ム社会に流れ込んでいる。そうした意味で、日

本がかつて経験したものが圧縮され、集積され

つつあり、その混沌ぶりは驚きに値する。

今後も、公私を通じてヴィエトナムに関心を

持ち、交流を続けていきたいと思っている。

【参考資料】

•国際協力事業団、国際協力総合研究所編「So­

cialist Republic of Viet Namヴィエトナム任

国情報」 1996年

・ダイヤモンド社「地球の歩き方、ベトナム個

人旅行マニュアル」 1998年



［講演録］名古駐都市センター設立

10周年記念シンポジウム



日本の大都市がこれから担う
役割と都市計画のあり方

日本都市計画学会会長 横浜国立大学大学院教授 l」＼木木 重桂孜

名古屋都市センター 10周年記念の講演にお

招きいただき、光栄に存じます。先ほど施設概

要を拝見させていただき、横浜でもこういうも

のを作りたいと運動していましたので、非常に

うらやましい思いがいたしました。今日はこの

都市センターで講演できることをありがた＜

思っています。

今日は、昨年私がいくつか経験した研究会そ

の他でお話をしました内容をベースにして、お

話させていただこうと思います。一つは、経済

企画庁の堺屋太一さんがつくる「知恵の時代の

都市新生研究会」という委員会で座長を務めて

いたときにレポートした内容の一部、もう 一つ

は、 1年余にわたりまして私が中心的に取りま

とめをしました「東京の都市の新しいビジョン

づくり」です。これは石原都知事にこれからの

大都市のあり様をお話をしたものですが、それ

らの内容を若干含めながら、お手元の資料を

ベースにお話をさせていただきたいと思いま

す。

「近代都市の芽というのは1000年前のヨー

ロッパ平原に現われた」と、東大の西洋史の教

授である角山公一さんはおっしゃっ ています。

中世の暗い時代を突破して新しい輝きがその頃

のヨーロ ッパ平原に生まれ、その芽が今日の近

代都市につながっているということです。一方、

都市計画そのものは、100年前にドイツやイギリ

スで生まれて、その仕組みが今日まで続いてき

ています。

ところが、100年前に生まれた近代都市計画が
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今後も都市づくりに有効な仕組みとして機能す

るのかどうかということについては、 10年くら

い前からクエスチョンマークが付きはじめてい

ます。おそらくこの名古屋都市センターが誕生

したのも、そういう時代背景もあるのではない

かと思います。

そこで経済企画庁の「知恵の時代の都市新生

研究会」は、基本的に大都市をベースにして都

市新生の研究をやろうということで始まりまし

た。東京 ・大阪・名古屋 ・福岡から専門家にお

集まりいただき、いろいろ議論いたしました。

それをもとに大都市がこれから議論すべき都市

計画のお話をさせていただきたいと思います。

まず、わが国が都市再生や経済再生と言って

いるなかで、これからは都市と産業との関係が

きわめて重要になります。新しいリーデイング

産業を都市の中にどうやって生みだし、定着さ

せていくのか。また、そういう動きがどの程度

まであるのかといった議論になると思います。

新しいリーデイング産業としてはいろいろな

ものが考えられますが、情報化に伴うさまざま

な産業が担う役割は大きいと思います。そのな

かの一つ、コンテンツ産業というものに注目し

小林重敬
駐阻'a.."’'If，≫-
日本都市計画学会会長横浜国立大学大学院

教授

東京大学工学部都市工学科卒、同大学院博士

課程修了。

国土交通省社会資本整備審議会など。著書に

「地方分権時代のまちづくり条例」「既成市街

地の再構築と都市計画」など。



日本の大都市がこれから担う役割と都市計画のあり方

てみます。こういう新しい産業は、マイケル・

ポーターという人が「クラスター」という定義

をしています。従来の異業種交流という感じで

はなく、むしろ小さな単位が相互に関連ある企

業として集まることによって、同種のものを支

えるさまざまなサービス的な都市空間が生まれ

てくるといったものです。そういう“競争と協

調”をベースにした産業のあり方を「クラス

ター」といいます。

お手元の資料の図面は、わが国のある意味で

最先端を行っているコンテンツ産業の一つだと

思いますが、ゲームソフト・クラスターを表わ

しています。東京では現在、こういった新しい

ゲームソフト・クラスターができています。細

かくは説明できませんが、一番大きな塊として、

渋谷を中心に山の手線の上下にコンピュータグ

ラフィックスを中心とした大きなクラスターが

あり、さまざまなコンテンツを作る産業が位置

付けられています。アニメーションのコンテン

ツ、バンダイなどの下町のおもちゃ産業をベー

スにしたコンテンツ、秋葉原をベースとしたコ

ンテンツ、映画やレコード会社をベースとした

コンテンツといった具合になっています。

こういうコンテンツ産業がなぜここに位置づ

＼
 東京ゲームソフトクラスター 企業の空間的集積の考察

いているのかと言いますと、それなりの理由が

あります。一つには、東京の渋谷、青山を中心

とした246という軸線があって、そこにこういう

産業に働いている人達が楽しめるサービスを提

供する店、たとえば24時間対応の本屋などさま

ざまなものがあるからです。そういうものを拠

り所として、あるいはコンテンツ産業が集まっ

ているからそういう場ができるという、お互い

に持ち合いの関係で形成されている空間なので

す。

堺屋太一さんの研究会にもコンテンツ産業を

担う何人かの方が参加していて、同じ様なこと

をおっしゃっています。「こういう支える空間が

ないと、我々は生きていけない。あるいは、そ

こに働く若い人達が魅力を感じるような空間で

なければ、有能な人材を集めることができない」

と、しきりにおっしゃっていました。おそらく

それは事実ではないかと思います。

そういう産業が位置付くためには、それを支

える人材が魅力的だと感じる空間づくりが重要

だということです。それは機能的な関係だけで

なく、もう少し違う側面でその空間を意識する

ことが必要であります。つまり、多様な価値観

や自由な発想、チャレンジ精神をもった人材が

都市に集まり、そこに生活するあるいは働く場

であるというふうに考えると、どうも今までの

都市づくりに欠いてきた“歴史性’'や‘‘文化性”

といったことが重要になってくるのではないか

ということです。

すでにそういうことに気付いたデイベロッ

パーがおります。東京で今、盛んに開発を進め

ている森ビルです。森ビルの社長は、確実に戦

略としてそういうことを都市づくりに考えてい

ます。サントリーホールをアークヒルズの中に

入れたのもまさにその例です。いま東京で大規

模で動いています六本木6丁目の再開発事業で

も、ニューヨーク近代美術館を中心に世界各国

の博物館が巡回して展示できるような施設を作
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ろうとしています。名古屋にはボストン美術館

がありますが、そうしたことを民間のデイベ

ロッパーが都市開発のなかに積極的に組み入

れ、有能な人材が集まる場を作ろうというよう

なことをやっています。

さらに今後は、そういう人材が生活する場と

して、都心居住という議論が出てきたり、ある

いはそういう人達が魅力を感じるコミュニティ

づくりといった議論も出てくるのではないで

しょうか。

それでは、従来の考え方とは違うそうした人

達が新しい産業を支え、それが都市を支え、そ

れがわが国の経済を支えるといった時代の都市

計画とはどうあるべきなのか。これもいろいろ

な見方ができます。

一つは“多様性”という切り口から入ってい

きますと、「文化の多様性が、人間が地球上で

生き抜くための情報がつまった玉手箱である」

という言葉があります。都市空間自体が多様性

をもつということが、多様な人材、さまざまな

発想を生む人材を生み出す場になるのではない

かということです。

都市計画の立場から見て、そういう多様性を

生み出す手法は二つあると思います。一つは、

既成市街地と郊外部、特に遠郊外部で、それぞ

れの暮らし方、生き方を選択できる場をつくる

ということです。これについてはなかなか難し

い議論でして、これから郊外部もどんどん人口

が減少してきて、それが縮小していくというこ

とをどういうふうに考えるか、という問題があ

ります。

もう 一つは、既成市街地の中で多様性を獲得

するということです。おそらく、産業を含めて

新しい機能が都市の中に大規模に存在するとい

うことは、すでに終了していると思います。京

都大学の小林先生の文章には、「創造的都市活動

紐織やその空間的な広がりの一つ一つをみれ
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ば、それは驚くほど小さな単位によって構成さ

れている場合が多い。ある部門が新しいいくつ

かの小さな単位に分化するという増殖過程を繰

り返すことにより、都市は成長する」と書かれ

ています。つまり、量的な拡大ではないという

議論で、これはきわめて重要ではないかと思い

ます。

先ほど申し上げた「東京の都市の新しいビ

ジョンづくり」のなかで、私がかなり強く主張

して、結果的にそういう都市づくりに向かうこ

とになったものがあります。それは、従来の東

京を成り立たせていたのは大規模なオフィス、

あるいは中心的な商業施設だということで、そ

うした都市計画だったわけですが、これからは

そうではなく、小さなオフィスや住宅などさま

ざまな機能がフラットな関係にあることが重要

ではないか。つまり、既成市街地として都市を

つくつていくことが重要だということです。東

京は新しい都市ビジョンのなかに、具体的にそ

ういうことを書き込み、それを政策につなげて

いくということをしようと考えています。

ただそうは言っても、小さな単位がただ集ま

れば全体の構造ができるのかというと、やはり

生物学のアナロジーからすれば、背骨にあたる

部分が必要であります。名古屋は都市のなかに

100m道路や50m道路といた大きな背骨を持っ

ていますが、そういう背骨が東京にはあまり明

快な形ではないのです。

そこで今、民間のディベロッパーがそういう

背骨をつくろうとしています。例えば、三菱地

所が東京駅から行幸通りにかけての大手町の地

区で背骨をつくろうとしていますし、 三井不動

産は汐留から本拠の日本橋にかけて、ちょうど

東京駅の反対側に新しい背骨をつくろうとして

います。森ビルは都心周辺に新たに「アーバン

リング」という構造をつく つて、それを森ビル

の領域として設定し、そこに新たな背骨をつく

るということをしています。民間がそういうこ



とを画策し、またそれによって明確なメッセー

ジを出せる都市構造をつくっていこうというこ

とです。

では、それを具体的に仕組みとして考えてみ

ることにしましょう 。資料には「都市空間の形

成の基本的戦略」とありますが、これは簡単に

言いますと次のようなことです。東京都はいま

まで多心型都市構造を考えていました。すべて

の中心となる都心があり、副都心があり、さら

に多々の心があるといったツリー状の構造でし

た。幹があり、大枝があり、小枝があるという

構造を、これまで20年ぐらいつくつてきたわけ

です。それを今回はやめましょうと、やめさせ

ていただきました。

これからは、どこに新しい拠点が生まれるか

わからないという不確定な時代になってきま

す。ですから、行政側が常に都市のあり方に注

目しながら、新しい拠点をむしろ作り出すとい

う仕組みを都市計画のなかに生み出していくと

いうことです。具体的に今年の秋に出る新しい

都市ビジョンでは、新拠点ということで、品川、

秋葉原などを位置付け、従来の副都心のような

位置付けとは違う構造をつくりだそうというこ

とを考えています。

それから、東京都のお話ばかりしていて恐縮

なのですが、都市構造の議論のなかで、石原知

事は 「都市構造というのは東京都のなかだけで

はおさまらない」と積極的に発言していらっ

しゃいました。最初に議論をしたときにも、自

分が描いた都市構造図だというものを持って来

られていましたが、そこには東京の臨海部、千

葉から神奈川までの臨海都市軸というものを

黒々と塗ってありました。それは、千葉、埼玉、

東京の多摩から横浜、 川崎をネ ットワーク構造

にして、全体をつなげているといった、きわめ

て乱暴な構造図なのですが、それをぜひ東京都

の考え方として表現してほしいということでし

た。現在、それはネットワーク構造ということ

日本の大都市がこれから担う役割と都市計画のあり方

で位置付けられ、今回の新しい都市ビジョンの

なかに具体的に表現されています。

もう 一つ重要な構造というのは、そういう平

面的な構造のあり方と伴って、重層的な都市の

構造であろうと思います。私は従来から、社会

システムによる都市づくりと生活世界を充実す

る都市づくりの二つの側面が必要だと思ってい

ます。もう少し簡単にいうと、国が考える公共

性を中心とした大公共の立場から考える都市づ

くりと、近隣社会が考える小さな公共性をベー

スにした都市づくりというような二つの層が

あって、その重層性のなかで都市は形成されて

いるということです。今日、行政と市民がそれ

ぞれに担う公共性のような議論が盛んに出てき

てます。行政学の専門家のなかには、行政的公

共性、市民的公共性という方もいらっしゃいま

す。つまり、従来は行政の側だけが担っていた

公共性の世界から新しい世界に変わっていくの

だという議論があり、それをベースにした議論

です。

ただ、そういう議論をしていると、もう 一つ

都市づくりに視点があるような気がします。一

つは、行政的公共性と市民的公共性というのは、

同じ公共性で束ねられるということです。どち

らかというと、行政的公共性が取り逃がしてい

る、あるいは隙間を生じている未知な空間を市

民的公共性が担うといった整理がされていくよ

うに思います。いずれにしても、ある意味で合

理的な仕組みのなかで公共性を担っている部分

ではないか。

これからの都市づくりは、少し妙な言葉なの

ですが、 「都市のデイズニフィケーション化」

と言われます。今までの都市づくりは、大公共・

小公共・場合によ っては自治体がつくる中公共

という、さまざまなランクの公共性を具体的に

実現するものでしたが、そういう世界とはまた

違う世界があるのではないかということです。
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この言葉はアメリカの最近の都市づくりで比較

的使われている言葉であります。

たとえば、情報化が進んで、生産活動や消費

活動が電子空間上でかなりの部分が可能になっ

たとすると、都市という実態が存在する理由が

どこにあるのかという議論です。おそらく現実

の都市空間に託されてくるのは、人々が出会っ

て楽しむ空間ではないか。ちょうどデイズニー

ランドのような形で、人々が出会って心の満足

に関わるような空間こそ、都市に求められてい

る空間ではないかということです。そして、そ

れを実現するような都市づくりも、もう 一つの

都市づくりとしてあると思います。

最近アメリカの経済学のなかで言われている

ことですが、従来の“ものをつくる”“サービ

スを提供する”という次の段階に来るのは、‘‘体

験を提供する”あるいは“ことを提供する”と

いったもので、「体験経済」という言葉が生ま

れてきています。これは、堺屋太一さんがしき

りに推奨している言葉で、体験空間とか交流空

間こそ、これから都市づくりが担うべき空間で

はないかということです。それが先ほど申し上

げました、新しいリーデイング産業を担う人々

が、都市の中に位置付く一つの要因になるとい

う可能性を秘めていると考えられるわけです。

では時間になりましたので、この後の議論は

次に譲りたいと思います。ありがとうございま

した。
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名古屋の都市計画の流れ

北海道大学大学院教授 起む睾 B月

今、小林会長から現在の大都市における都市

づくりの最新のお話を伺いましたが、私は名古

屋都市センター設立10周年についてと、日本都

市計画学会の石川賞受賞に関連することについ

てお話ししたいと思います。

石川賞というのは、日本都市計画学会の創設

者であり、名古屋の都市計画の基をつくった石

川榮耀先生の功績にちなんでつくられた賞で

す。そうした名古屋に非常に縁のある方の賞を

いただいたことをお祝いを申し上げると共に、

名古屋の都市計画に代々取り紐んでこられた

方々の非常な努力があり、その結果として名古

屋都市センタ ーという大変すばらしい施設がで

き、今回の受賞にもつながったと言えます。名

古屋都市センターは戦災復興記念館として、あ

るいはまちづくりの拠点として、活発に講演会

やシンポジウム、企画展などを行ったり、地元

の若手の研究者や学生、まちづくりに関心のあ

る市民に助成したり、場所の提供をしたりと、

他の都市がやろうとしてなかなかできないこと

を行っているという点で、私は敬意を表してい

ます。また、今日はこういう 会に呼んでいただ

いて非常にうれしく思っています。

名古屋の都市計画の歴史は、この会場にも展

示がありますし、名古屋都市計画史にも書かれ

ていますので、今日は少し違った視点で、私な

りに見た名古屋の都市計画のおもしろさや進ん

でいる点、あるいは日本全体が同じような課題

に取り組んできたということをお話ししたいと

思います。

日本の都市は、大正期に東京・名古屋・大阪・

神戸といった大きな都市の人口が急増し、それ

に伴って住宅や交通などの都市問題が発生いた

しました。それが都市計画導入のきっかけに

なっていますが、その結果として何をしたかで

す。

大阪の例でいいますと、真ん中が太閤秀吉が

つくった城下町ですが、明治から大正にかけて

ちょうどその外側にスプロールがおきます。い

わゆる無秩序な開発により、田畑が宅地化され、

劣悪な環境の市街地が増えてきました。そこで、

この外側の部分をきちんとしたいということ

で、区画整理をすることになりました。農地や

山林の地主を都市地主に転化しようということ

です。当時の大阪は東洋のマンチェスターとい

うことで工場がどんどん増えていったのです

が、農家の地主が借家経営になることを前提に

した宅地割りをして区画整理をすすめました。

一方、京都の場合は、中心部はもともとは平

安京ですが、江戸時代に太閤秀吉による土地割

りができていました。市街地が拡張するのは

ちょうど大正期で、大きな幹線道路の建設と区

画整理を行い、その結果として北大路や金閣寺

越澤 明
M四疇心＿
北海道大学大学院工学研究科教授

東京大学工学部都市工学科卒、同大学博士課

程修了。

国土交通省社会資本整備審議会委員、都市計

画協会理事。著書に「東京の都市計画」「束京

都市計画物語」など。日本都市計画学会石川

賞、土木学会賞などを受賞。
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一帯が非常に良好な市街地になりました。また

南側は、むしろ工業地帯にしようと取り組んで

います。その結果、昭和10年代の地図を見ると、

まわりにスプロールなしに良好な市街地がつく

られて、その外側にさらに山なみがありますの

で、風致地区に指定しています。

名古屋の場合は、大正期はまだそれほどの都

市化が進んでいませんが、その頃から急激に市

街地が拡張し、町村が合併していきます。大正

8年の都市計画の土地利用現況を見てみると、

まわりの近郊農村集落をどういうまちにするの

かが大きな課題だったことがわかります。

このように当時、名古屋を含めた大都市が一

斉に同じような課題に取り組んでいったので

す。

都市計画やまちづくりにはいくつかの制度が

あり、その一つ大きな柱は土地利用の区分とい

うことです。英語でゾーニングと申します。こ

こは堀割りや運河をつく って工業地帯にしよう

とか、周囲は住宅地にしようといった計画をた

てています。当時の都市計画は今と違って区分

がわりと単純でしたから、将来は郊外地を住宅

地にして、幹線道路を引いて、というようなこ

とを考えていました。

しかし、問題はどのようにして実現するかと

いうことです。財政的にもそんなに豊かではあ

りませんので、必要性は分かっていてもどう 実

現するかが課題だったわけです。お配りした参

考資料に出ていますように、 当時は土地の開発

は内閣総理大臣が決定するという、非常に仰々

しいものでした。実際には国から派遣された、

国と県庁の身分を兼ねている方々が携わ ります

が、そのなかの技術者のチーフにいたのが石川

榮耀さんだったのです。地元の名古屋市と共同

で調査・立案をして、測量して、地図をつく つ

て、ということだったわけです。

公共施設、道路、運河とありますが、公園緑
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地についても名古屋はずいぶんがんばりまし

た。名古屋は大都市のなかで最初に公園計画を

つく った都市です。今の東山公園の一帯は“残

すべき自然”ということで、大規模な公園とし

て決定しました。また市内の要所要所に将来の

発展を見越して公園を配置しましたが、公共事

業の予算などほとんどなかった時代でしたの

で、どうやって実現するかが問題でした。

そこで考えついたのが、耕地整理です。現在

の言葉でいいますと土地改良事業です。耕地整

理はもともとは農地の区画や農道をきちんと整

理して、農業生産性を高めた農地にしようとい

う制度でした。その際に地主同士がお互いに土

地の権利を交換しましょうということで、当時

の農商務省が推進していましたが、なかには将

来の宅地化を見込んで耕地整理をするといった

例もありました。都市計画法でいう「宅地造成

のための区画整理」という制度がほとんどない

時代でしたので、区画整理をきちんとした制度

にしようと名古屋はがんばりました。つまり 、

「農地を整理するのでは道路幅も狭いので、将来

に備えて幹線道路も通しましょう」と説得して

いったのです。地区ごとに法人格の区画整理組

合を作ってもらい、愛知県庁と名古屋市の行政

職員が公務で設計をしました。「道路がうまくつ

ながるように設計をさせてください。区画整理

でいい宅地ができると売れますから、そのかわ

りいずれ必要になる幹線道路の用地はタダでく

ださい」といったことを行っていました。一生

懸命に区画整理をしていくと、最後には道路も

つながるだろうということでやっていました。

これが大変成功したのは、名古屋の郊外の地

主に都市発展に対しての先見性があったという

ことです。自分たちの土地を有効に活用したい

という思いがあり、それと同時に行政側もきち

んとフォローしたことが実を結んで、名古屋の

郊外地は整然と出来上がりました。東京や大阪

の郊外は密集市街地になって非常に苦しんでい



ますし、神戸の密集市街地も阪神・淡路大震災

のときに大きな被害を受けましたが、名古屋に

はこういう密集市街地がほとんどありません。

いわゆる防災都市づくりの議論が名古屋であま

りされず、また必要性も少ないというのは、戦

前からがんばってきた成果があるからです。

ここに昭和13年に区画整理組合が作ったパン

フレットがありますが、今でいう宅地分譲の案

内です。地主たちは宅地として区画整理を行っ

ているわけですから、良好な市街地のイメージ

を市民にアピールし、売却した費用を区画整理

にあてるということをしていました。要するに

地主たちが自ら共同でデイベロ ッパーをしてい

たということです。

また、中心部は産業地帯を造成しようという

ことで、中川運河をつく つています。つまり、

当時の行政では非常に珍しいことですが、市自

らがデイベロッパーをしていたということで

す。郊外の住宅地の開発と、名古屋の産業基盤

整備、産業インフラ整備をセ ットで行っていた

のです。現在、中川運河自体はそれほど機能し

ていませんが、松重間門など歴史的な文化遺産

も残っていますので、こうした運河を含めて、

都市の遺産をどうしていくかが、名古屋のまち

づくりの一つの課題だろうと思います。

さて、結果としてそうした戦前の都市計画が

どうなったかと申しますと、区画整理を立ち上

げたところが見事につながり、大規模な公園が

ちょうど内外に張り付けるようにできていま

す。このように、宅地開発と同時に都市のなか

で重要なインフラである道路とみどりをセット

にして行っていったのが、名古屋の特徴と言え

ます。名古屋市は仙台のように杜の都というイ

メージは持たれていませんが、実はがんばって

非常に重要な成果を出しているのです。東山公

園や名古屋大学などの大規模な公園の土地だけ

でなく、児童公園や小規模公園などの土地のほ

名古屋の都市計画の流れ

とんどが区画整理で確保していったものなので

す。また、丘陵部の宅地造成の際には、建物を

低層にして、緑化をする“風致地区”という制

度も導入しました。

そんなふうに自分の土地を道路や公園に提供

しても、地主にはメリ ットがありました。市が

幹線道路をつくり、路面電車を通して行楽地に

したため、人がやってくるようになりました。

公園に接したいい場所ということで、宅地とし

ても売れていきます。つまり、地主は損をして

得を取ったわけです。こういうことを繰り返し

ていくうちに、非常に環境のいい、住宅地がで

きていったというわけです。

名古屋は戦争で市域の 4分の 1を失いました

が、昭和30年頃の都市計画図では、江戸時代の

城下町の内側を戦災復興事業の名のもとにもう

一度、区画整理をやり直そうと計画しているの

がわかります。100メートル道路や墓地移転など

まったく新しい試みを区画整理ですすめていま

す。

こうした計画には実はお手本がありました。

たとえば函館は、昭和9年に大火に見舞われて

丸焼けになりましたが、こうした大規模火災が

二度とおきないようにということで、市街地全

体をみどりで覆われた広幅員街路で分割して、

小学校も不燃化にするということを実現しまし

た。これは、当時の最新の先進的な防災都市計

画の考え方でした。また、神奈川県の相模原市

は、戦時中に陸軍士官学校や軍事施設が集中し

ていた都市ですが、戦前の都市計画の四列並木

のとてもきれいな並木道が残っています。これ

らの全国のいろいろな試みの成果を吸収して、

それが100m道路のような計画につながってい

ると言えます。

ここで、他の都市の戦災復興計画を見てみま

しょう 。東京は、新宿一帯に尾張徳川家の下屋

敷があり、戦前は陸軍用地になっていたのを全
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部公園緑地にしようとしましたが、実現できず

に大部分は住宅用地や早稲田大学などになりま

した。市街地は全部戦災を受けて燃えましたの

で区画整理をしようとしましたが、なかなかう

まくいかず、木造密集市街地として残ってし

まっています。その結果、どうなったかという

と、現在行っている防災都市計画ということで

すが、東京はそれで今、非常に苦しんでいます。

逆に千葉市は、今は100万都市になっています

が、当時は人口10数万人の都市で、中心部はや

はり戦災復興でがんばってきました。

また岐阜市も決して有名ではなく、幅員も狭

いですが、名古屋の100メートル道路と同様な発

想のみどりの道路、河川敷の緑地帯などがつく

られています。そういったたものが、全国各地

にはずいぶんあります。現在日本の100万人都市

のなかで非常に元気のある都市と言われる福岡

も、 1958年から70年にかけて、駅前付近の大規

模な区画整理をやりました。こう見ていくと、

ある時期にがんばっておかないといいまちがで

きていかないということがわかります。

名古屋のまちづくりは、戦前からのがんばり

とともに、いろいろな経験の蓄積のもとに戦災

復興もがんばってきました。墓地を全部移転す

るというとんでもないことを実践し、市街地の

なかに余分な土地を作り出して、100m道路用地

などに分けました。その結果、現在のインフラ

は非常にいい水準を保っています。

このように、名古屋には先人たちの努力の遺

産がすでにあります。ということは、現在苦労

している東京や大阪とは別の視点で、いろいろ

なまちづくりが展開できるということです。あ

まりにも区画整理をきちんとしすぎたために、

無味乾燥なまちになってしまったという見方を

する部分もありますが、これは平坦地につく つ

た城下町のせいで、決して区画整理のせいでは

ありません。
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よく見ると、たとえば大須観音の一帯は、区

画整理の設計にかなり工夫をして、小さな広場

をつくったりしています。徳川園の前にも若干

そのような場所があります。八事は全国的には

ほとんど知られていない地域ですが、大変いい

場所になっているなぁと私は思っています。そ

ういう意味で、いろいろな形での有形 ・無形の

遺産をもっているということを確認しながら、

まちづくりをぜひすすめていただきたいと思い

ます。

都市センターという立派な施設をもっている

ことも、名古屋にとって非常に大きな財産です。

せっかくのこうした施設を生かして、いろいろ

な情報発進を展開していただくことを期待して

おります。今回の名古屋都市計画史を引き継ぎ、

昭和43年以降の都市計画史をまとめられること

と、地域住民のさまざまな活動の資料を保存、

整理して、市民によるまちづくり史のようなも

のをまとめることの二つが課題でしょうが、私

の目が黒いうちに実現していただきたいと思っ

ています。今回、 10周年の節目ということで、

次に向けていろいろ展開していかれることを期

待しています。

20世紀は都市化の非常に激しい時代の流れの

なかで、インフラという点で何をしたかが大事

だったわけですが、 21世紀というのは都市が成

熟している時代です。おそらく都市のなかには

中心地が空洞化したり、郊外地が過密化したり、

いろいろなことがおきてくる時代だと思いま

す。明治以降の近代化のなかで都市ががんばっ

てきたことを今後にどう生かすかということに

なりますと、 20世紀とは少し別の要素が必要に

なってくると思います。この後のパネルデイス

カッションでは、名古屋の都市化の21世紀の課

題ということで、いろいろな話題が出ると思い

ます。

今日は、 10周年という節目に偶然にも名古屋



に由来のある方の賞を受賞されたということに

ついてお祝いを申し上げ、敬意を表すると同時

に、今後の展開についてもぜひ期待したいと思

い、お話をさせていただきました。ご清聴あり

ヵSとうございました。

名古屋の都市計画の流れ
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一名古屋都市センターでは、平成14年度以降の調査・研究の視点として、

「成熟社会における“元気都市”の構築ー名古屋らしさを活かして＿」

をメインテーマに掲げます。成熟社会というと今がピークというイメ ー

ジがあり ます。確かに、今後の社会の状況を見る と、他国に例を見ない

超高齢化社会の到来と人口の減少、経済の低成長によるデフレの危機や

雇用問題の深刻化、環境保全への取り組みによる環境コストの増加など、

わが国を取り巻く状況は非常に厳しいものがあり ます。これらの問題は、

これからの都市が抱える大きな課題でもあり、各都市においても克服に

向けた取り組みがなされているところです。

こうした状況の中で、「既に始まっている都市間競争の時代はさらに進

展し、魅力がなく元気のない都市は衰退し、魅力ある元気な都市だけが

生き残っていく 。」と言われています。しかし、交流の促進は、この問

題を解決するための大きな手段となり得るものであると言えます。例え

ば、執筆者の方も述べておられるように、都市の定住人口は減少しても 、

交流を促進 ・活発化し、交流人口を増加させることによって都市の活性

化を図っていくことができるというように、今後の都市が競争だけでな

く共存共栄を図るためには、様々な交流活動の促進が必要不可欠である

と思われます。

都市は、国際化、情報化に対応した魅力ある交流型都市を目指し、都

市としての魅力を高め、交流を自ら作り出していく努力が必要であると

改めて感じました。そもそも交流は、都市成立の起源であり、都市であ

り続けるための命題であると言えるからです。

なお、原稿執筆の依頼にあたり、突然の依頼にもかかわらず、快くお

引き受けいただきました執筆者の皆様に、この場をお借りして厚く御礼

申し上げます。
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交流拠点としての都市の役割

次号予告［No.24]

特集 1新しい交流アイテム

21世紀を迎えた現在、社会は本格的な情報化時代となり、以前に

も増して人・物・情報の交流がめまぐるしく変化しています。それは、

交流の手段であったり方法であったリ・・社会状況に応じた交流の多様

化によって、都市計画やまちづくりに大きな影響を与えており、交流

が都市の役割として何ができるのか、今一度考えるべき時がきていま

す。

-cコ
月ljで

[No.22] 名古屋都市センター設立10周年記念

名古屡都市センターの将来に向けて 加藤晃
（財）名占屋都市センター長

方向転換した時代の都市センターの役割 月尾 嘉男
東京大学大学院新領域創生科学研究所粒授

くあたたかい市民性＞育くみの場へ 延藤安弘

ー名古屋都市センター「まちづくり広場」への提言— 千葉大学工学部都市環境システム学和数授

名古屋都市センター10周年に寄せる 山本幸司

区民と行政の間で

豊中市政研究所の現状と諜題

名古屋工業大学社会開発工学科教授

板谷雅光

（財1世田谷区都市整備公社

まちづくりセンター所長

平尾和

豊中市政研究所事務局長

名古唇都市センター設立当初の志 由井求

元（財）名占屋都市センター1111理事長

[ EC'I-

i -1 "i嘩畢奇囃清尋響温昌I•と却乍叫洲i



Urban Advance 

No.23 2001.11 

閲
Nagoya Urban Institute 


